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　その爆発よりも前の記憶は、ロジオンにはなかった。




　夜のアレクサンドル大通りに激しい破は壊かい音おんが響き渡った。

　ロジオンは爆ばく風ふうに煽あおられ、街がい路ろ灯とうに叩たたきつけられる。頭を打ち、眩まばゆい閃光を目に浴あびる。

　そのせいか、蒸留酒ウオツカを飲み過ぎた時のように、意識が揺れた。

　降り積もった雪に尻しりを置いたまま、ロジオンは顔を上げる。

　朦もう朧ろうとなりながら、なんとか事態を把は握あくしようとする。

　いったい何が起こった？

　その答えはすぐに得られた。

　馬車だ。

　四頭立ての豪ごう奢しやな馬車が、煙を噴いて引っ繰り返っていた。

　車輪が拉ひしやげ、一つなどは吹き飛んで近くの橋の欄らん干かんに引っかかっている。

　地面は雪が蒸発し、煉れん瓦ががめくれ上がって、爆発の無む残ざんな傷きず痕あとを晒さらしている。

　御者と馬たちは横たわって、もはや動かない。

　馬車の屋根には、翼を広げた鴉からすの飾りが載っていた。

　鴉を紋もん章しようとして使えるのは、帝室――皇こう帝ていの血族たるヴァローナ家だけだ。

　自分は、皇族狙ねらいの暗殺事件テロルに巻き込まれたのか？

「こんな時だっていうのに！」

　毒づいてから、ロジオンはふと、自分の言葉に疑問を感じた。

　こんな時とはなんだ？

　自分は今、どこかに向かって急いでいた。そんな気がする。それも、とても大切な用事で……しかし、どこへ？　何のために？

　ロジオンは焦しよう燥そうに駆られる。

　まさか、と思いながら、頭の中で幾いくつもの問もん答どうを巡らせる。

　自分の名前は憶おぼえている――ロジオン。ただ、姓せいは思い出せない。

　自分が今住んでいる場所は――思い出せない。

　ここはどこか――ヴァローナ帝国の帝てい都とサンクトブルク。

　今がいつか――皇こう暦れき一〇八六年の二月。

　父の名前は――分からない。母の名前は――分からない。友人、知人、これまでに出会った人物――分からない分からない分からない！

　虫むし喰くいに遭った葉のように、記憶が欠けていた。

　頭を打ったせいだろうか。これは一時的なものなのか？　それとも……。

　不安を覚えるロジオンの視界の中、転倒した馬車の扉が開いた。

　そこから、二人の人間が現れる。

　片方が片方に手を貸しながら地面に降りると、まるで逃げるように駆け出した。

　二人とも掛布プラトークで顔を隠すようにしていたが、女性だと分かる。

　どこかの貴族の娘か、あるいはそのもの皇族――まさか皇こう后ごうだろうか？

　しかし、それにしては護衛の馬車が並走していなかったのはおかしい。

　違い和わ感かんを覚えつつロジオンは、彼女たちが雪の上につくる足跡を眺めていた。

「あ……」

　二人が、ちょうどロジオンの前を通りかかった時だ。

　馬車から降りる時に手を貸していた方の女性の手元から、何か小さな物が落ちた。

　雪に尾を引くように転がり、ロジオンのところまでやってくる。

　拾い上げた。

　それは指輪だった。

　銀色の、かなり重じゆう厚こうな造りのもので、青い宝石が嵌はめ込まれている。

　まるで自ら光を放っているような、不ふ思し議ぎな石だった。

　女性は、少し離れた所に立ったまま、こちらを見ていた。

　その不安そうな様子にロジオンは思わず苦笑する。自分を、酔すい漢かんや行き倒れと勘かん違ちがいしているのかもしれない。

　ロジオンは、相手を安心させるように手を振ると、指輪を手渡そうと立ち上がる。

　その時、風が吹いた。

　吹き上がるような風が、地上の雪を舞い散らせて、辺りを白く霞かすませる。

　ロジオンは手で顔を覆おおった。

「…………！」

　風が収まり、そこにあった顔を見て、ロジオンは息を呑のむ。

　女性の掛布プラトークが、風で取り去られていた。

　彼女はせいぜい十四、五歳――ロジオンと同じくらいの歳としの少女だった。

　長い髪は見事な銀色で、肌は透き通るように白い。

　こちらを見つめる表情はあどけなく、二つの瞳ひとみは深い緑色だ。

　ヴァローナの白い冬が実体化したような、凜りんとした清せい澄ちようさを感じさせる少女だった。

　そして、少女の額には、瞳と同じ緑色の紋章がある。

　幾き何か学がく模も様ようめいたそれは、両りよう翼よくを大きく広げた鳥のようにも見えた。

（――龍血族ドラコンクローフイ！）

　声にこそ出さないものの、ロジオンは驚きを隠せない。

　龍血族ドラコンクローフイ――龍りゆうの末まつ裔えいなどと言われる異種族。

　額の紋章は、彼らが持つ多大な霊れい力りよくの証あかしだった。

　普通の人間に比べ、身体からだに保有する霊力が数十倍も多い龍血族ドラコンクローフイは、霊力を翼に変えて空を舞うという。

　中には、飛行以外にも、まるで魔法のような力を発はつ揮きする者もいるそうだ。

（なんで龍血族ドラコンクローフイが、帝室御ご用よう達たしの馬車に……？）

　そんな疑問を、少女にぶつけるような機会は、訪れなかった。

　爆発音を聞きつけ、人が集まり始めていた。

　そして、人ひと混ごみを押し退のけ、夜よ闇やみに溶け込むような黒い軍服の集団が現れる。

　あれは――皇帝直属の特とく務む保ほ安あん局きよくの局員だ。帝都の治ち安あん維い持じのための組織。

　死しに神がみのように不吉な色彩の一団を目にして、もう一人の女性が少女を呼ぶ。

　はっきりとは聞き取れなかったが、

「急ぐのよ、リーザ」

　そう言ったように、ロジオンには思えた。

　女性は、少女が指輪を落としたことには気づいていないようだ。

　その女性が身み丈たけ程もある大きな布袋を抱えていることに、ロジオンは今更気づいた。

　ロジオンを見て、眼前の――リーザと呼ばれた少女が、意を決したように口を開く。

　しかし何な故ぜか、一言も発さずに黙ってしまう。

　口からは、掠かすれたような「あ……」の音が漏れただけだった。

　口が利きけないのだろうか、とロジオンは思う。

　だが、元々話せないというよりは、たった今、急に言葉を喪うしなったような、彼女自身それに驚いているような、そんな雰囲気だった。

　その間にも、黒こく衣いの集団は近づいてくる。

　女性が痺しびれを切らしたように少女の手を摑つかみ、再び駆け出した。

　少女はロジオンから視線を逸そらしてしまう。

「あ、待ってくれ……」

　ロジオンは、訳の分からない焦あせりを感じて、手を伸ばす。

　けれど、指輪を返すことは叶かなわなかった。

　立ち上がろうとした足がもつれ、ロジオンはその場に膝ひざをついた。

　視界がぼやけ、猛もう烈れつな吐き気に襲われる。

　そのまま彼は全身を新雪の上に投げ出してしまった。

　身体が急速に冷えていく。

　そして――ロジオンは見た。

　視界の闇の中、少女の身体が巨大な翼を生み出す瞬間を。

　彼女の背から僅わずか離れた虚こ空くうに、それは現れた。

　額の紋章と相そう似じ形けいの、幾何学模様めいた複雑な姿だった。

　緑光で形作られた一対の翼は神こう々ごうしく、まるで御み使つかいの降こう臨りんを思わせた。

　光の粒を地面へ打ちつけるように翼は羽ばたき。

　少女と、彼女が抱えたもう一人の女性とを一気に空へと運ぶ。

　螺ら旋せんを描えがくように回る少女は、最後にもう一度ロジオンの方へと顔を向けた。

　その姿は、奈な落らくへと落ちていくようにして途切れる直前の意識に、強きよう烈れつに焼きつけられた。

　やがて緑光は尾を引いて、雪が舞う闇空の中へ消えていく。

　誰かが耳元で、無事か、無事か？　と叫ぶ声を聞きながら、ロジオンは目を閉じた。
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「起きなさい、ロジオン！　ロジオン・ロジオーノヴィチ・ロジオノフ！」

　叩きつけるような叱しつ声せいで、彼は目を覚ました。

　机に預けきっていた上半身を起こす。

　口から漏れていた涎よだれが盛大に糸を引いた。

　どうやら、久しぶりにやらかしてしまったらしい。

　目の前には、怒りに瞼まぶたを小刻みに震わせる教官が立っている。

　濃こ緑みどり色の帝てい国こく軍ぐん制服を着た彼は、手に握った指し示じ棒ぼうを圧へし折おりそうなほど曲げながらロジオンを見下ろしていた。

　階段上の講こう義ぎ室しつの席を埋める生徒たちは、息を呑のんでこちらを注ちゆう視ししていた。

　普通の講義なら笑い声も漏れるだろう。

　しかし、今は軍事教きよう練れん科か。相手の講師は現役の軍人である。

　居眠りを、しかも最前列で敢かん行こうするなどという暴ぼう挙きよは、普通では考えられない。

　気の小さい者なら、震えて謝り倒すだろう状況だった。

　しかし――ロジオンは、平然としている。

　どこか不ふ機き嫌げんにも見える表情を作って、教官を見返し、

「あー、すんません。この講義、事前知識がないと理解できないもので、昨日夜よ更ふかしして予習してたんです」

　教室のどこからか笑い声が響く。こらえ切れずに上げてしまったらしい。

　教官はそちらをひと睨にらみしてから、赤さを増していく顔をロジオンに向ける。

　なんとか冷静さを保たもちながら、

「ほう……では、その予習の成果を見せてもらおうか。我らが偉い大だいなるヴァローナ帝国の繁はん栄えいの基き盤ばんについて、簡単に述べてみたまえ」

　と、書きかけの黒こく板ばんに指示棒の先を向けた。

（そりゃ、あんたがこれから説明しようとしてた内容だろうが）

　内心でロジオンは毒づく。

　真ま面じ目めに講義を聴いていたどの生徒でも、この問いに答えるのは難しいはずだ。

　しかし――。

「…………」

　ロジオンは立ち上がった。

　帝国高等学院の白色の制服を、前まえ釦ボタンを全開にするという類るいを見ないだらしなさで着崩している彼は、酒場で立ち飲みでもするような傾かしいだ姿勢で、しかし寝起きとは思えない流りゆう暢ちようさでもって語り出す。

「いわゆる〈領りよう土ど拡かく大だい戦せん争そう〉において獲かく得とくした土地から得た資源が、工業化、ひいては現在の繁栄の基盤となりました。この戦争において帝国が得た領土は――」

「…………」

　先程までの自分より滑なめらかに説明を続けるロジオンに、教官は言葉を詰まらせる。

　どうせ口ごもるに違いないと踏んでいたのだろう。

　当てが外れて止める機会を失していた。

　それを良い事に、ロジオンは更に言葉を続ける。

「――この〈領土拡大戦争〉の勝利の要因は何か。一番大きいのはやはり〈魔ま銃じゆう〉でしょう。

　体内の霊れい力りよくを、魔ま石せきと呼ばれる媒ばい介かいを通して銃じゆう身しんへと送り込み、特殊な力を発はつ揮きする兵へい装そう。霊力が多い者しか扱えない、いわゆる『使用者を選ぶ』武器ですが、威い力りよくはその弱点を補って余りあります。この破は壊かい兵へい器きの投入によって帝国は連戦連勝し――」

「もう結構だ。座りたまえっ」

　教官は小こ刻きざみに身体を震わせながら声を荒らげる。

　しかしロジオンは無視して、どこか鬱うつ憤ぷんを晴らすように言葉を続ける。

「――その〈魔銃〉はどうやって量産されたか。その答えは『龍血族ドラコンクローフイ』です。

　元々東方の先せん住じゆう民みんである彼らは、技術水準では偉大なる我らがヴァローナ帝国に比べて遙はるかに遅れており、彼らの土地を奪って労働者としてこき使うのに大した苦労もありませんでした。

　要するにこれは、酔っ払い親父おやじが子供を働かせて、その賃金を奪って金持ちだ金持ちだと騒いでいるようなもんで……」

「黙だまりたまえ！」

　何やら不ふ穏おん当とうな方向に転がり始めたロジオンの『演えん説ぜつ』に、室内がざわめき出したところで、教官が大声でそれを中断させた。

　彼は赤を通り越して、どす黒くなり始めた顔を歪ゆがめ、

「なんという不ふ敬けいだ！　即刻退室しろ！　君に私の講義を受ける資格はないっ！」

「…………」

　指示棒で扉を示す教官を、ロジオンは暫しばし無言で睨にらんでいたが、やがて、

「……ちっ」

　相手に聞こえないほどの小さな舌打ちをすると、手ぶらで出口へ向かった。

　教本は、彼は元より持ってきていない。

　衣嚢ポケツトに両手を突っ込んで歩くその態度は、貴族の子し女じよが多いこの学院では、一際異い彩さいを放っていた。

　注目を浴あびながら、それを気にするでもなく、ロジオンは廊下に出た。

　室内では、ざわめく生徒たちを、教官が手を叩いて黙らせる。

　育ちの良い彼らは、すぐに従い、意識を講義に戻した。

　ただ、一人、

「……あの馬ば鹿かっ」

　空席となった椅い子すの隣に座る、燃えるような炎えん髪ぱつの少女が、ロジオンが立ち去った扉を睨みながら、小さく呟いていた。




　　　＊




　講義室を出たロジオンは、その足で学院の敷しき地ち内にある売店に向かった。

　紙に包まれたできたての調理麺麭ピロシキを手に、彼は学院校舎の中庭に出る。

　外は晴天で、中ちゆう天てんから照らす陽ひ射ざしは暖かく心地ここち好よい。

　しかし気温自体は低く、石いし畳だたみの通路以外はまだ雪で覆われていた。

　もう四月も後半だが、帝てい都との冬は長いのだ。

　やや肌寒いが、校舎の中で早めの昼食を通りがかりの教官に咎とがめられるよりは良い。

　ロジオンは長椅子ベンチに腰を下ろして、湯気を立ち昇らせる調理麺麭ピロシキに齧かじりつく。

　肉の味が口の中に広がって、空腹が満たされる。

「さぁて、どうするかなぁ……」

　長椅子ベンチに寝そべりながら咀そ嚼しやくしつつ、ロジオンは思案する。

　昼休みの後は軍事教練科の実習がある。

〈魔銃〉取り扱いの訓練。講師は、たった今ロジオンに退室を命じたあの教官だ。

　あの怒り具合では、とても出席を認められるとは思えない。

「いっそサボっちまって……痛っ！」

　呟いたところで、頭に鈍にぶい衝撃を受ける。

　顔を上げれば、赤髪の少女がロジオンを見下ろしていた。

　腕を組んだ手に、丸めた教本を握り締めている。












「なんだグリューネか……何すんだよ」

　ロジオンは幼馴染おさななじみの少女の名前を呼びながら身を起こす。

　他の生徒と違う、黒い軍服を身に纏まとった彼女は、灰色の両眼で彼を睨みながら、

「それはこっちの台詞せりふよ馬鹿っ。どういうつもりよ！　これで五回目じゃない。講師に喧けん嘩か売ったりして。しかもとうとう軍事教練科の教官に……」

　彼女の声は怒りに震えていた。

「お、お前こそどうしたんだよ。講義まだ途中じゃねえのか？」

「あんたがべらべら喋しやべったせいで教官が話すことが減っちゃって、早く終わったの！」

「なんだよ。じゃあ良かったじゃねえか」

「ちっとも良くない！」

　グリューネはロジオンの手から調理麺麭ピロシキを奪い取ると、怒りをぶつけるかのように自分の口に放り込む。

「あ、何しやがるっ」

「こんなもの食べてる場合じゃないのよ！」

　ただの塵ゴ芥ミと化した包み紙をロジオンの手に押しつける。

　それから彼の隣に乱暴に腰を下ろすと、制服の襟えりを摑つかんで彼の顔を引き寄せ、

「あんた、このままじゃ退学になるわよ」

「…………」

「歴史学、社会学、経済学、霊力理論概がい論ろん、それに今日の軍事史概論。基き礎そ教きよう養ようの五科目で出で禁きん喰くらって……」

「大丈夫だって。単位はギリギリで足りる。試験は俺、落とさないし」

「確かにあんた、要よう領りようだけは良いのよね……」

「だろぉ？　だから気にすることねえって――痛いてえな！」

　ロジオンの頭に、再び教本の一撃が振り降ろされた。

「そういう問題じゃないの」

　急に声量を落としたグリューネの声は、やけに深しん刻こくに響いて聞こえた。

　ロジオンは思わず居い住ずまいを正す。

「あんたの噂うわさ、学長にまで届いてるのよ……講義中に不穏当な発言をして、他の生徒に悪影響を及ぼすかもしれないって……」

「…………」

「ねえ、なんで最近あんなことするようになったの？　まさか……変な組織に関わってたりとか、しないわよね」

「……そんなんじゃねえよ」

「じゃあなんで、あんな革かく命めい家かの主張みたいな言葉がすらすら出てくるのよ」

「偶然だって。たまたま興味があって調べてたからさ」

　記憶を喪っているロジオンを、この学院に入学できるよう推すい薦せんしてくれたのは、帝国軍総そう司し令れい官かんであるイーゴル・グリンカ元げん帥すい――グリューネの父親だった。

　恩人である彼のためにも、迷惑をかけたくはないのだが――それでも学院で様々なことを『学び直していく』過程で、ロジオンは言いようのない違い和わ感かんを覚えていたのだ。

　皆が当たり前のように享きよう受じゆしているヴァローナ帝国の繁栄。

　そこには大き過ぎる歪みが存在していて……。

「……分かったよ。もうあんなことはやらねえ。講義は真面目に受けるって」

　意い気き消しよう沈ちんしたように顔を俯うつむけてしまったグリューネに、ロジオンは溜ため息いき混じりに告げる。

　正直、彼女にこんな態度を取られると、ロジオンは弱かった。

　二年以上前の記憶がない自分を、それでも恐らくは以前と同じように気にかけてくれる、幼馴染の少女に。

「そう……それなら良いわ！」

「うお！　なんだよいきなり？」

「それじゃ出かけるわよ。こんな所でジッとしてる理由はないわ」

「待て待て。出かけるってどこへ？　午後の講義はどうするんだよ」

　突然元気を取り戻したグリューネに腕を引っ張られて無理矢理立ち上がらされる。

　グリューネは、黒の軍服の腰に巻いた銃吊ホルスタの上から、左右に収められた〈魔銃〉を軽く叩きながら、

「仕事よ、仕事」

　その言葉に、ロジオンは思わず顔を顰しかめる。

　グリューネが他の生徒と違う服装をしているのは、何も特とく注ちゆう品ひんを着て格かつ好こうをつけているわけではない。

　黒地に赤い縁取りが施ほどこされた軍服は、帝都の治ち安あん維い持じのための組織である皇こう帝てい直属第三部局――いわゆる特とく務む保ほ安あん局きよくの制服である。

　彼女は准じゆん職しよく、つまり見習いとしてそこに所属しているのだ。

　グリューネが仕事と言う時は、つまり保安局による何らかの捜そう査さの手伝いという意味である。

「何度も言うけど、俺はやらねえよ。それなら、ミハイロフ教官に怒ど鳴なられながら、午後の実習に出る方がまだマシだ」

「でも、もうあんたの学外単位取得の手続きしてきちゃったし」

「はぁ!?　お前、何勝手なことを……！」

「これで退学の危険性がだいぶ減ったでしょ」

「そうだろうけどな……」

　ロジオンは頭を抱えたくなる。

　学外単位は、講義を休んで公こう的てき機き関かんなどの業務に携たずさわった場合に取得できる。

　早い話が「この人間は卒業後うちで採用するから、多少単位が足りなくても卒業させろ」という取引だ。

　これで、特務保安局と離れられない繋つながりができてしまったことになる。

　グリューネの父親はこの保安局の局長でもあり、ロジオンが娘共とも々ども〈魔銃遣い〉として自分の僚りよう属ぞくに収まることを期待している。

　恩がある分、その期待を無下にするわけにもいかない――などと思い悩んでいると、背後から声をかけられた。

「よう、やっぱりお前らやったか」

　ロジオンとグリューネが振り向くと、浅黒い肌に薄うす桃もも色の短髪という、かなり目立つ風ふう貌ぼうの青年が、こちらに笑いかけていた。

「イゼル……」

　意外な人物に、ロジオンは目を丸くする。

　グリューネも驚いた様子で、彼の方へ駆け寄った。

「久しぶりね！　半年ぶりくらい？」

「そうやな。前に来たのは雪降る前やったから」

　イゼルは南方訛なまりのあるヴァローナ語で答える。

　彼はカダール族で、帝国南方の商しよう業ぎよう都と市しウラジユークの商人の息子だ。

　帝国高等学院に留学したが、すでに卒業し、今は商人の修業で世界各国を旅させられている。

　親父おやじの命令で仕方なく、などと言っていたが、本人も満まん更ざらではなさそうである。

「なんかまた貫かん禄ろくがついたみたい。今回はどこに行ってたの？」

「教きよう皇こう様のお膝ひざ元もとから、南の方をグルっとな。ホントは隊商路シルクロード通って東国の方まで行きたかったんやけど、流石さすがに無理やった。時間がかかり過ぎるわ。やっぱ今時は鉄道やな」

「ということは、地中海を巡ってきたのね。あっちはもう暖かいんでしょう？」

「そうやな。少なくとも、雪なんかもう欠片かけらもなかったわ」

　こっちは相変わらず寒いな、と呟きながら、イゼルは雪の残る中庭を見回す。

「しかし、なんで二人して外におったんや？　密会するにしても他に場所あるやろ」

「みみみ、密会とか、何言ってんのよもうっ」

　何故か頰ほおに手を当てて身をくねらせるグリューネ。

　しかし彼女は、一瞬後には目を吊つり上げて、ロジオンを指差しながら、

「そう、聞いてよイゼル。この馬鹿ロジオンがまた馬鹿なことするから――」

「お前は……もうちょっと言い方を――」

「馬鹿なことしたのは事実でしょ！」

　言い合いを始める二人を、イゼルはにやけた笑みを浮かべて眺ながめる。

　が、すぐに腕時計を見て、

「悪い。これから人と会うんでな。続きは今夜にでも聞かせてくれ」

「――なんだ。それで領帯ネクタイなんか締めてやがるのか」

「そうそ。学院の偉いさんなんやけどな。なんでも代々の貴族様らしい」

　帝国には、自分たちとは違う文化や風習が近くにあるだけで我が慢まんならないという人種が未いまだに生息している。

　前に帝都に立ち寄った時のイゼルは、砂漠の住民特有の民みん族ぞく衣い装しようを着ていたのだが。

　イゼルは、三人で夕食をする約束をしてから、

「痴ち話わ喧嘩もほどほどにしときや」

　と捨て台詞を残して去っていった。

「ちち、痴話、とかっ……イゼルったら、何勘かん違ちがいしているのかしら！」

「痛い！　なんだよグリューネ！」

　背中に連続して叩きつけられる平手打ちに、ロジオンは思わず声を上げる。

　見れば、目を吊り上げているのに、口元はどこか楽しそうに持ち上がっている、複ふく雑ざつ怪かい奇きな幼馴染の顔があった。訳が分からない。

　そもそもイゼルも、ロジオンとグリューネをからかってくるのは何故なのか。

　以前、もしかしたらこの少女と自分は恋人同士だったのではないかと、そんな危き惧ぐを抱いて訊きいてみたことがあった。

　グリューネは顔を真っ赤にして否定してきた。

　つまり、ロジオンと彼女は本当にただの幼馴染らしいのだが。

　正気に戻ったグリューネは、ロジオンの手首を摑つかむと、早足で歩き出した。

　ロジオンは足をもつれさせながら苦情を申し立てるが、彼女は聞く耳を持たない。

「じゃあ行きましょうか」

「だから、俺は特務保安局の手伝いするなんて言ってねえ！　午後の実習出るから」

「でも、もう開始時間過ぎてるし、今からじゃ無理だと思うわよ？」

「なに……？」

　ロジオンは中庭に面した校舎の壁に設置された時計を見み遣やる。

　鎗やりのように大きい分針は、すでに午後の一時を大きく回った時間を指し示していた。

　実習は、基本的に途中からの参加はできない。

　一分でも遅刻すれば、問もん答どう無む用ようで欠席扱いになる。

「さ、どうする、ロジオン？」

「…………分かったよ」

　ロジオンは首を大きく項うな垂だれてそう答える。

　何だか、自分の進む道が凄すごい勢いで狭せばめられていくような気がした。




　　　＊




「そもそもあんたは〈魔銃遣い〉の才能はあるし、射しや撃げきも剣術も優秀。座ざ学がくはムラがあるけど、真面目にやれば好成績なんだから、勿もつ体たいないわよ、あんなことしてたら」

「…………」

「ロジオンくらい優秀なら、きっと特務保安局でも活かつ躍やくできるわ。あ、もちろんあんたが帝国軍志望だっていうなら、そっちでもいいと思うけど」

「…………」

「とにかく！　千人に一人って言われてるのよ、〈魔銃〉を扱えるくらいの霊力を持っているのは。その才能は活いかすべきだわ」

「……お前みたいにか？」

「そうよ」

　ロジオンの言葉に、グリューネは照れも遠えん慮りよもなく頷うなずいて見せた。

　こういう直ちよく截せつなところは、彼女の好ましい特徴だとロジオンは思う。

　しかし、学院を出て、別の保安局員から司令を受け取る集合場所へ向かう間ずっと説教をしてくるのは勘かん弁べんして欲しかった。

　気持ちは分からなくもないのだが。

　ロジオンの父親もまた〈魔銃遣い〉で、軍人だ。

　勲くん功こうを多く立て『英えい雄ゆう』と呼ばれる程に優秀だった。

　しかし、先の〈領土拡大戦争〉の東方前線での最後の戦せん闘とう〈ヴォストックの戦い〉で命を落とした。

　ついでに言えばロジオンの母親は、その戦死の報しらせを聞いてから、床に伏せて間もなく亡くなった。元々病弱だったのだ。

　結果、ロジオンには国から支払われる『英えい雄ゆう基き金きん』だけが残った。

　勲功を立てた兵士の遺い族ぞくへ払われる帝国からの補ほ償しよう金きんのお陰で、ロジオンは帝国高等学院に通うことができるのだ。

　ロジオンは父親に憧あこがれていた。

　自分も将来は〈魔銃遣い〉になり、一いつ騎き当とう千せんの英雄を目指すつもりだった。

　……と、そう聞かされた。

　今のロジオンには、まるで憶おぼえがないのだが。

　二年前に記憶を喪って、過去の事実も、自分の目標も、ロジオンの中からは綺き麗れいに消え去ってしまった。

　今のロジオンは、記憶を喪う前の自分が辿たどろうとしていたであろう進路を、グリューネに言われるままに歩んでいるだけなのだ。

　不満があるわけではない。

　現在のヴァローナ帝国では、軍人は一流の職業だ。

　しかも〈魔銃遣い〉となれば出しゆつ世せは確実。戦争が終しゆう結けつした今、危険な前線任務もそうそうない。給金も補償も、他の仕事とは桁けた違ちがいだ。

　そして何より、憧れだった父親と同じ『英雄』になる……何も問題などないはずだ。

　しかし――ロジオンはわだかまりを感じていた。

　自分が今進んでいる道が間違っているような感覚。

〈魔銃遣い〉としての才能を磨みがき『英雄』を目指す……帝国民の誰だれもが憧れる将来のはずなのに、とんでもない歪みの中に我が身を放り込む行こう為いのような気がしてしまう。

「…………」

　ロジオンは無意識に衣嚢ポケツトに手を突っ込み、そこに入れてあるそれに触れる。

　金属の冷たい手て触ざわりと共に、輪りん状じようの形が見ないでも思い描ける。

　それはあの指輪だった。

　二年前、銀色の髪をした龍血族ドラコンクローフイの少女が落とし、ロジオンが拾った。

　いつか巡り逢あうこともあるかと、低すぎる可能性のために、いつも持ち歩いていた。

　あの時の少女の姿は、鮮せん烈れつなままロジオンの記憶に残っている。

　闇へと飛んだ緑りよく光こうの翼と共に、深い泉のような両眼も、上質な絹きぬ織おり物もののような銀色の髪も、どこかあどけない色白の顔も、彼の心に焼きつけられていた。

　そして、何故か――あの夜の、ほんの僅わずかな交こう錯さくの瞬間に、今の自分のわだかまりの総すべてが始まったような気が、ロジオンにはしていた。

　ロジオンとグリューネは、アレクサンドル大通りに出る。

　帝都一の目抜き通りメインストリートは人通りも馬車の往おう来らいも激しい。

　雪が消えて煉れん瓦がが姿を現していた。

「で、何ど処こに行くんだ？」

「こっちよ。〈新天地ノヴアヤゼムリヤ〉亭っていう料理屋レストランに来るよう言われて――きゃっ」

　不意に後ろからぶつかられて、グリューネが声を上げる。

　あからさまに不ふ審しんな人物が、彼らの横を駆け抜けていった。

　薄汚れた襤ぼ褸ろ布で全身を包んだその格好は、表通りでは酷ひどく目立つ。

　頭にも古びた掛布プラトークを目ま深ぶかに被かぶっているため、人相は分からない。

　手には、身み丈たけ程もある大きな布袋を抱えていた。

（あの袋……）

　ロジオンは既き視し感かんを抱く。

　否――流石さすがに偶然が過ぎる。気のせいだろう。

「何よ、いきなり……」

　不満を口にしながら、目を向けるグリューネ。

　視線の先、襤褸布の人物は往来の中で転んでしまった。

　誰も助け起こす様子はない。

　服装を見て、関かかわり合いになりたくないと思っているのだ。

　下手に話しかければ、十じゆつ中ちゆう八はつ九く、物もの乞ごいを迫られるのを理解しているのだ。

　それを厭いとわないのは、施ほどこしが趣味の貴婦人くらいのものだ。

「……ちっ」

　ロジオンは不ふ愉ゆ快かいな気分で、襤褸布の人物の元へ向かう。

「ちょ、ちょっとロジオン？」

　というグリューネの呼びかけにも構わず、相手に話しかける。

「大丈夫か、あんた――っ！」

　問いかけを咄とつ嗟さに中断し、ロジオンは襤褸布の人物に飛びかかった。

　押し倒すような形で一緒に倒れ込む。

　直後、耳を砕くような銃じゆう撃げきの音が響き渡った。

　大通りに混乱が巻き起こる。

　通行人は、蜘く蛛もの子を散らすように、ロジオンたちの周囲から逃げ去っていった。

　――グリューネではない。

　彼女はロジオンの名を叫びながらこちらに駆け寄ってくる。

　彼女よりも離れた場所から、弾たまを装そう塡てんするために遊底ボルトを操作する音が聞こえたのだ。

　それでロジオンは相手を庇かばった。

　その判断は、どうやら正しかったようだった。

「あ……待ってくれ！」

　襤褸布の人物は、布袋を抱えて起き上がると逃げ出した。

　建物と建物の隙すき間まから路ろ地じ裏うらに消えてしまう。

　ロジオンは、相手の腕を摑もうと伸ばした手を、悔くやしげに振り下ろす。

　動作が一瞬遅かった。

　それというのも、引き倒した際に見えた相手の顔に、意識を奪われたからだった。

「噓うそだろ……」

　驚きよう愕がくに、暫しばらく身を起こすことも忘れてしまっていた。

　記憶の奥にある緑色の光が、ロジオンの脳のう裏りで翼の形となって羽ばたく。

「おやおや、逃げてしまいましたねぇ」

　粘ねば着つくような男の声が聞こえて、ようやくロジオンは我に返った。

「あんた……」

　聞き憶えのある声に、ロジオンは苛いら立だちを隠すことなく目を向ける。

　遊底ボルトの音を聞いた時から、予想はしていた。

　このような街中で躊ちゆう躇ちよなく〈魔銃〉を発砲する人間などそう多くはない。

　漆しつ黒こくの布地に深しん紅くの縁取りのある軍服は、グリューネと同じく特務保安局員の証あかしだ。

　嘲あざけるような笑みを浮かべた、土色の男の顔がその上にあった。

　手には、未いまだ銃口から煙を立ち昇らせる〈魔銃〉を持っている。

　まるで炎剣フランベルジエのように波打った奇妙な形状の猟銃ライフル型〈魔銃〉――〈リップヴァーン〉と名付けられた彼の得物は、銃じゆう床しように緑色の魔石が嵌はめ込まれている。

　魔石は今は、液体のように滑なめらかに、内側に籠こもるような光を放っていた。

　陽よう光こうの反射ではない。石自体が発する輝き。その光は〈魔銃〉がたった今所有者の霊力を受けて力を発揮したことを意味していた。

「ドミートリィ！」

　グリューネが男の名を呼ぶ。

　彼――ドミートリィは、取り逃がした相手が消えた路地裏の入口を眺めていたが、彼女に視線を移す。

「どうも、お疲れ様です、お嬢じよう様さま。まさか本当にロジオンさんを連れてくるとは思いませんでしたよ」

「お嬢様は止やめてって、いつも言っているでしょう」

「これは失礼。グリューネさん」

　ドミートリィは皮肉げに唇くちびるを歪めて、そう呼び直した。

　彼は、帝国軍にいた頃からグリンカ元帥の部下だったこともあって、その娘であるグリューネとも親しい。

　上官である彼とグリューネが気安い口調で話すのは、そういう事情があるからだ。

　ロジオンも彼と顔見知りではあった。

　相手は、記憶を喪う前のロジオンのことも知っている。

　ただ――ロジオンはどうにも彼のことが好きになれなかったが。

「何があったの？　さっきの奴は何者？」

「いやぁ、これは説明する手間が省はぶけましたかね。あれが、恐らく今回の捜そう査さの目標です」

「どういうことだ？　特務保安局はいつから貧ひん民みん救きゆう済さい所じよの手伝いをするようになったんだよ」

　特務保安局は破壊活動テロルを起こす組織の鎮ちん圧あつや治安維持が主な業務だ。

「それが今回は少々特殊な仕事でして。お二人とも見たでしょう？　さっきの奴が持っていた布袋。あれの中身が、我々の捜索対象かもしれないのですよ」

「あの袋……？　何か、剣でも入ってそうな形だったけど」

「まさにそうですよ、グリューネさん。皇こう宮きゆうの宝ほう物もつ庫こから宝ほう剣けんが盗まれましてね。それを探すのが目的だったのです。私も、待ち合わせ場所に向かっている途中であの者を見かけましてね。声をかけたら突然逃げ出したので追っていた、というわけです」

「それで、撃ったっていうのかよ……？」

　ロジオンはドミートリィを睨みつける。

　しかし、相手は彼のそんな視線など気づかないかのように続けた。

「ここからだと、雑ざつ居きよ街がいの方に逃げたのでしょうかね。人捜しには少々向かない場所だ」

「答えろよ！」

　憤いきどおりの声を上げるロジオン。

　グリューネが「ちょっと」と彼の裾すそを摘つまんで引いてくるが無視した。

　ドミートリィは右側の眉まゆだけをわざとらしく持ち上げながら彼を見る。

「大おお袈げ裟さですねぇ、ロジオンさん。あなただってご存知でしょう？　この〈リップヴァーン〉で命中させなかったってことは。つまり命中させる気がなかったってことだ。今のはただの威い嚇かくですよ」

「…………」

　その通りではあった。

　知ち覚かく系けいの能力を持つ魔銃〈リップヴァーン〉。

　視線を向け狙った場所へ、確実に銃じゆう弾だんを導く――それがその特性だ。

「……そういう問題じゃねえだろ。そもそもさっきの奴が、その宝剣とやらを盗んだって決まったわけでもないんだろうが。だったら発砲するのは早急すぎやしねえかよ」

「かもしれませんね。ですが、威嚇射撃に対し、投とう降こうせず逃走を試こころみるということは、何か疚やましい事があるのでしょう。治安維持の職しよく掌しようを皇帝陛下より預かる保安局員としては、そういう人物は放置できませんね」

　そうでしょう？　と彼は今度はグリューネに視線を向ける。

　彼女は戸惑いつつも「そ、そうね……」と頷いた。

　保安局員の准職たる彼女としては肯こう定ていせざるを得ないだろう。

　ロジオンは言いようのない不快感に歯は嚙がみした。

　ドミートリィは話を打ち切るように言ってくる。

「まあ議論などはいつでもできます。それよりも今は折せつ角かくの機会を逃すべきではない。まずは任務が優先です。宝剣を持っていると思おぼしきあの人物を確保する。それが先決です。そうでしょう？」

「ちっ……」

　ロジオンは仕方なく首を頷ける。

　特務保安局の捜査に協力する義理もないが、ここで文句を言っても仕方がない。

　三人は、ようやく平穏を取り戻し始めたアレクサンドル大通りから、路地裏へと入っていった。
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　程なくして、ロジオンたちとドミートリィは二手に分かれた。

　捜索は、当然手分けしたほうが効率がいい。

　ロジオンは武器を持っていないので、グリューネと一緒に行動しているが。

「……くそっ、あいつと顔を合わせるって分かってたら、意地でも来なかったのに」

　腹立たしさを抑え切れず、ロジオンは呻うめく。

「でも、ドミートリィの言うことは正論だと思うわ」

「正論ってのはな、清せい廉れん潔けつ白ぱくな場所で吐くから意味があるんだよ」

　そしてこの帝国は、そんな場所ではない――という言葉をロジオンは飲み込む。

　グリューネに文句を言っても困らせるだけだ。

　春の裏通りは、雪ゆき解どけの水と土が混ざり粘ねん土ど状じようの地面になって、酷く歩きづらい。

　大通り以外の場所は、舗ほ装そうもされていないのだ。

　周りに立ち並ぶ家には、大通りから遠ざかるに従って木造が増えてくる。

　否、実際は煉れん瓦が造りなのだが、古びた所を木もつ板ばんで補修しているのでそう見えるのだ。

　この辺りは、そういった襤ぼ褸ろ屋やが多い。

　不意に、横を歩いているグリューネの足が鈍った。

「どうした？」

「この先……行くの？」

　困惑するような声に彼女の視線を追えば、目の前には道を塞ふさぐ鉄てつ柵さくが立っていた。

　高さは三サージェンくらい。

　その存在はやや唐とう突とつで、周りの風景とは不ふ釣つり合いな印象がある。

　それもそのはずで、この柵は最近になってから設置されたらしい。

　龍血族ドラコンクローフイを『隔かく離り』しておくために。

〈領土拡大戦争〉の終結後、異種族である龍血族ドラコンクローフイが労働者として帝都に増えてくるに従って、風ふう説せつが流れるようになった。

　龍血族ドラコンクローフイと関わる者は龍になる、のだそうだ。

　曰いわく、龍血族ドラコンクローフイは奇妙な病やまいを持っている。

　長く彼らと一緒にいる者はその病に感染してしまうという。

　曰く、それは全身の皮ひ膚ふが変質して硬くなる症状を持つ。

　やがては、まるで蜥蜴とかげのような爬は虫ちゆう類るいじみた身体になってしまうのだという。

　曰く、またある者は脳を侵おかされ、乱人と化して暴れ回るようになるという。

　――〈龍りゆう化か症しよう〉とそれらは纏まとめて呼ばれる。

　本当かどうかはロジオンも知らない。

　大方、龍血族ドラコンクローフイは龍の末まつ裔えいであるという――龍血族ドラコンクローフイ自身も信じている――伝説と、東方辺へん境きようで発生した未知の病気とが、勝手に結びつけられたのだろう。

　だが、帝国市民の一部は確実にその噂うわさを信じている。

　そして龍血族ドラコンクローフイはその『感染』を防ぐために『隔離』されている。

　工業労働者は高い塀へいで囲まれた宿しゆく舎しやに住まわされ。

　農業労働者は郊こう外がいの集落に追いやられ。

　そしてそれ以外の者はこうして、雑居街の一角に押し込められている。

　だが、噂はあくまで噂だ。

　帝都で、そんな病が発生したという話はまるで聞かない。

　それでも一部の人々の不安を抑えるため、対策を講じざるを得なかったのだろう。

　この柵のような杜ず撰さんなものであっても。

　大多数の市民は、龍血族ドラコンクローフイをそれほど嫌けん悪おしているわけではない。

　ただ、自分たちと違う外見――額の紋もん章しようと、それが象徴する莫ばく大だいな霊力に対しての恐れがあるのだ。

「なんだよ、怖いのか？」

「む……怖がってなんかいないわよ。ただ、わざわざこんなところに逃げるかなって思っただけ」

「その可能性はあると思うぜ。さっき額に紋章が見えた。あいつは龍血族ドラコンクローフイだ」

「本当!?」

　ロジオンは頷きで肯定する。

　だが、それ以上のことは告げなかった。

　つまり――襤褸布の人物が見知った顔であったことは。

　間違いなかった。

　透き通るように白い肌に、見事な銀色の髪。深い緑色の両眼。

　そして、翼を広げた鳥のような、左さ右ゆう対たい称しようの紋章。

　――二年前に邂かい逅こうした、あの少女だった。

「だ、だったら、行かない理由はないわね」

　グリューネは戸惑うような声を上げながら、眼前の柵に手をかけ登り始めた。

　ロジオンも苦笑を浮かべつつ後に続く。

　できるなら、ドミートリィより先にあの少女を見つけたい、と考えながら。

　柵を乗り越えると、二人は再び歩き出した。

　この『隔離』区画に足を踏み入れるのは二人とも初めてだった。

　思いの外ほか荒すさんだ様子はない。

　活気がある、とまではとても言えないが、生活臭の感じられる家が結構ある。

　道端に食卓テーブルを引っ張りだして、酒を飲みながら笑い合っている男たちもいる。

　自然と浴あびる注目に、居心地悪そうに身を捩よじりながら、グリューネが小声で言う。

「なんか……想像と違うわね。もっと、なんていうか、殺さつ伐ばつとした感じの場所だと思ってたわ」

「龍血族ドラコンクローフイっつったって、別に奴ど隷れいじゃないんだ。そりゃ普通の生活もしてるだろ」

「それもそうね……」

　頷きつつも、訝いぶかしげな表情を彼女は見せる。

　そこにあるのは「彼らは自分たちと違う」という思いだろう。

　別に彼女が差さ別べつ主しゆ義ぎ者しやだということはない。

　その感覚は、帝国民としてはごく一般的なものだ。

　龍の末裔を自称し、他の人間の数十倍もの霊力を有し、空を舞う種族――龍血族ドラコンクローフイ。

　古いにしえの時代には〈神しん具ぐ〉と呼ばれる道具を用いて、魔法の如ごとき業を操ったとされる。

　未知のものに対する恐れ。

　生物が抱いて当然の感覚だろう。

（けれど、それは……）

　と、ロジオンが何かを思いかけたところで。

　不意に荒々しい物音が響き渡って、二人は足を止める。

　物が引っ繰り返る音。硝子ガラスが割れる音。罵ば声せいに怒声、悲鳴。

　それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって、二人のいる場所に近づいてくるようだった。

　そしてやがて、声が聞き分けられるようになる。

「待て！　止まれ！」

　ドミートリィの声だった。

　いつになく余裕も皮肉も感じられない彼の声には、やや疲労が感じられる。

　走り続けているのかもしれない。

　そして時とき折おり銃声が響き渡る。

　しかし障害物の多い路地裏では、彼の〈魔銃〉の特性は上う手まく発はつ揮きできないだろう。

　追つい跡せきの物音はなかなか途切れない。

　だが、それも時間の問題だ。

　いつ銃弾が、ドミートリィの望む場所を撃ち抜くか分かったものではない。

　そしてその場所とは、少女の心しん臓ぞうか、あるいは頭だろうとロジオンは予想していた。

「グリューネ、頼みがあるんだが」

「何よ、こんな時に」

　怪け訝げんそうな顔のグリューネに、彼はその「頼み」を告げる。

　途端、彼女は両眉を吊り上げた。

「何言ってんのよっ。そんなことしたら――」

「心配するな。俺がやったならともかく、お前ならドミートリィは強く抗こう議ぎできない。なんなら、俺の指示ミスってことにしてもいいから。な！」

「……むぅ」

　ロジオンは両手を合わせ、拝おがむように頼む。

　グリューネは不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じで頷いた。

「恩に着るぜ」

「まあ、いいけど……」

　なぜそんなことをするのか分からない、といった不ふ思し議ぎそうな顔で、グリューネは手近の建物の外階段を登っていった。

　ロジオンは彼女を見送りながら、音が聞こえてくる方へ向かう。

　狙い通りに、角を曲がって襤褸布の少女が飛び込んできた。

　自分にぶつかった彼女の腕をロジオンは、捕らえた風に見えるように摑んだ。

　そして小声で告げる。

「助けてやるから、おとなしくしててくれ」

「……っ！」

　藻も掻がこうとした少女は、ロジオンの言葉に顔を上げ、そして息を呑のんだようだった。

　ロジオンは幼馴染に呼びかける。

「グリューネ！」

「爆はぜろ〈スタンダール〉赤クラースヌイ――灼劫シヤクゴウ！」

　頭上から響く声。

　少女を追っていたドミートリィは、思わずグリューネの方を見上げた。

　赤髪の少女は、腰の銃吊ホルスタの右から引き抜いていた愛あい器きの片かた翼よくを構えていた。

　銃口は真正面――ロジオンたち三人がいる通りを挟んで向かいの建物へ定め。

　全身を染め上げたように赤い、やや大振りの自動拳銃オートマテイツク型の〈魔銃〉が、銃身に宿した黒い魔石を光らせながら弾丸を射出する。

　霊れい載さい式しき三五七増莢マグナム弾。

　銃の寸法に反して、六発しか装塡できないその特殊銃弾は、弾頭にグリューネの霊力を載せて飛び、着弾と同時に爆発を引き起こす。

「くっ……」

　ドミートリィが慌てて足を止めた。ロジオンも少女を庇うように腕を引く。

　そして激音が響いた。

　少女の叫びのままに、灼しやく熱ねつの劫ごう火かが爆ぜるように生まれ、空き家らしき建物を崩落させていく。

　煉瓦が乾いた音を立てて路地に降り注ぎ、ロジオンたちとドミートリィの間に巨大な障しよう壁へきを築いた。

　爆ばく裂れつ系最上位の能力を持つ〈スタンダール〉赤クラースヌイ。

　これが〈魔銃〉だ。

　人間が持つ霊力を、魔石によって変換し、人じん智ちを超えた力を放つ。

　それは、あるいは意志に導かれるままに銃弾を操る力であり。

　あるいは豪ごう炎えんと破は壊かいをもたらす力である。

　そして〈魔銃遣い〉とは、それだけの力を持つ人間なのだ。

「ちょ、ちょっとーロジオン。あんたが言った通りに撃ったら道塞ふさいじゃったじゃないのー」

　立ち昇る粉ふん塵じんの向こうから、あまりにも棒読みなグリューネの声がする。

　指示の通りの台詞だが、幾いくら何でもわざとらしすぎる。

　流石にドミートリィに不ふ審しんがられないかとロジオンは心配になった。

　しかし、すぐにそれどころではなくなる。

「逃げられたら困るからー、黒チヨールヌイを使うわよー」

　そう告げると、間の抜けた声から一転。

　マリインスキー劇げき場じようで主役を張る女優並みの朗ろう々ろうたる声で、グリューネは叫んだ。

「穿うがて〈スタンダール〉黒チヨールヌイ――蓮レン黒ゴク！」

　粉塵のせいで彼女の姿は見えない。

　しかし、銃吊ホルスタの左側に収められたもう一丁の〈魔銃〉を引き抜いたに違いなかった。

　直後、銃撃音と共に、やや甲かん高だかい着弾の音が連続して響き渡る。

　しかしそれは、ロジオンがいるのとはまるで違う、見当違いの方向からだ。

　勿もち論ろんわざとだ。

　粉塵で視界が利かない中で銃声が鳴っていては、ドミートリィも動けないだろう。

　グリューネのもう一つの愛器――〈スタンダール〉黒チヨールヌイ。

　その凝ぎよう結けつ系〈魔銃〉の能力は、「銃弾を無数に放つ」ことだ。

　正確には、彼女の霊力を、銃身の赤い魔石が凝縮させ、銃弾として射出するのだ。

　つまり、グリューネの霊力が尽きない限り、銃弾が失なくなることはない。

〈スタンダール〉赤クラースヌイと黒チヨールヌイ。

　千人に一人と言われる〈魔銃遣い〉の才ある者の内でも、更に数少ない、二種の特性を持つ〈魔銃遣い〉。

　それが彼女――グリューネシカ・イーゴルヴナ・グリンカなのだった。

「――よし、逃げるぞ」

　霊力を消費して無む駄だ弾だまを撃ち続ける彼女に心の中で頭を下げつつ。

　ロジオンは少女の腕を引いた。
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「この辺まで来れば大丈夫か……」

　息を切らせて、ロジオンは足を止める。

　路地をとにかく折れて、先程の場所から離れた。

　そう簡単には見つからないだろう。

「なあ」

　ロジオンは、ここまで無言でついてきた少女に呼びかける。

「お前が狙われてるのは、その布袋のせいなんだ。それの中身が盗とう品ひんじゃないって分かれば、お前を追う理由もなくなる。それ、見せてくれないか？」

　この布袋は、二年前のあの夜、もう一人の女性が抱えていたものに違いない。

　だとすれば、皇宮から盗まれた宝物とやらは無関係のはずである。

「…………」

　相手の少女は、上うわ目め遣づかいでロジオンを見てくる。

　掛布プラトークで両眼は見えない。

　が、両端を押し下げた唇に、最大級の警戒が宿っているのが分かる気がした。

　不意に、まるで叩くような乱暴さで、彼女は手を振り払った。

　逃げている間、そういえば握ったままだった。

「お前っ……！」

　ロジオンは流石に憤いきどおりを覚える。

「勝手に摑んだのは悪かったけどさ。そんな、暴ぼう漢かんに襲われたみたいにしなくたっていいだろうが」

「…………」

　しかし相手は、ますます警戒を強めたようだった。

　手を抱くようにする様は、群れから引き離された小動物のようだ。

「……ちっ。押し付けがましいことは言いたくねえけどよ。一応、俺はお前を助けたんだぜ」

「……？」

「さっきの男、いただろ。お前を追ってた。あいつ、多分お前を殺すつもりだったぜ」

　特務保安局員は、治安維持の必要性から、武ぶ力りよく行こう使しの権限が拡大されている。

　それを良い事に、自分の暴力的な衝動を満足させようとする局員も多い。

　ドミートリィはその筆ひつ頭とうだ。彼の場合、実績がある分たちが悪い。

「だから、感謝しろとは言わねえけど、警戒心くらいは解いてくんねえかな」

「…………」

　少女はなおもロジオンを無言で見ていたが、やがて被っていた掛布プラトークを取り去った。

　改めてその顔を見て、ロジオンは息を呑む。

　二年前より少し成長しただろうか。

　以前のあどけなさは影を潜め、代わりに大人びた、どこか神しん秘ぴ的てきな雰囲気があった。

　銀色の長い髪、透き通るような白い肌、深い緑色の両眼、そして額の紋章。

　そこには、ヴァローナの冬のような、透とう徹てつとした清せい澄ちようさが宿っている。

「…………」

　少女は無表情で彼に視線を向け、手振りで何かを示してくる。

　そういえば二年前にも、この少女は喋れない様子だったと、ロジオンは思い出す。

　元々話せないというよりは、あの時に突然言葉を喪ったという雰囲気だった。

　少女の手振りが何を示しているのかは明白だった。

　右手の人差指を伸ばし、左手の指で作った輪をそこに通す。

　ロジオンは、彼女が主張するそれを、自分の制服の衣嚢ポケツトから取り出した。

「あー、ひょっとしてこれのことか？」

　指輪だ。

　銀色の、かなり重じゆう厚こうな造りで、青い宝石が嵌め込まれている。

　自ら光を放っているように見えるその石は、〈魔銃〉に使われる魔石にも似ていた。

　その指輪を、少女は、

「…………」

「あ、てめっ！」

　毟むしり取るようにロジオンの手から奪うと、そのまま背を向けて逃げ出そうとした。

　ロジオンは手を伸ばして、襤褸布を摑み彼女を引き止めた。

　逃れようと藻も掻がく姿は、悪さをして首根っこを押さえられた仔こ猫ねこのようだ。

　先程の大人びた雰囲気は気のせいだったかに思えてくる。

「だから！　俺は敵じゃねえって言ってるだろ。なんで逃げるんだ」

「……！　……！」

　少女はロジオンの言葉に耳を貸そうとしないで身を振り回す。

　このままでは埒らちが明かない。

　ロジオンは少女の手から指輪を奪い返すと、それを左手の薬指に嵌め込んだ。

　以前試してみた時に、ここが丁度良かったのだ。

「……っ！」

「どうだ。これで逃げるわけにいかないだろ」

　少女が届かないよう、左手を高く上げる。

　身長差があるので、取り返すのは無理だろう。

「返して欲しかったら、俺の話を聞けよ」

　ロジオンはやや意地悪く笑みを浮かべてそう告げた。

　その時だ。

　指輪に嵌め込まれた青い石の輝きが微かすかに強まった。

　そして、奇妙な感覚がロジオンを襲う。

　身体の中の霊力が増すような感覚だ。

　高等学院の〈魔銃〉使用の訓練で、逆の感覚は何度も経験していた。

　魔石を通して〈魔銃〉に自分の霊力を供給した時の感覚。

　今は、指輪の青い石を通じて、どこからか霊力が流れ込んできていた。

　まるで、自分が〈魔銃〉にでもなったような気分だ。

　少女は、無表情でその様子を眺めていたが、やがて諦あきらめるように口を開いた。

（私に……）

　そして。

（私に、関わらないで下さい）

「え……？」

　不意に、言葉が響いて、ロジオンは思わず周りを見回した。

　上げていた腕を下ろしてしまう。

　しかし、少女はもはや、指輪を無理に奪おうとはしてこなかった。

　彼ら以外に人の姿はない。

（聞こえているでしょう？　私に、関わらないで）

　まただ。

　幻げん聴ちようなどではない。

　森しん閑かんとした冬枯れの中を飛ぶ野鳥の唄うた声ごえのように、澄んだ女性の声。

　まさか、と思いロジオンは眼前の龍血族ドラコンクローフイの少女を見た。












「……ひょっとして、お前の声なのか、これは？」

　彼女は無表情のまま、縦に大きく首を振った。

「……この指輪の作用、なのか……？」

（そうです。〈神しん具ぐ〉……〈三さん聖せい具ぐ〉の一つ、ダヴィドの指輪。言葉なきものの言葉を解かいす、と言われています）

　よく分からない単語も混ざってはいたが、彼女はロジオンの言葉を肯定した。

〈神具〉――龍血族ドラコンクローフイがその霊力によって人じん智ちを超えた業わざを操るための道具だ。

　もっとも、その力による彼らの王国の繁栄は千年前に終りを迎える。

　この地に移住してきたヴァローナ人によって滅ぼされたからだ。

　その技術は、現代に受け継がれることはなかった。

　それを――過去の遺産を目の当たりにし、ロジオンは息を呑む。

　そこへ、またしても少女の声が届く。

（分かったら、返して下さい。それはあなたには必要のないものです）

「厭いやだね。渡したら、また逃げ出す気だろ」

（…………）

　鼻を鳴らして再び手を遠ざけるロジオンを、少女は無言で睨んでくる。

　と言っても、先程から少女は無表情で、視線の尖するどさくらいしか変化はない。

（……私とあなたは無関係です。助けてくれたことには感謝しますが、これ以上は不要です。何か代たい価かを求めているのなら諦めて下さい。あなたに差し上げられるようなものを私は持っていませんから）

　淡々とした口調で言って、少女はしつこく指輪に手を伸ばしてくる。

　ロジオンを押し倒すような勢いで、身体をぶつけてきた。

「ちょっ……お前、止めろって」

　それくらいで倒れたりはしない。

　ロジオンが焦ったのは、思いの外大きい胸がぶつかってきたからだ。

　当人はそんなことには無自覚に、指輪を取り返そうと迫ってくる。

（…………！）

「だから、話を聞けよ！　お前の持ってるその袋の中身が盗品じゃないって分かれば逃げる必要はなくなるんだから――」

「それはどうでしょうかね」

　ロジオンの言葉を、粘着くような声が遮った。

　見れば、曲がり角から不吉な黒衣が姿を現した。

　手には猟銃ライフル型の〈魔銃〉を持ち、土色の顔に嘲あざけるような笑みを浮かべている。

「死神の参上です」

　くくくっ、という引き攣つったような笑い声と共に。

　ドミートリィは、そんな笑えない冗談を口にした。




　　　＊




「再三の勧かん告こくにも従わず、その龍血族ドラコンクローフイは逃亡を続けました。そしてロジオンさん、あなたはそれを手助けした。特務保安局員である私の妨ぼう害がいを行ったのです。私には、あなた方を二人とも射しや殺さつする正当な理由があるわけです」

　炯けい々けいと輝く両眼を、左右非対称に歪めながら、ドミートリィはまくし立ててくる。

「何が勧告だよ。そんなの一度も聞いてねえぞ」

「はて、そうでしたかね。しかしまあ、報告書には明記されますので、ご安心を」

「……くそがっ」

　ロジオンは思わず毒づく。

　保安局員がそう主張するなら、誰も文句は言わないだろう。

　異論を唱える人間はいなくなるのだ。死人に口無しである。

「前々から気に入らなかったが、ここまで糞くそ野や郎ろうだとは思わなかったぜ」

「おやおや、随ずい分ぶんな態度ですね。命乞いでもしたらどうです？」

「冗談じゃねえな」

　したところで、この男がそれを受け入れるとも思えなかった。

　しかし、状況は最悪だった。

　ドミートリィの〈魔銃〉は必ひつ中ちゆうの弾丸を放つ〈リップヴァーン〉。

　障害物もなく、至近距離で対たい峙じする状況で、逃れるのは不可能だ。

　グリューネがいればこの男の暴走も収まるかもしれないが、彼女は現れない。逸はぐれてしまったのだろう。

「…………おい」

　ロジオンは、ドミートリィには聞こえないよう、小声で少女に告げる。

「俺があいつに飛びかかるから、その間に逃げろ」

（え……？）

　驚いたような、しかしそれでも平坦な声が頭に響いてくる。

「お前が何をしたいのかは知らないけど、こんなところで死にたくないだろ。だったら言う通りにしろ」

（…………）

　ロジオンの言葉に、少女は沈黙してしまう。

　思わずそちらに視線を向けると、彼女は無表情でロジオンを見ていた。

（あなたは、なぜ私を助けるのですか。何の利益もないのに。何の関わりもないのに）

「無関係ってことはねえだろ。俺とお前は二年前に逢ってる。この指輪が証拠だ。今更忘れちまったなんて言わねえよな？」

（それは憶えていますが……でも、そんなことで龍血族ドラコンクローフイである私を助ける意味など、帝国民のあなたにはないはずです）

「……っ」

　ロジオンは歯は嚙がみする。

　彼女自身すらもがそんな風に言ってしまう現状に堪たまらなく腹が立つ。

　彼は、殆ほとんど反射的に叫んでいた。

「お前が何者だろうと知るか！　目の前で殺されたりなんかしたら俺の気分が悪いんだよ。それだけだ。お前が厭だっつっても勝手に助けるからな。もう文句はきかねえ。諦めて助けられてろ！」

（…………）

「大体……このままじゃ俺も一緒に殺されるんだ。だったら、こっちから打って出たほうがいいだろうが」

　そう告げる。

　すると少女はおもむろに、手にした布袋の、口を縛っていた紐ひもを解き始めた。

「お、おい。何してんだ？」

（……幾ら言っても無駄のようですので、今だけはあなたに従います。ですが、無む手てで飛びかかるなんて無む謀ぼうなことは止めて下さい。それよりは――）

　と少女は。

（――これを）

　布袋の覆おおいを解いて、ロジオンへと差し出した。

　それは、巨大な刀とう剣けんだった。

「これは……」

　思わず受け取ったロジオンの手に、巨大さに相応ふさわしい重量がのしかかる。

　これを抱えて、彼女は今まで逃げ回っていたのか。

　中世の騎き兵へいが持つ馬上剣ロングソードのような大剣だ。

　刃は直刀で、細かい意い匠しようが施された金属の鞘さやに収まっている。柄つかも凹おう凸とつの多い意匠。

　鍔つばと握りと柄つか頭がしらが、まるで一体になっているかのような滑らかな造形だ。

　柄頭には、緑色の石が嵌め込まれていた。

　見る者に畏い怖ふを覚えさせるほどの偉い容ようだった。

　だが、それ故ゆえに実用性には乏とぼしいように見える。

　ドミートリィが言ってくる。

「まさにそれは盗まれた宝剣ではないでしょうかね。なんですか、今更自首しようとでも？」

　彼の言う通り、どう見ても宝剣――模も造ぞう剣だ。

　だが、少女は言う。

（抜いて下さい）

「は？」

（剣を抜いて下さい。指輪を使えたあなたになら、できるはずですから……）

「…………」

　冗談を言っているようには思えない。

　ロジオンは指輪の力を思い出す。

　もしかしたらこの剣も特別な〈神具〉なのかもしれない。

　何か現状を打開できるような力を秘めているのかも。

　ロジオンは大剣を横向きに捧ささげ持ち、鞘を摑んで引き抜いた――。

　――否、引き抜こうとした。

　しかし、鞘はまるで溶よう接せつでもされているように動かなかった。

　ロジオンの手は鞘から抜けて空を切る。

　柄を持った右手だけでは支え切れず、剣の先が地面に落ちて鈍い音を立てた。

「…………」

　一瞬だけ身構えたドミートリィは、その様子を見て、直後腹を抱えて笑い出す。

「はぁーはっはっは！　ひひ、ひあははは！　な、何の真似かと思えば……冗談は止めてくださいよロジオンさん！」

　目尻に涙すら浮かべるドミートリィ。腹が立つが、無理もない。

　もし同じ立場だったら、ロジオンも腹を抱えて笑う自信があった。

「そ、そもそも、それがちゃんとした武器になる剣だとして、それでどうするつもりだったんです？　剣で〈魔銃遣い〉である私と戦う？　勝てるわけがないでしょう。私の得え物ものが普通の猟銃ライフルだったとしても無理な相談だ」

　その通りだ。もう分かったから勘かん弁べんしてくれ。

　ロジオンは泣きたくなりながら、傍かたわらの少女に小声で苦情を申し立てる。

「おい、どういうことだよ。鞘から抜くこともできないぞ！」

（……どうやら、足りなかったようです）

「足りない？　何が……」

（霊力が、です）

　そう言って少女は、突然ロジオンの頭を摑むと、自分の方に引き寄せた。

　ロジオンが抵抗する間もなく、額と額が軽く触れ合う。

　少女の緑色の紋章が、ロジオンの肌に触れた。

「！」

　再び、ロジオンの中に霊力が流れ込んでくる。

　少女の紋章から直接、それも先程とは比べ物にならないほど多量の霊力が。

「な、なんだ!?」

（霊力は、使用者が直接霊石に与えなければ使えません。けれどこの剣は、私の霊力にしか反応しない。だから、私の霊力をあなたに分け与えたのです）

「れ、霊力を人に分ける？　そんなことできるはずないだろ！」

　霊力は、人それぞれが持つ魂たましいの波動のようなものと言われている。

　それを他人の体内に移すなど、聞いたことがない。

　しかし……現に今、ロジオンは、少女の霊力が自分の身体に注がれるのを感じた。

　そして――。

　鼓こ動どうが、彼の腕の先から伝わってきた。

　ロジオンはそちらを見遣る。

　手に握った剣。

　それが今、生命を得たかのように脈打った気がした。

　柄頭に嵌め込まれた緑色の石――霊石が、淡く輝きを放っている。

　その輝きを目にした途端、ロジオンは何故か理解した。

　今なら、この剣を鞘から抜き放つことができると。

　不思議な確信と共に、ロジオンは再び剣を横向きに構え、腕を引いた。

「諄くどいですよロジオンさん。面白い冗談も、繰り返し過ぎると――っ!?」

　小馬鹿にするようなドミートリィの言葉は、喫きつ驚きようと共に途切れる。

　先程は溶接されたように動かなかった鞘が、今度は滑るように抜けた。

　刃がその姿を現し――そして、辺りに光が満ちた。

「……なっ、なんだこれ!?」

　緊迫感に欠ける声を上げたのは、他ならぬロジオンだった。

　刃やいばは巨大だった。

　鈍にび色に輝く本来の刀とう身しんですら相当に大きい。

　しかし今はその刃に纏まといつくように、緑色の光が幾何学的な模様を描きながら、二回りほど大きな刀身を形成していた。

　馬上剣ロングソードどころではない。

　これではもはや、物語にしか存在しない斬龍剣ドラコンスレイヤだ。

「くっ……」

　ドミートリィが銃を動かした。

　ロジオンは彼の視線を追う。それは傍らの少女へと向けられていた。

（マズい！）

　咄とつ嗟さにロジオンは、彼女を護るように剣を掲げる。

　直後、耳を劈つんざく銃声が響き渡り、ほぼ同時に激しい金属音が鳴り響いた。

「なっ……」

「悪いな。あんたの〈魔銃〉の特性は何度か見せて貰ったんでね」

　ロジオンは口元を持ち上げて告げる。

　ドミートリィの〈リップヴァーン〉は、着弾場所を視線で決定できる。

　銃弾は、彼が視線を向けた場所へ確実に飛んで行く。

　しかしそれは、間にある障害物をも避けて飛ぶことは意味しない。あくまで直進だ。

　つまり、彼の視線から狙いを予測し、事前に防御すれば身を護ることが可能。

　無論、ロジオンに彼の〈魔銃〉についての知識がなければ無理だったろうが。

　ドミートリィは焦った仕草で遊底ボルトを操作する。

〈リップヴァーン〉の必中の次弾が装そう塡てんされる。

　今のロジオンにとっては、充分過ぎる余裕だった。

　――不意に、声が聞こえた。

　少女の声ではない。ましてや、ドミートリィのものでもなかった。

　ロジオンが握る右手の先。一振りの剣から聞こえてきたように思えた。

　それは、手にした剣の銘めい。

　心してその名を告げよと命ずるように。

　怯きよう懦だよりも高こう揚ようをロジオンにもたらす。

　掲かかげ、構え、そして彼は振り上げた。

　その剣を。

「聖せい王おう剣けん――ゲーオルギィ」

　それは、皇こう暦れき以前の太たい古こに活躍したという、伝説の英えい雄ゆうの名。

　英雄は、神の加か護ごを受け、光の力を纏いし剣にて、悪あしきものを斬り裂いたという。

「くっ、下らない！　何のはったりですかそれは！」

　ドミートリィが叫び、銃を構える。

　が、もはやロジオンは彼の視線を追わない。

　相手よりも速く剣を振るえる確信があった。

　剣がそう告げているかのように。

「往おう者しや、現げん今こん、嚮きよう後ご、従いて来よ。三千世界の運命さだめを統べ、神の夜の帳とばりを払え。四し界かい、八はつ紘こう、総すべて、斬り裂け――煌コウ刃ジン肆シ散サン！」

　それは自然とロジオンの口から溢あふれた言葉だった。

　まるで太古から在る歌のように。

　そしてそれが記憶の底に眠っていたかのように。

　淀よどみなく流れ出て――応えるように、刃が放たれた。

　霊力で生み出された緑色の光こう刃じんが、割れた硝子が散るように弾ける。

　ロジオンの斬撃に合わせ、周囲へ飛んだ。












　無数の緑光が左右へ舞い上がり、建物へと突き刺さる。

　否――その刃は軽々と煉瓦の壁を突き抜けていった。

　建物は見る間に崩壊していく。

　まるで雪崩なだれのように押し寄せ、道を塞いでいった。

　ドミートリィが何事か叫びながら〈魔銃〉の引き金を引いた。

　だが、声も、弾も、崩ほう落らくに遮さえぎられ、ロジオンたちには届かなかった。

「…………」

　唖あ然ぜんとしてその光景を眺めていたロジオンの頭に、声が響く。

（何をしているのです。逃げないのですか）

「――っ」

　急に、夢から醒さめたように、ロジオンは息を吐いた。

　刃を覆っていた緑光は既すでに消え去っている。

　少女から受け渡された霊力が尽きたという事だろう。

　見れば、少女は超常とも言うべき光景に驚いた様子もない。

　無表情で鞘を差し出してきた。

　ロジオンはそれを受け取り、剣を納める。

「一体、何なんだ、この……剣は？」

（これは――）

　僅わずかに目を伏せ、躊躇ためらうような沈黙の後、少女は。

（――私たちの、希望です）

「希望……？」

　ロジオンは手の中の剣を見る。

　熱狂するように力を放っていたそれは、今は元の通りただの模造剣のようだった。

　ただ、金属的な冷たさが伝わってくるだけ。

（逃げないのですか）

「わ、分かってるっ」

　再度そう言ってくる少女に、ロジオンは何とか頷きを返す。

　そして唐突に思い出した。

　二年前、もう一人の女性が呼んでいた、この少女のリーザという名前を。

　ロジオンとリーザ。

　二人の、二年ぶりの邂逅だった。
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「ふぅ……」

　ロジオンは暖炉ペチカに火を入れると、一息ついて椅い子すに腰を下ろした。

　昼は陽ひ射ざしが暖かくても、暗くなると急激に冷え込んでくる。

　ヴァローナの夜はいつでも冬を引きずっているのだ。

　だというのにここは、普段は火を落としているらしい。

　部屋に入った客が自分で火をつけて暖めなければいけない。

（一泊九百ルーブリの連れ込み宿なら、そんなものか……）

　狭いが、比較的綺き麗れいな室内だ。

　掃そう除じは行き届いているようだし、置かれている家具も古いながら手入れされている。

　こういう店は不ふ衛えい生せいだという印象があったので、意外だった。

　窓から外を見れば、薄暗くなり始めた通りに、店々が明かりを灯ともし始めていた。

　人通りも増えてきている。これからもっと増えるはずだ。

　ドミートリィやグリューネに発見される心配はないだろう。

　あれから――ドミートリィの追つい撃げきを逃れたロジオンとリーザは、柵さくを越えた。

　龍血族ドラコンクローフイの『隔かく離り』地域を出ると、このイーゴリ通りにやってきた。

　アレクサンドル大通りから一本外れたここは、夜だけ賑にぎわう、いわば悪所だ。

　見つからない場所、と考えたらロジオンにはこんな所しか思いつかなかった。

　学院の寮りようなどは、真っ先に捜そう査さ対たい象しようになるだろう。

　そして、とりあえずロジオンはリーザを浴よく室しつに押し込んだ。

　ドミートリィに追われて路ろ地じ裏うらを走っている間についた泥どろもあったし、それでなくとも結構な汚れ具合だった。

　おそらく数日は風ふ呂ろに入ることができなかったのだろう。

　彼女は無表情で文句を言いたそうにしていたが、ロジオンは聞く耳を持たなかった。

（しかし……何だったんだ、ありゃあ……）

　薄い壁越しに聞こえる、湯の跳ねる音から意識を逸そらすように、ロジオンは考える。

　あの剣を振るった時――ロジオンは確かに意思のようなものを感じた。

　剣の銘めい――聖せい王おう剣けんゲーオルギィ。

　太たい古この歌のような言葉。

　そして、それと共に生み出された、光の刃やいばの力……。

　それらは皆、あの剣がロジオンに伝えてきたものだ。

　ロジオンは、壁に立て掛けられた剣を見る。

　逃走中に布袋を落としてしまったため、剝むき出しのままだった。

　その見事な造ぞう形けいの大剣はしかし、今は何も語りかけてこない。

　柄つかを握り、鞘さやから引き抜こうとしてみるが、やはり溶よう接せつされたように動かなかった。

（あいつの霊れい力りよくにしか反応しない、とか言ってたな……）

　これが〈神しん具ぐ〉なのだろうか。

　帝国民が一般的に抱いている印象とは随ずい分ぶん違っているように思う。

　龍血族ドラコンクローフイが繁はん栄えいの時代に使っていた〈神具〉の用途は日常的なものだったはずだ。

　煮に炊たきのための火を熾おこす、あるいは農作物のために雨を降らせる、といったような。

　それはそれで驚くべき業わざではあるが。

　しかしこの剣や、それに指輪は、そういった〈神具〉とは一線を画かくしている。

（……俺の認識が間違ってたってわけでもないだろうし）

　ロジオンが持つ〈神具〉の知識は、記憶を喪った後に高等学院で学んだものだ。

　とすれば、やはりこの二つは〈神具〉としても特殊なものなのかもしれない。

　そんなことを考えていると、壁の剣が、どこか不気味なもののように思えてくる。

　しかし――同時に何故か気持ちが昂たかぶっているような気も、ロジオンはしていた。

　それが単に戦闘の熱を引きずっているからなのか、あるいは、この剣に何かを予感しているからなのかは分からなかったが。

　何にしろ、彼女に話を聞くしかないようだった。

　浴室の方に目を向ける。

　とそこで、寝台ベツドの上に手巾タオルが置き放してあるのに気づいた。

　どうやら持ち込むのを忘れたらしい。

　というより、ロジオンが押し込んだので、持っていく暇がなかったのだろう。

「…………」

　ロジオンは頭をかきつつ、それを手に取ると、浴室の扉を叩く。

「――なあ」

（なんでしょうか）

　扉越しに、相変わらず感情の感じられない平へい坦たんな声が聞こえてくる。

　間に壁があっても、この指輪の効果はあるらしい。

「手巾タオル、ないだろ。渡すから、戸を開けて――なっ!?」

　彼が言い終わるより早く扉が開けられる。

　そこには無表情でロジオンを見上げるリーザが立っていた。

　湯ゆ浴あみの途中なのだから、当然裸である。

　雨上がりの露つゆ草くさのように濡れた銀色の髪と、立ち昇る湯ゆ気げが纏まとわりついた肌は、しみ一つなく綺き麗れいだった。桜色の乳首が乗った形の良い乳房は、先程の接触の際に想像したより更に大きかった。天井から滴したたり落ちた雫しずくが彼女の腰の辺りに落ち、肌を流れて髪と同じ色の茂しげみの中に吸収されていく様まで、ロジオンの意識は克こく明めいに記憶してしまう。

「お前っ……！」

　ロジオンは慌てて手巾タオルを投げ渡すと、扉を閉じた。

　扉越しに、リーザの言葉が聞こえてくる。

（……何をそんなに慌てているのですか）

「何をって！　そりゃ慌てるだろ。むしろこっちが訊きてえ。なんで扉あんな大きく開けたんだよ」

（あなたが開けるように言ってきたのでしょう）

「言ったけどな！」

　彼女には、羞しゆう恥ち心しんという概がい念ねんがないのだろうか。

（龍血族ドラコンクローフイってのは皆そうなのか……？）

　ロジオンは頭を振る。

　振った程度で、たった今焼きついた光景は消えそうにはなかったが。

　彼女が浴室から出てくる時に、服を着たかどうか確認するのは忘れなかった。
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（それで、私は何をすれば良いのでしょう）

　浴室から出てきたリーザは、ロジオンの前に立つと、そんな疑問を伝えてきた。

　襤ぼ褸ろ布ぬのの下に彼女は、白い連服ワンピースを着ていた。

　かなり着古しているようで、ところどころがほつれたりしている。

　それにも拘らず、彼女の姿はどこか崇すう高こうさすら感じられた。

　まるで、禊みそぎを済ませ神の間へ赴おもむく古代神殿の巫み女このようだった。

　思わずその姿に見とれてしまい、ロジオンは反応が遅れた。

「……なんだって？」

（私には、こういう場で何をしたらいいのか知識がありませんので、教えてくれなければ、何もできません）

「教えるって、何を――」

　と言いかけて、ロジオンは相手が何を言いたいのかを悟さとる。

「お前なぁ！　俺は別にそんなつもりはねえよ」

（そうなのですか？　私はてっきり助けた代だい償しように身体を求めているのかと――）

「そんなんじゃねえって……」

　ロジオンは頭を抱える。

　ではこの少女は、湯を浴びている間、ずっとそんなことを考えていたのか。

「……さっきも言ったけどな。お前を助けたのは、そうしないと何か気分が悪いと思ったからだ。代わりに何か貰もらおうなんて思っちゃいねえ」

（…………）

　言い放つロジオンに、リーザは感情の籠こもらない視線を真まっ直すぐに向けてくる。

（……信じられません。何な故ぜあなたは、何の益もないのに私を助けようとするのです。龍血族ドラコンクローフイである私を）

「だから、お前が何者かなんて――」

（この街の人たちは）

　と、リーザは珍めずらしく少し強い口調で、ロジオンの言葉を遮さえぎった。

　実際の声ではないにも拘らず、ロジオンは思わず口を閉ざしてしまう。

（皆、私が龍血族ドラコンクローフイであるというだけで避けていました。無視をしたり、厭そうな顔をしたり、露ろ骨こつに罵ば声せいを浴びせてきたりも。でもあなたは、そうしない。どうしてですか）

「…………」

　ロジオンは言葉に詰まる。

　彼女が接したという、帝都市民の反応は一般的なものだ。

　皆、自分たちとは違う種族である龍血族ドラコンクローフイを、どこか恐れている。

　嫌けん悪おの態度はその裏返しだ。

　そういった人たちを基準にするならば、確かにロジオンの行こう為いは奇妙に映るだろう。

「……二年前。この指輪を拾ったあの夜だ。あの時、俺は記憶を喪ったんだ」

（記憶を……）

「そうだよ。お前が言葉を喪ったみたいにな」

（…………）

「っていっても、何もかも忘れたってわけじゃねえけどな。ロジオンっていう自分の名前とか、サンクトブルクってこの街の名前とか、多少は残ってた。けど、自分の過去とか、色々なことが思い出せなくなってた。で、一緒に龍血族ドラコンクローフイに対する、そういう面倒臭い感情もなくなってたんだよ。まあ、俺が元々どういう風に思ってたかは分からないけどな」

（ではあなたは、龍血族ドラコンクローフイのことを何も知らないということですか）

「いや、それなりに知識はあるぜ。記憶をなくしたあとに憶えたことも多いけどな。霊力を使って空を飛べるとか、ついこの間まで帝国と戦争してたとか。けど、だからって他の奴らがあんなにあんたらを毛嫌いするのは、俺には理解できない。実感できないっつーのかな」

　リーザは黙だまってロジオンの顔を見つめていたが、やがて微かすかに頷いた。

（……分かりました。あなたが私に代価を求めていない理由には納得がいきました。そういうことでしたら、好意を受け取ります。助けてくれて、有あり難がとうございました）

　と彼女は、まるで有難くなさそうな無表情で頭を下げた。

　そして、ロジオンに手を差し出してくる。

「何だ？」

（指輪を返してもらえますか。私はもう行きますので）

「なんでそうなるんだよ」

　ロジオンは呆あきれ声を上げる。

　対するリーザは、やはり無表情でロジオンを見てくる。

（何がおかしいのですか。元々私は、その指輪を探していたのです。あなたは私に代価を求めていない。ならば、私とあなたの関係はここで終わりです。これ以上一緒にいる理由はないでしょう。私はこの街を去り、あなたは日常へ戻る。それが普通ではないですか）

「そうかもしれないが……お前、特とく務む保ほ安あん局きよくに追われてるんだぞ？　一人で逃げられる自信があるのかよ」

（私がどうなるかは、あなたには関係のないことでしょう）

　感情の籠もっていない両眼が、射い貫ぬくように彼を見てくる。

　そこには何か、深い拒絶の意思があるように、ロジオンには感じられた。

（あなたが代価を求めない理由は理解しましたが、あなたが私を助けた理由は、やはり私には分かりません。何も要求しないというのなら尚なお更さら、あなたに助けてもらうわけにはいきません）

「お前は……っ」

　淡々とした言葉を投げてくるリーザに、ロジオンは歯は嚙がみする。

　一体どんな目に遭えば、ここまで人を拒絶できるのだろうか。

　ロジオンは手を握り、そこに指輪の硬い感かん触しよくを覚え、そして絞しぼり出すように言った。

「……決めた」

（……？）

「この指輪は返さねえ」

（……っ、どういうことですか？）

　珍しく動どう揺ようしたリーザの声が聞こえてくる。

「何度も言ってるだろ。お前を放っといたら俺の気分が悪いんだよ。だから手助けさせろ。せめて事情を話せ。それまでこの指輪は返してやらねえ」

（そんな……）

　ロジオンは先程と同じように、手を上げて指輪を遠ざける。

　リーザは困惑するような表情を見せて、そして突然、

「お、おい……」

　深い緑色の両眼から、大量の涙を零こぼした。

　まるで、洪こう水ずいで堤てい防ぼうが壊れたベルーガ川のように。

　止とめ処どなく彼女の頰ほおを濡らしていく。

「な、何だよ。そんな、泣くことないだろ」

（え……）

　戸惑うロジオンの言葉に、リーザは自分の顔に触れる。

　そして、そこで初めて自分が涙を流していることに気づいたように目元を拭ぬぐった。

（いえ……これは、違うのです。哀かなしいわけではなく――）

　動揺するような声が伝わってくる。

　表情が動いたのは一瞬で、彼女の顔はすぐにまた元の無表情に戻っていた。

　そしてその感情の見えない顔から、それでも涙は止め処なく溢あふれ出てくるのだった。

　ロジオンには、どうすれば良いのか分からない。

　慰なぐさめればいいのか。

　しかし、哀しいのではないと彼女は言っている。

　では嬉うれし泣きなのだろうか。

　しかし、その顔に歓よろこびの色は見えない。

　ではなぜ――どうして彼女は涙を流しているのだろう。

　やがて、リーザは目元を拭う手を止めた。

　両眼は僅わずかに赤く、しかしそこにもはや潤うるみはない。

（私が喪ったのは、言葉だけではないのです）

　やや唐突に、リーザが言った。

（感情を表す術すべも、今の私は持ちません）

「感情……？　いや、けどお前は今……」

（はい。ですから、完全に失くしているわけではないのです。ただ、それを表に出すための方法を忘れてしまった、と言えばいいでしょうか）

「じゃあ今の涙は……？」

（泣きたかったわけではないのです。普段は何も感じず、心が騒ぐことはないのに、時々あのように勝手に身体が反応してしまうのです。まるで見当違いの感情を示そうとして）

　先程は、とリーザは。

（あなたに、怒りをぶつけようとしたのです）

　彼女は、口元を持ち上げ、両眼を弓形に曲げて。

　満面の笑みを浮かべてそう告げた。

「……っ」

　ロジオンは息を呑のむ。

　リーザの言葉を信じるなら、その笑顔は。歓びや愉たのしみを表してはいないのだ。

　笑みは春の花畑のように明るく、まるで、ロジオンにようやく心を開いてくれたと思わせるほどに和やかなのに、そこに外見通りの感情はないのだと彼女は言う。

　ロジオンは、底知れぬ深しん淵えんを覗のぞき込んだような気がした。

　砂漠に降り注ぐ強烈な陽射しでさえ照らし切れないような、深い深い暗闇だ。

　言葉を喪って。

　感情を正しく表す術も喪って。

　それでは彼女は、一体どうやって相手に自分の意思を伝えれば良いのだ。

「……お前、これからどうするつもりだったんだ？」

　ロジオンの有無を言わさぬ口調に押されたのか、リーザは今度は素直に答えを返す。

（……聖王剣ゲーオルギィを守しゆ護ごする〈三さん聖せい具ぐ〉を探すつもりです。あなたが持っていたダヴィドの指輪を見つけたので、残りの二つを。ゲーオルギィは〈三聖具〉と共にあって初めて真の力を得る……そうすれば、私が喪った総てを取り戻せるのだと母が言っていたのです）

「母親……ひょっとして、二年前に一緒にいた人か？　今はどこにいるんだ？」

（先日死にました。身体が元々弱かったので）

　そう答えて、リーザは「ふふ」と短く笑う。

　子供が今日あったことを親に話す時のような、それはどこか無む邪じや気きな笑みだった。

　まるで、それが愉しい事であるかのような。

　母の死を歓んでいるかのような。

　――違う。

　ロジオンは錯さつ覚かくを起こしそうになる自分の意識を振り払うように首を振る。

　すでに無表情に戻ったリーザに、問いを重ねる。

「総てを取り戻す、ってのは？　お前の、言葉とか感情とかのことなのか？」

（そうなのでしょう。聖王剣と〈三聖具〉は、喪われたものを再び繋ぎ合わせるための力であると、そう言われています）

「じゃあお前は、それを取り戻すために……？」

（いえ……もちろんそれも、ないと言ったら噓うそになりますが……。ですが、それよりも私が求めるのは――）

「求めるのは？」

（…………）

　と、そこでリーザは沈ちん黙もくしてしまう。

「何だよ。気になるじゃねえか。そこまで言ったんなら最後まで言えよ」

（……いえ）

「さっき、この剣が『私たちの希望』だって言ってたよな。それと関係があるのか」

（…………）

　再び沈黙。どうやら図ず星ぼしのようだが、その先を知る事はそう簡単ではないようだ。

　ロジオンは溜ため息いきを吐つく。

「分かった。それじゃあ俺は、お前のその探し物を手伝う」

　リーザは無表情のまま、しかし僅かに強こわ張ばった様子でロジオンを見てきた。

　驚いたのかもしれない。

（……だから、何度言えば分かるのですか。あなたにそんなことをする理由はないでしょう？　聖王剣も、〈三聖具〉も、あなたには無関係です）

「無関係？　冗談じゃないね」

　ロジオンは苦笑しながら、

「お前、さっき言ってたよな。指輪を使えた俺になら剣が抜けるって。そんな言い方するってことは、この剣も〈三聖具〉とやらも、誰でも使えるってわけじゃないんだろ。お前が霊力を与えられる人間じゃないと駄だ目めなんだ。俺はたまたま運良く、そうだったってだけだ。違うか？」

（……そう、ですが……）

「だったら！　この指輪を返したら、もうお前は自分の意思を伝えられる相手もいなくなるんだろ？　それで一体どうやって〈三聖具〉探しなんかできるってんだ」

（…………それは）

「少しは人を頼れよ。まあ……出で逢あったばっかの俺を信じるってのは厳しいと思うけどよ。せめて利用くらいしてくれたって、俺は構わないんだぜ」

（…………）

　ついには沈黙してしまうリーザを、ロジオンは複雑な気分で見下ろす。

　ロジオンの胸中には確かに怒りがあった。

　言葉も感情も届かない、絶望しそうな境きよう遇ぐう。

　そんな中でも、差し伸べられた手を振り払おうとする彼女に対する。

　あるいは、彼女にそうさせる彼女の過去に対する怒りだ。

　だが、それ以上に感じていたのは、高こう揚ようだった。

　もし彼女がここで頷けば、自分は引き返せない道に踏み込むことになる。

　そんな予感がした。

　偶然手にした剣と指輪。

　それが今、自分の運命を捻ねじ曲げている。

　その事実に、ロジオンは虞おそれよりも歓びを抱いていた。

　学院で講師相手に無む益えきな反発を行い続ける閉へい塞そく感かんを。

　グリューネに言われるままに、狭い進路を歩むような不自由さを。

　振り払えるような、予感がしたからだ。

「…………」

（…………）

　睨にらみ合う二人の沈黙は、部屋の外から聞こえた声に中断させられた。

　ロジオンは扉を開ける。声はどうやら階下から聞こえてくる。

　聞き憶えのあるその声に厭な予感を湧わき上がらせつつ、ロジオンは廊下を進む。

　姿を目撃されないよう注意しながら、階下の様子を窺うかがう。

（……あいつら！）

　思わず声を上げそうになる。

　木製の見み窄すぼらしい受付に座る老店主が誰かと言葉を交わしている。

　その相手は、漆しつ黒こくの軍服を身に纏った赤髪の少女と、土色の顔の男。

　グリューネとドミートリィだった。

（何でここが分かったんだ？）

　疑問に思うが、まさか、それを問い質ただしに出て行くわけにはいかない。

　ロジオンは階段を登り、部屋に戻る。

（どうしたのですか）

「見つかった。逃げるぞ」

　ロジオンは壁際に立て掛けてあった大剣を手に取る。

　そしてリーザの手を摑つかみ、窓際へと向かう。

（待って下さい。私は、あなたと一緒に行動するとは言っていません）

「その話は一旦お預けだ。それとも、ここで捕まるほうがいいのか？」

（…………）

　押し黙るリーザはやはり無表情で、その内心は分からない。

　けれど、手を振り払いはしないので、この場はロジオンに従うことにしたのだろう。

　建付けの悪い窓を開く。

　押し寄せてくる冷気に耐えながら覗けば、庇ひさしを伝って下へ降りられそうだった。

　窓枠から身体を乗り出す。

　窓の下に突き出ている庇に乗って、リーザの手を引く。

　彼女は無表情でロジオンに従った。

　凍えるような風と共に、白いものが二人を包む。

　季節外れの雪が、夜の帝都に降り始めていた。
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「くそっ……そういうことかよ」

　再び帝都の裏通りを走りながら、ロジオンは毒づく。

　彼と少し遅れて走るリーザの後には、夜よ闇やみの中でも分かるほどに足あし跡あとが残っていた。

　ドミートリィとグリューネは、これでロジオンたちの居場所を見つけたのだろう。

　昼間は雪は降っていなかったが、裏通りは泥に塗まみれていた。

　今は、季節外れに降り始めた雪が、二人の道行きを明白に記録していく。

「これはキツいな――っ！」

　ロジオンは急停止する。

　向こうの角から〈魔ま銃じゆう〉を手にした保安局員が現れた。

　漆黒の軍服と、夜闇の中で淡く輝く魔石。

　それはまるで、死神が死者の魂たましいを引き連れているようで不気味だった。

「こっちだ」

　リーザの腕を引っ張り、横の路ろ地じへ飛び込む。

「止まれ！　投とう降こうしなければ発砲する！」

　背後からそんな叫び声がするが、実際に銃じゆう撃げきを受けることはなかった。

　恐らくグリューネがそう頼んだのだろう。

　立場としては彼女は准じゆん職しよく――いわゆる見習いで、正職の局員の部下でしかない。

　だが局長のグリンカ元げん帥すいの娘である彼女の『頼み』を無視する訳にはいかないのだ。

　彼女は、自分がその立場を利用しているという意識はないだろうけれど。

　しかし――決定的な局面になれば、それに頼ることもできない。

　本格的にロジオンたちを逃がすくらいなら、彼らは遠えん慮りよなどしないだろう。

　だからこその特務保安局、皇こう帝てい直属の治ち安あん維い持じ組織だ。

（なんとか、市街地の外には出たいな……）

　帝都の中にいれば、いずれ包囲されるのは目に見えている。

　郊外に出れば安全というわけでは勿もち論ろんないが、それでも行動の選択肢は増える。

　有難いことに、このサンクトブルクは都市部を囲む城じよう壁へきというものがない。

　外がい縁えんに原生林があり、その外は農村が点在する広こう野やだ。

　元々この帝都は、近世に入ってから遷せん都と計けい画かくに基もとづいて人工的に築かれた都市だ。

　中世期から建つ伝統的な都市とは成り立ちが違う。

　そのため、独立して街を防御するという発想がない。

「もう少しだ。頑張れ」

（……っ）

　リーザはかなり息が上がっている。

　ロジオンの言葉にも、ただ小さく頷くだけだ。

　しかし、そこの角を曲がれば、裏通りも終わりのはずだ。

　郊外の林に紛まぎれてしまえば、追手側の難なん易い度どは格段に高くなる――。

「爆はぜろ〈スタンダール〉赤クラースヌイ――灼シヤク劫ゴウ！」

「っ！」

　不意に響き渡った声に、ロジオンは咄とつ嗟さに足を止める。

　リーザの腕を引っ張って、自分の方へ引き寄せた。

　直後、ロジオンたちの進行方向にあった建物が、爆音と共に崩壊する。

　煉瓦れんが造りの襤褸屋の二階部分が、へし折れながら崩れ、進路を塞ふさいでしまった。

　土つち埃ぼこりが雪に混じる。

　ロジオンは振り返った。

　彼らの退たい路ろを塞ぐように、今の破壊をもたらした、黒衣の少女が立っている。

「……おい、こりゃさっきの俺の案のパクリじゃねえか」

「ふんっ。〈魔銃〉持ってないあんたじゃ、こんなことできないでしょう。私が有効活用してあげたのよ」

　不ふ機き嫌げんな表情でグリューネは、右手の〈スタンダール〉赤クラースヌイを銃吊ホルスタに仕舞う。

　入れ替わりに左手で構えるのは〈スタンダール〉黒チヨールヌイ。

　無限の銃弾を放つ凝ぎよう結けつ系の〈魔銃〉だ。

　グリューネは、ロジオンが剣で建物を斬り裂いたことはまだ聞いていないらしい。

　聞いたとして、信じるかどうかは分からないが。

「動かないで」

　冷たい声。ロジオンは言われた通り動かない。

　リーザも彼の横で静止していた。

　今はおとなしく隙すきを窺うしかない。

　ロジオンはともかく『龍血族ドラコンクローフイの犯罪者』にグリューネは容よう赦しやしないかもしれない。

　しかし、あまり悠ゆう長ちようにしていても、応援が追いついて余計逃げられなくなるだろう。

　時間稼かせぎにも限度がある。

「……どうするんだよグリューネ。この家、襤褸いけど空き家には見えねえぞ。住んでる奴はいい迷惑じゃねえか」

「事前に立ち退のきはさせたわよ。特務保安局の経費で、新しく建て直すこともできる。問題はないわ」

　確かに、この襤褸屋を数段立派にしても〈魔銃〉一つと変わらないだろう。

　しかし、それにしても豪ごう勢せいな話である。

　そこだけは、保安局員が羨うらやましいと思うロジオンだった。

「事前に？　お前、俺がここを通るって分かってたのか？」

「当然でしょう。初等部の頃は、皆でこの辺りで遊んでいたもの。二組に分かれての戦争ごっこ。逃走する相手を追い詰める時は、ここで待ち伏せするのが定じよう石せきだったわ」

「…………」

　グリューネの言う皆には、当然ロジオンも含まれているのだろう。

　ロジオンは一般人が通う初等学校、グリューネは帝国学院の初等部だった。

　だが、帰宅途中に偶然知り合い、二人の付き合いが始まったのだ。

　勿もち論ろんロジオンには当時の記憶はない。

　グリューネと出逢った経けい緯いも。

　皆でやったという戦争ごっこのことも。

　そして、ここで待ち伏せするのが戦略上有利だったことも知らない。

　そうした数々の齟そ齬ごが、不意に、彼とグリューネの断絶を思い知らせてくる。

　だから普段は、彼女はなるべく二年以上前のことを口にしない。

　今こうして言ってくるのは、動揺を誘ってでもいるのだろうか。

「……よく憶えてんな、そんなこと。俺じゃなくても忘れてるぜ」

「そうね。私も忘れてたわ。近くに来たら思い出したの……」

　グリューネは小声で呟く。

　その様子は、まるで彼女のほうが動揺しているように見えた。

　利用するみたいだが、好機ではある。

　ロジオンはリーザの手を引いて、傍かたわらの建物の階段へ向かい、そのまま駆け上がる。

「あ……ちょっと、待ちなさいよ！」

　グリューネの叫び声を背に二階の吹き曝さらしの廊下を走る。

　手て摺すりを乗り越え、瓦が礫れきとなった建物の上に飛び乗った。

　銃声が連続する。

〈スタンダール〉黒チヨールヌイの射撃。

　ロジオンたちを直接狙ってはいないようだが、威い嚇かく効果は絶大だった。

「大丈夫だ、立ち止まるな」

　リーザにそう言いながら、手を少し無理矢理に引っ張る。

　この場を乗り切れば、後はなんとかなる。

　――甘かった。

「ここまでですよ、ロジオンさん」

　建物の二階相当の高さにいるロジオンたちより、更に高い位置から声がする。

　ドミートリィだ。

　皮肉げな、嘲あざけりの混ざったような声に、今は僅わずかな警戒も滲にじませていた。

　ロジオンは上を見る。

　舞い落ちてくる遅咲きの白い雪せつ片ぺん。

　その向こうに、男の姿があった。

　彼以外にも、保安局員が幾人も、周囲の建物の屋根の上から、銃口を向けていた。

「くっ……」

「残念でしたねぇ。もう少しでしたのにね。まあ、私も、一日に二度も同じ犯人に逃げられるなんて愚ぐを犯したくはありませんので」

　犯人、と強調するように言って、ドミートリィは口元に浮かべた笑みを深くする。

　炎剣フランベルジエのように波打つ猟銃ライフル型の〈魔銃〉がロジオンたちを狙う。

　この距離では、あれが普通の銃だったとしても、狙いを外すことはないだろう。

「もう諦めて、ロジオン」

　下からグリューネが言ってくる。

「こんなことして何になるのよ。ここまで来たら、その龍血族ドラコンクローフイを引き渡してもいいでしょう？　ちゃんと私が特務保安局まで連れて行くから。そろそろ帰らないと、ロジオンまた明日遅刻するでしょ？」

「…………」

「だから、もう終わりにしましょう」

　まるで、日が暮れたから帰ろうと言う子供のように、グリューネは言ってくる。

　あるいは本当に、彼女は過去にロジオンとそんな会話を交わしたのかもしれない。

　戦争ごっこの途中で、意地を張って負けを認めないどちらかに、もう一方が早く帰ろうと呼びかけたことがあったのかもしれない。

　今度は頭の上からドミートリィの声が降ってくる。

「ここにいるのはね、私同様、目標を逃さず狙い撃つ特性を持った、知ち覚かく系〈魔銃〉の遣つかい手です。さっきのような遮しや蔽へい物ぶつのないこの状況、四方八方から囲まれたこの状況で逃げる術はありませんでしょう？　あなたはただの一般市民だ。我々に抵抗しても、最終的には勝てるはずがないんですよ。それは何も、恥ずかしいことじゃない」

　ドミートリィの言葉の裏には、相手に対する優ゆう越えつ感かんが滲み出ていた。

　お前はただの餓が鬼きだと。

　私の持つ権力と武力の前に平ひれ伏ふせと。

　彼はそう言っているのだ。

　しかもその上で、彼の声には、僅かに警戒すらもが潜ひそんでいた。

　恐らくは、先程力を発揮した聖せい王おう剣けんに対するものだ。

　自分の有利を悟って慢まん心しんしてくれていれば、まだ良かったのだが。

「気をつけろよ。あの龍血族ドラコンクローフイの娘が額の紋もん章しようを彼に当てようとしたら、即座に撃ち抜くんだ。霊力で、あの剣を抜かせるのだけは絶対に避けろ」

　案の定、ドミートリィは周りの部下にそう命じる。

　命じられた側は、上官がなぜそこまで警戒するのか理解できない様子だった。

　だが、それでも「了解」の答えを返す。

　さすが優秀な特務保安局員だ。

　ロジオンにとっては有難くない話だったが。

「……さて、どうしたもんか」

　ロジオンが次の手を考えあぐねていると、リーザの声が頭に響いた。

（剣を抜かないのですか？）

「いや、そんなこと言ったって、お前の霊力を貰わないと、俺には抜けないだろ」

　ロジオンが小声で反論すると、リーザは小さく首を横に振った。

（いえ、もう大丈夫です。霊れい石せきはあなたに応えています）

　ドミートリィたちに悟られぬよう目だけを向ける。

　確かに、聖王剣の柄頭に嵌め込まれた緑色の石は、通常よりも強く輝いていた。

「どうしてだ？　紋章をくっつけないと霊力を渡せないんじゃないのか？」

（あれは、あなたとの間に『繋がり』を創るためです。一気に多量の霊力を送りたい時にも有効ですが、普段はこうして一緒にいれば、霊力はあなたに送られています）

「そういう大事なことは先に言って欲しいぜ……」

（訊かれませんでしたので）

「…………」

　リーザの声には焦あせりも何も感じられない。

　ロジオンまで危機感を喪そう失しつしそうになる。

　だが――確かに〈魔銃〉を使う時には魔石を通じて霊力を送り込むことができる。

　あれは、直接触れる必要などない……同じことかとロジオンは納得する。

「まぁともかく――それなら、なんとかなるかもな」

　ロジオンは剣の鞘に手をかける。

　彼女の言う通り、それは今は何の抵抗もなく引き抜けそうだった。

　しかし、ロジオンの手はそこで止まらざるを得ない。

「動くな！」

　ドミートリィの怒ど声せいが響く。

　彼は隙無く銃口を向け、炯けい々けいとした両眼でロジオンを睨んでくる。

「いいか、彼が剣を抜こうとしたら即座に撃て。躊ちゆう躇ちよするな！」

（くそっ……）

　判断が早い。

　ロジオンにとってはただの虫が好すかない男。

　だが、それでも彼は〈領土拡大戦争〉を生き抜いた、グリンカ元帥の右みぎ腕うでなのだ。

　彼にとって誤算だったのは、グリューネがいたことだろう。

「待って！　止めて！」

　ロジオンたちが立つ瓦礫の下から、彼女は悲痛と言っていい声を上げる。

「そんなのただの剣でしょう？　撃つ必要なんてないわ。ロジオンももう止めて！　そんな武器で多数の〈魔銃〉相手に抵抗するなんて無む謀ぼうすぎるわ！」

　ドミートリィ以外の局員に動揺が生まれる。

　グリンカ家の令れい嬢じようの言葉でもあるし、その内容は正論に思えるだろう。

　全員で飛びかかり、剣を鞘から抜く間もなく取り押さえるほうが手っ取り早い。

「構うな！　あの剣はただの剣ではない！　我々の〈魔銃〉と同等の武器と考えろ！」

　ドミートリィの激げつ昂こうするような声は、正反対の効果をもたらした。

　局員の半数は、どこか呆れるように弛し緩かんした空気を漂わせる。

　残り半数が、彼の指示通り、警戒心を取り戻した。

「駄だ目めよ！」

　しかしそれも、グリューネの『頼み』でまた掻かき乱されてしまう。

　上下関係が曖あい昧まいだと現場が混乱するという好例だった。

　貴族の存在が軍の命令系統に影響を与える現状は異常だ。

　しかし、今はお陰で好機が訪れた。

（助かったぜ、グリューネ）

　ロジオンは、申し訳なさと共に内心で礼を言いながら剣を引き抜く。

　先程とはまた違う、歌のような言葉が頭に浮かぶ。

　ロジオンはそれを自然と口にしていた。

　振るう刃がどんな効果をもたらすのかを、明めい晰せきに理解しながら。

「往おう者しや、現げん今こん、嚮きよう後ご、従いて来よ。永えい劫ごう回かい帰きする闇すら祓はらい、一時の満天、絶えなき星せい芒ぼう、この地へ招け――光コウ閠ギヨク至シ創ソウ！」

　瞬間、光の洪水が周囲を襲う。

　陽光どころではない。

　この場にいる全員の目を焼くような閃せん光こうが、ゲーオルギィの刃から生み出される。

　帝都の裏通りの一角を、昼よりもなお明るい空間へと変えていく。

　この光が、周りの誰をも傷つけることはないと、ロジオンには何故か分かっていた。

　まるでロジオンがそれを欲し、剣も共鳴したかのようだった。

　光は収まることを知らない。

　ロジオンの昂る精神と相そう乗じようするように、ますます強さを増していく。

「行こう。今の内にここから離れるんだ」

　そう言ってロジオンは足を踏み出そうとしたが、不安定な足場に躓つまずきそうになる。

　光はロジオンたちの視界も奪っているのだ。

　これでは身動きが取れない。

（……仕方ありません）

　と、リーザは不意に、後ろからロジオンを抱きしめてきた。

「な、なんだ？」

（空を飛んで逃げます）

「けど……中途半端に飛んだらかえって良い的まとになるだけだぜ」

　大抵の龍血族ドラコンクローフイは、二階建ての屋根程度の高さまでしか飛べない。

　速度も地上を走るより遅いし、飛行を続けられる時間もそう長くない。

　逃とう亡ぼう劇げきに使うにはやや物足りないだろう。

　しかしリーザは譲ゆずらない。

（大丈夫です。私は高く飛べますから）

「…………」

　その言葉に、ロジオンは自分の脳のう裏りに焼きついた二年前の光景を思い出す。

　神こう々ごうしいまでの緑光の翼を打ち震わせ、空へと飛んだ彼女の姿を。

「……分かった」

　ロジオンは頷く。

　その途と端たん、何かに包み込まれるような感覚が全身を覆った。

　自分が一番心地ここち好よいと感じる温度の湯に浸つかっているような気分だ。

（剣を鞘に納めて、落とさないようにしっかり摑んでいてください）

　言われるまま、ロジオンは刃を仕舞う。

　辺りを包んでいた輝きは一気に収束して、闇が戻ってくる。

　しかし、その光の洪水の終わりと同時に銃弾を放てる者は、その場にいなかった。

　皆、そこに現出した光景に、目を奪われていた。

　リーザの背後に、額の紋章と相そう似じ形けいの翼が現れていた。

　幾き何か学がく的てきで、高貴な紋様のような、巨大な翼。

　それは、彼女の体内に宿る見えざる力の顕けん現げんだった。

　普通は〈魔銃〉の発動という形で間接的にしか見ることのできない霊力が凝縮し、ある一つの意思を持つ実像となっていた。

　すなわち、空を飛ぶという意思を。

「――な、何をしている！　早く射しや殺さつしろ！」

　自身も一時呆然としていたドミートリィが、真っ先に我に返り、叫ぶ。

　しかし、それが最後だった。

　少女の背から数アルシン離れて浮かぶ翼が、羽ばたきながら緑光を下方へと放った。

　ロジオンとリーザは、周りの空気ごと遙はるかな上空へと運ばれた。




　　　＊




「うっ……く」

　急な移動がロジオンの身体に経験したことのない感覚をもたらす。

　巨大な手で全身が地面へと押しつけられているような気分だった。

　僅かな間、何も聞こえなくなる。

　人々の声、放たれたであろう幾つもの〈魔銃〉の銃声、夜の帝都が生み出す喧けん騒そう。

　それらが全く耳に届かず、ロジオンは無音の世界に放り投げられた気がした。

（……もう目を開けても大丈夫ですよ）

　リーザの言葉が響く。

　それが合図であったかのように、ロジオンの耳に音が戻る。

　しかし、それまでと違って、ざわめきは遙か遠くで響いていた。

　視界が暗い。

　いつの間にか固く閉じていた瞼まぶたを、ロジオンはゆっくりと持ち上げた。

「……！」

　息を呑む。

　既に、そこは空だった。

　足元に踏みしめるべき大地がない不安定感。

　自分が雲のように漂っている心こころ許もとなさ。

　だが、そんなものは、目の前に広がる圧倒的な光景を前に、消し飛んでいた。

　目抜き通りメインストリートのアレクサンドル大通りが端から端まで見渡せる。サンクトブルクで一番高いミハイル大だい聖せい堂どうの黄こ金がね色いろの丸屋根が、玉たま葱ねぎのように小さい。それだけではない。鉄道の大駅舎ターミナルも、大通りに並ぶ百貨店街も、皇族たちが住まう大宮殿も、無数に立ち並ぶ雑居街の襤褸屋も、何もかもが等しく小さい。

　大通りと直角に交わって流れるベルーガ川が、北の方で工業地帯へと向かい、南の方ではまだ雪に覆われた原野の中へ消えていくのが見える。帝都の外は夜闇深く、未だ開拓されざる未み踏とうの地にすら思えた。点在する農家の小屋、帝都から真っ直ぐに延びる鉄路、その脇わきを通る馬車道だけが、そこが人の営みが許された場であることの証あかしだった。

「ははっ……」

（どうかしましたか？）

　思わず笑い声を上げるロジオンに、リーザは疑問の言葉を投げてくる。

　しかし彼は、湧き上がってくる可お笑かしさに抗あらがうことができなかった。

「あははは！　こりゃすげえな！」

　ロジオンには、先程まで自分が何処にいたのかすら分からない。

　ドミートリィたちの〈魔銃〉がこんな高さまで銃弾を届けることなど不可能だ。

　何もかもがちっぽけだった。

　今日まで過ごしていた帝国高等学院の校こう舎しやも、寮りようも、演習場も。

　皆、夜の街に埋もれている。

　あんな狭い場所で自分は、憤りを抱え続けていたのか。

　世界はこんなにも広いのに、自分はそれを忘れていたらしい。

　あるいは、今始めてそれを知ったのだ。

（あの……大丈夫ですか）

　笑いが止まらないロジオンに、流石に不安を覚えたのか、リーザが言ってくる。












　その声で、ようやくロジオンは落ち着いた。

「――悪い。何か楽しくてな」

（楽しい、ですか？　空を飛ぶのがですか）

「ああ。お前にとっちゃ普通のことかもしれないけど、こんな高い所に来るのなんて、俺たちには無理だからな」

　空を飛ぶ機械という発想は、これまで何度も歴史上に生まれては消えていった。

　多くの天才が、あるいは奇き人じんがその仕組を考えたが、実現には到いたっていない。

　特にこのヴァローナ帝国では「人が空を飛ぶ」ことに対して抵抗感が強い。

　恐らくは、龍血族ドラコンクローフイに対する差別感情から来るものだろう。

　そのため、飛行機械の開発などという政策はまるで生まれていない。

　そんな帝国を治めているのが、鴉からすを聖なる守しゆ護ご獣じゆうとして紋章に戴いただくヴァローナ家というのは、何処か滑こつ稽けいだとロジオンは思いもするが。

（怖いとは思わないのですか？）

「怖い？　何がだ？」

（……自分が到底来られないはずの場所に来てしまったことが。あるいは、そんな場所に来ることができる私が、です）

「それは……」

（父も、母も、そのせいで帝国の人間と分かり合うことができませんでした。どんなに理解し合おうとしても、最後には皆私たちを恐れ、あるいは憎みました。まるで、空そのものに恐怖するかのように）

「…………」

　空に恐怖する。

　そうなのかもしれない。

　異族を追い立て、ヴァローナの大地を征せいした帝国。

　しかし彼らは、空までは自分のものにできなかった。

　そこはただ見上げるだけの場所でしかない。

　もし軽々と羽ばたきそこへ達せる者たちがいたなら……。

　支配者は、自身の強さ故ゆえに、その支配の及ばぬ者を恐れるのだ。

　しかし、ロジオンは。

「別に、怖くはないぜ」

　眼がん下かに広がる帝都を、大地の支配者の牙が城じようを見下ろして、彼は答える。

「こんなに素晴らしい景色を見て、何を怖がるってんだ」

（…………）

　記憶を喪っていて良かったとロジオンは思う。

　もしそうでなければ……帝国民としての常識が邪魔をしたなら。

　ここは忌いまわしき場所だと、恐れと表裏一体の感情で切り捨てていたかもしれない。

（……ロジオン。お願いがあります）

「ん？　なんだよ、改まって」

（来て欲しい所があるのです）

　リーザは、ロジオンに見えるように、地上の一点を指差す。

　帝都の外縁に広がる原生林の、更に外側にある場所だった。

　柔らかな明かりが、微かすかに揺らめいているのが分かる。

「あそこは？」

（龍血族ドラコンクローフイの皆が集まって住んでいる場所です。私と母は、二年前からあそこで暮らしていました）

　帝都で働く龍血族ドラコンクローフイの中でも、農業に従事している者は郊外に住んでいるという。

　あそこも、そんな龍血族ドラコンクローフイたちの集落なのだろう。

（そこで、見て欲しい物があります。聖王剣と〈三聖具〉が私たちの希望だと言った、その理由を。それを見てもあなたの気持ちが変わらないのならば、その時は……私はあなたに、助けて欲しいと、お願いしたいと思います）

「……分かったよ」

　ロジオンは苦笑混じりにそう答えた。

　どうやらこの少女と自分は、ようやくほんの少しだけ近づくことができたようだ。

　こうして、空を共に飛ぶことで、ようやく。

　後ろからロジオンを抱くリーザの、実際の表情は、今は見えない。

　けれど、彼女が浮かべたい表情だけは、ロジオンにも分かる気がした。

「じゃあ早速行こうぜ。そろそろ身体も冷えてきたし」

　空がこんなに寒いものだとは思わなかった。

　これなら冬の装よそおいをしてもいいくらいだ。

（分かりました）

　そして二人は帝都の空を舞う。

　身を裂くように冷たい風さえも、大地から解き放たれた自由の象しよう徴ちように思えた。

　ロジオンは思う。

　きっと、何があったとしても、自分の気持ちは変わらない。

　龍血族ドラコンクローフイの少女と出逢い、聖王剣という力を得て。

　そして自分はこの自由に行き着いた。

　あの狭い場所に、戻りたくはない。

　あの息苦しい閉塞感を再び味わいたくはなかった。

　今日の昼までは、どうすればいいのか分からなかった。

　だが、今のロジオンには、力があった。理由も手に入れた。

　総てを振り払ってもいいと思える意味ができたのだ。

（だったら……行けるとこまで行ってみるのもいいじゃねえか！）

　高揚が抑え切れなくなりそうだった。

　寒さは、もはや火ほ照てった身を冷やす心地好さに変わっている。

　降りしきる雪に混じって、リーザの緑色に輝く翼が、闇の空に淡く尾を引いた。
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　イゼルが〈新天地ノヴアヤゼムリヤ〉亭を出ると、夜の帝都に雪が舞っていた。

　数日前まで滞在していた地ち中ちゅう海かい沿えん岸がんの街との寒かん暖だん差さは十度以上だ。

　この過ごしにくい北の街が、今や世界最大の都市だというのだから驚く。

　約束の時間を一時間過ぎても、ロジオンとグリューネは現れなかった。

　自分がいつも泊まっている旅館ホテルの隣の料理店レストランだと教えたから、迷うはずはない。

　あの二人が意味なく約束を破るとも思えないし、何かあったのだろうか。

　学院の寮に問い合わせてみようか。

　そんなことを考えながらイゼルは、滞在中の帝都第一ホテルへと戻った。

　圧倒するように豪ごう奢しやな玄関間は、異国からの旅行者に帝国の繁はん栄えいを見せつけてくる。

「イゼル・サイード様でいらっしゃいますね。先程お電話がありまして、伝言を承うけたまわっております」

　受付フロントで部屋の鍵かぎを要求すると、従業員が言ってきた。

「電話？　誰からや？」

「はい。グリューネシカ・イーゴルヴナ・グリンカ様からでございます。お戻りになられましたら、グリンカ家のお屋や敷しきまで折り返しご連絡を頂きたい、とのことでした」

「分かった。ありがとさん」

　受け取った鍵と引き換えに千ルーブリ紙し幣へいを受付台に残す。

　イゼルは上階の部屋に戻った。

　上衣ジヤケツトを脱ぎ、領帯ネクタイを緩めてから、壁に掛かった電話機の受話器を手に取る。

　交換局の受付嬢に、自分の名前とグリンカ家の屋敷の名を告げた。

『お待たせいたしました。お繋ぎいたします』の声の後、回線が切り替わる。

『もしもし、イゼルっ？』

　どこか焦っているようなグリューネの声が耳に飛び込んでくる。

　本来なら、まず使用人が応対するだろうに。電話の前で見張っていたのだろうか。

「おう。どうしたんや今日は？　ずっと待ってたんやぞ。ロジオンとデートだったならそう言ってくれりゃ――」

『冗談言ってる場合じゃないの。ロジオンが大変なのよ』

　いつものようにイゼルのからかいに動揺しない。

　周りを気にするかのように声量を落としてグリューネは続けた。

『……詳しいことは会って話したいから、もう少ししたらそっちに行くから待ってて』

「こっちに来るって……今からか？」

『ええ。なんとか抜け出してくるから。ちょっと遅くなるかもしれないけど、待っててちょうだい』

「俺は構わんけど……」

　グリンカ家の令嬢が夜遅くに屋敷を脱走して男に会いに来るとは。

　色々と問題がある気がするが……どうも、それどころではない様子だった。

『それで、それまでの間に調べておいて欲しいことがあるの……』

　その『調べてほしいこと』を聞いてイゼルは、見ている相手もいないのに、目を見開いて驚きの表情を作っていた。

　どこか慌てるような様子で、グリューネは通話を切った。

　誰かに見つかりそうになったのかもしれない。

「…………」

　イゼルは受話器を電話機に戻すと、領帯ネクタイを締め直した。

　椅子の上に放った上衣ジヤケツトを着直す。

　確か、この旅館ホテルの裏手に古こ書しよ店てんがあったはずだ。

　そこになら、多少参考になる本が置いてあるかもしれない。

　たった今聞いた話を、イゼルは頭の中で反はん芻すうする。

　龍血族ドラコンクローフイの〈神具〉と思おぼしき、緑光を放つ大剣。

（そりゃあ、聖王剣ゲーオルギィのことじゃないか……？）

　以前、旅先で話を聞いたことがあった。

　神の力を宿す剣と、それを守護する〈三聖具〉。

　そして、それに纏まつわる伝説について――。

「ロジオン……お前、一体何やらかしたんや……？」

　思わず呟きながら、イゼルは再び、雪が舞う帝都の夜へと踏み出した。
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　黒い軍服姿のグリューネが現れたのは、結局日付が変わってからだった。

「随ずい分ぶんと遅かったやないか」

「屋や敷しきが落ち着かなくて、なかなか出てこられなかったのよ。お父様も、ドミートリィと一緒に保ほ安あん局きよくの本部に出かけていったし……」

　グリューネは寝台ベツドに腰を下ろすと、気を落ち着けるように息を吐く。

　湯沸かし器サモワールに向かうイゼルを見ながら言った。

「悪かったわね。夕食の約束破って。それに、こんな夜中に」

　イゼルは手際よく二人分の紅こう茶ちやを用意すると、小しよう卓たくに並べた。

　それから自分も椅い子すに座る。

「俺は構わんけどな。グリューネこそ大丈夫なんか？　明日の学校は？」

「行ってる場合じゃないかもね。ロジオンも当然行けるわけないし……」

「……あの阿あ呆ほうは何しとるんや。さっきの電話じゃ、龍血族ドラコンクローフイの娘と一緒に逃げたとか言っとったけど」

「詳しく話すわ」

　グリューネは今日あったことを手短に語った。

「――それで、今は特とく務む保安局が二人の行方ゆくえを追っているの。直接の指し揮きはドミートリィが執とってるけど、お父様も出向いているわ。普通じゃないわよ。ただの盗みで、保安局の局長が動くなんておかしい」

「そうやな……」

　特務保安局は、治ち安あん維い持じ、特に政治的な犯罪者の摘てき発はつを目的として設立された。

　一般的な犯罪の捜査も行わない訳ではない。

　だが、そこまで大掛かりに動くのは、少々違い和わ感かんがある。

「……ドミートリィの旦だん那なは、その剣のことを、皇こう宮きゆうに保管されていた宝ほう物もつやって言ってたんやな？」

「ええ……」

　不安に僅わずかに声を震わせながらグリューネは頷く。

　イゼルは、頭の中で少し情報を整理してから口を開いた。

「――多分、それは事実やないな」

「え？」

「いや、ドミートリィの旦那が噓うそを吐ついてたのかは分からん。そういう命令を受けただけかもしれんからな。けど、その剣が皇宮に保管されてたってことはないと思うで」

「どうして？」

「考えてもみいや。ロジオンとグリューネが手を貸してなかったらドミートリィの旦那から逃げられなかったような龍血族ドラコンクローフイの嬢じようちゃんが、皇宮の宝物庫に盗みになんか入れると思うか？」

「それは……」

　皇宮は、帝国軍の中でも優秀な近衛このえ兵へいが警護を行っている。

　容よう易いに侵入できるような場所ではない。

「じゃ、じゃあ、保安局はなんであれを手に入れようとしてるのよ」

「そんなこと俺に訊きかれても分からんて。けど、ただお宝を狙っとるわけやないのは確かやな」

　イゼルは椅子の横に置いてあった鞄かばんから、一冊の本を取り出して小卓に置いた。

「これは？」

「さっきグリューネに言われて、裏の古こ書しよ店てんで手に入れてきたんや。結構値が張ったんやで」

　彼の言う通り、それは確かに高価そうな古書だった。

　表紙は革張りで、四よ隅すみには金属の保護が当てられている。古めかしい字体の著者名と書名は、金で箔はく押おしされていた。グリューネはその字を読み上げる。

「アール・トリスメギストス『古代隠いん秘ぴ学がく大全』……あのねイゼル、私は剣の〈神しん具ぐ〉について調べて欲しいって頼んだのよ。なんでこんな胡う散さん臭い――」

「待て待て。この時期――古典復興ルネサンス期の隠秘学オカルト系の本が、〈神具〉のことを調べるには最さい適てきなんや」

「……そうなの？」

「ああ。最近の出版物やと、噓九割で書かれた『未開の地探たん検けん記き』とか、根も葉もない『龍血族ドラコンクローフイの真しん相そう』とか、そんなんばっかしで、碌ろくなもんがないからな」

「それにしたって、これは……」

「心配するな。ちゃんとお目当てのもんは載っとったんやから」

　イゼルは本の、栞しおりを挟んでおいた頁ページを開いた。

　中身はなんと手書きの写本である。グリューネはなおも胡散臭そうにそれを眺めていたが、目的の頁が現れると、目を丸くして飛びつくように指を差した。

「こ、これよっ。ロジオンが持ってた剣！　間違いないわ！」

「やっぱりそうか……」

　それは何者かが剣を縦に掲かかげている絵だった。

　鞘から引き抜かれた刃やいばの周りには、輝くような緑色の刃が纏まとわりついている。

　壁へき画がか何かの絵の一部を模も写しやしたものらしい。

　その剣を持つ人物や、他の背景などは描かれていなかった。

　グリューネは周りに書かれている文字を読もうとしたが、無理だった。

　書かれているのは、ヴァローナ語ではない。

「ねえ、なんて書いてあるの、これ？」

「あ？　ラテン語は共通科目やなかったか？」

「……苦手なのよ」

　視線を逸そらし小声で言うグリューネに苦笑し、イゼルは指で辿たどりながら訳していく。

『聖せい王おう剣けんゲーオルギィ――其それは聖王の覇は道どうの証あかしなり。

　光の力を宿し、闇を弑しいする、神に届く力を持つ剣なり。

　ダヴィドの指輪――其れは意思を司つかさどり、言葉無きものの言葉を解す。

　此これ遠き異い邦ほうにて覇を得んが為ためなり。

　カロリーナの宝ほう冠かん――其れは記憶を司り、総ての時を駆ける。

　此れ遠き過去にて真実を得んが為なり。

　マリヤの首飾り――其れは運命を司り、あらゆる生命の道を創つくらん。

　此れ聖都に留まりて世界を統すべんが為なり。

　聖王剣と〈三聖具〉。其れは総てに到る道なり。

　手に入れし者は、総てを知り、総てを解し、総てと当価値の者となる。

　喪うしないしものは戻り、求めるものは得られ、世界の総てを繋ぐ者となるだろう……』

「やっぱり胡散臭いわね」

　イゼルが読み終えても、グリューネは怪け訝げんそうな表情のままだった。

　この本への信用は彼女の中でむしろ低下したようだ。

「そもそも、龍血族ドラコンクローフイが使っていた〈神具〉って日常的なものが多かったのよね？　火を熾おこすとか、水の流れを操るとか。今のは、それとは全然違うじゃない」

「そうやな。俺らからすれば、それでも充分人じん智ちを超えた業わざやけど、その用途は生活に関わるものに限られていた、っていうのが定説やな。一般的には、ってことやけど」

「……引っかかる言い方をするわね」

　眉を顰ひそめるグリューネに、イゼルは苦笑しつつ、

「考えてもみい。〈神具〉を応用することで帝国は〈魔ま銃じゆう〉を開発したやろ。その〈魔銃〉があれだけの威い力りよくを持っとるのに、より大量の霊力を有していた龍血族ドラコンクローフイの〈神具〉がそれに劣るはずはないやろ。彼らのほうが霊力の知識も持ってたやろうしな」

「そう、ね……」

「ま、それにしてもこの文は抽ちゆう象しよう的てきやし、誇こ張ちようも含まれてるとは思う。けど、まったくの出で鱈たら目めってこともないやろ。聖王剣と〈三聖具〉は例外的な、ごっつい力を持った〈神具〉だってのは確実やないか？」

「…………」

　グリューネは口元に手をやり、床を見つめる。

　ロジオンが聖王剣を使った時のことを思い出しているのかもしれない。

「で、だ」とイゼルは頁をめくる。

「それだけなら、まだマシなんや」

「どういうこと？　まだ何かあるの？」

「大ありやな。俺としちゃ、こっちの方が気になるで」

　イゼルは写本の別の頁を開く。

　先程のような挿さし絵えはなく、全て細かい手書きの文字で埋め尽くされている。

　無言で疑問を示すグリューネに、小さく頷いてイゼルは文を読み下していく。

『……しかし、大いなる力を扱う者よ、心せよ。

　龍の末まつ裔えいたる者の力は、剣の呪じゆ詛そによりて、血となり肉となりて其の者を同どう胞ほうにせんと謀はかる。

　その力は、血となりては、顔がん貌ぼうと肉しし叢むら共に鋼はがねの如ごとき硬さとなりて、龍の身とならん。

　その力は、肉となりては、魂たましいを牢ろう獄ごくの如く縛りて狂乱させ、龍の心となさん。

　人に在らざるもの、神の恩おん寵ちようを喪いしもの、龍の忌いみ名なに禍わざわいあれ……』

　堅苦しい文を咀そ嚼しやくするのに、グリューネは少し時間がかかった。

　だが、理解した途端、彼女は目を見開いてイゼルを見てくる。

「ちょっと……噓でしょう。それって、だって……」

「ああ」

　イゼルは頷きを返す。

「ただの噂やと思っとったわ。けど、こうして書かれているってことは、実際にそういう症しよう例れいがあったんやろうな。聖王剣に限らず、龍血族の霊力が何らかの作用を及ぼしてこんな症状を引き起こすんやろ」

　彼自身も信じられない思いを抱きつつ、そこに書かれた事実を分かりやすく告げた。

「聖王剣を使い続ける者は、龍りゆう化か症しように罹かかって、いずれ人でなくなってしまうんや」
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　夜の雪原に、緑色の光こう翼よくが舞い降りる。

　翼は、水辺から一斉に飛び立つ蛍ほたるのように、光の粒となって宙ちゆうへと散った。

（……大丈夫ですか？）

「お、おう……なんとかな」

　リーザが手を離すと、ロジオンはその場に膝ひざを突いてしまった。

　一日中山を歩き回ったかのように足が震える。

　空を飛ぶことは、自分にとってはまだまだ難なん事じのようだった。

　それでもなんとか立ち上がると、ロジオンは自分が降り立ったその場所を眺ながめる。

　雪原には、道とも呼べないような道が細く延びていた。

　よく見れば分かる、という程度に、積もった雪が窪くぼんでいるのだ。

　夏の間はそこだけ草が生えないのだろう。

　整備されたのではなく、人が通ることで自然とできた道といった感じだった。

　帝都の街中に比べて、雪は激しく感じられた。風を遮さえぎるものがないせいだろうか。

　まるで冬に逆戻りしたようだった。

　そんな雪の向こうに、淡い明かりが見える。

（行きましょう）

　二人はそちらへ向けて歩き出した。

　やがて、目指す集しゆう落らくの様子が明らかになってくる。

　幾つかの小屋が、寒さに身を寄せる野の兎うさぎのように小ぢんまりと立ち並んでいた。

　中央にある空き地では火が焚たかれ、幾人かが集まって暖だんを取っている。

「リーザっ!?」

　その中の一人が、近づいてくる二人に気づき、そして彼女の名を叫んだ。

　駆け寄ってくるなり彼女を抱きしめたその人物は女だった。

　ロジオンより少し歳上といった程度、まだ少女と呼ばれるほどの年ねん齢れいだ。

　格かつ好こうは小こ綺ぎ麗れいで、青みがかった黒髪は女にしてはやや短めに切られていた。

　額の紋もん章しようは青く、リーザのものと違って左右非対称だった。

「あなたは！　一人で黙だまって出て行っちゃって！　心配したのよっ」

（…………）

　まるで母親のような口調で叱しかる相手に、リーザは無表情の顔を俯うつむける。

　ああ、とロジオンは思う。

　この少女はここでも、ロジオンに対してと同じ事をしていたのだ。

　誰にも迷惑をかけないようにと、一人で総てを背負い込もうと。

　きっと彼女は、ここに戻ってくるつもりはなかったのだろう。

　自分では使わない聖王剣を、わざわざ持ち歩いていたことからも、それは明らかだ。

（ロジオン）

　リーザが言ってくる。

（テレーザに伝えてください。私はロジオンに『あの絵』を見せに来たのだと。そう言えば、通じますから）

「……分かった」

　ロジオンは、なおもリーザに言葉を続けようとしていた少女――テレーザに言う。

「あのな。リーザは俺に――」

「あなたは何なのよ」

　ロジオンを遮さえぎって、テレーザは剣けん呑のんな声を響かせた。

　手に持った農具を武器のように掲かかげ、斬り込むような鋭い視線で睨にらんでくる。

「服装からして、帝国学院に通うお坊ぼつちゃんってところかしら？　ここはね、あなたみたいな人間が来るような場所じゃないわよ。どうやってリーザを丸め込んだのかは知らないけど、さっさと立ち去りなさい」

　敵意が剝むき出しの口調でそう言ってくる。

　その目には、聖域を荒らす異い教きよう徒とに対する狂きよう信しん者しやのような危機感が宿っていた。

　それが過剰な反応だと笑うことなど、できるはずもない。

　ロジオンは、彼女の警戒を解とくように両手を広げると、

「待ってくれ。俺はあんたらをどうこうしようと思ってるわけじゃない。リーザが俺に見せたいものがあるって言うから、連れてきてもらっただけだ」

「見せたいもの……？」

「リーザは『あの絵』と言えば通じるって言ってるが」

「……っ！」

　テレーザは驚きの表情でリーザに目を向ける。

　彼女が小さく頷くのを見て、再びロジオンに視線を戻した。

「あなたは……。そもそも、どうしてリーザがそう言ってるって分かるの？」

「これのお陰だ」

　ロジオンは左手の薬指に嵌はめた指輪を示してみせる。

　それを見て、テレーザはまた驚きの表情を浮かべる。

「それは、ダヴィドの指輪……？　それじゃあなたが、リーザが捜していた……？」

「ああ」

　ロジオンは頷きを返し、確認するように問う。

「あんたも知ってるんだな。この指輪……それに、このゲーオルギィと〈三聖具〉のことを？」

「…………」

　テレーザは、暫しばらくその問いには答えずにロジオンを睨んでいたが、やがて諦めたように溜ため息いきを吐くと、ロジオンに向けたままだった農具の先を天へ差し向けた。

「……龍血族ドラコンクローフイなら誰でも名前くらいは知ってるわ。それは、あたしたちの希望なんだから」

「希望……か」

　再び現れたその言葉を、ロジオンは自分でも繰り返す。

　テレーザは背を向けると、集落の中へと歩き出した。

「ついてきて」

　ロジオンはリーザと共に、彼女の背を追いかけた。

　簡単な造りの木の柵さくの隙すき間まを通る。

　随ずい分ぶんと小規模な集落だった。村とすら呼べないかもしれない。

　人口は百人を超えることはないだろう。

　中央の、広場のようになっている所で火が焚かれていて、三人の男がいた。

　二十代の半ばと言ったところだろうか。全員、やはり手に農具を持っている。

　恐らく、野犬や狼おおかみを追い払うための武器なのだろう。

　皆、テレーザ同様、それなりに格好を整えている風だった。

　男たちはテレーザに続いて現れたロジオンに警戒の視線を向ける。

　が、リーザの姿を認めると、途端に手にした農具を放り出して彼女を取り巻いた。

　皆、それぞれに彼女の無事に安あん堵どする言葉をかける。よほど慕したわれていたらしい。

　中には、ロジオンには聞き取れない言葉を話している者もいた。

　ヴァローナ語を話せない者もいるのだろう。

「ほらほら」

　と、いつまでもリーザを解放しない男たちに、テレーザが手を叩く。

「みんないい加減にしなさい。あたしはリーザとこの男をあそこに連れてくから、見張りを頼むわよ」

　男たちから不満の声が上がる。

　テレーザが一いつ喝かつすると、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で農具を取りに戻った。

（なんだかグリューネみたいだな……）

　ロジオンはふとそんな風に思って、内心で苦笑する。

　テレーザは集落の奥に向かって歩いていく。

「…………」

　彼女について、焚き火の横を通り抜ける。

　その間中、ロジオンは刺すような視線を浴び続けた。

「気にするな、とは言わないわよ」

　彼らからある程度離れたところで、テレーザが言ってくる。

「みんな、大たい概がい帝国の人間には酷ひどい目に遭わされてるの。もしあなたが、あたしと一緒じゃなければ、今頃なぶり殺されててもおかしくないわ」

「……ああ、そうだろうな」

　ロジオンがそう答えると、テレーザは怪訝そうな表情を向けてきた。

「な、なんだよ」

「あなた……何か変わってるわね。帝国民って大抵、龍血族ドラコンクローフイは虐しいたげられて当然、みたいな顔してる奴が多いのに」

「ああ。俺は――」

　とロジオンは簡単に説明する。

　二年前に記憶を喪ったこと。

　そのため、龍血族ドラコンクローフイに対する感覚も、他の帝国民とはだいぶ違っていることを。

「……なるほどね」

　テレーザは得とく心しんしたように頷き、直後に小声で漏らした。

「じゃあ別に、具体的に何か見てきたわけでもないのね」

「何だって？」

「いえ……こっちよ」

　テレーザは話を打ち切ってしまった。

　そのまま彼女は二人を、集落の反対側へと連れて行く。

　小屋の並びが途切れた先には壁のような崖がけが立ちはだかっている。

　そこに、洞どう窟くつが口を開けていた。

　奥には、赤く揺らめく、炎の輝きが灯っているようだった。

「ここよ」

　告げて、テレーザはその洞窟に入っていく。

　ロジオンは少し躊躇ためらうが、リーザに無言で頷かれ、後に続いた。

　さして長い洞窟ではなかった。

　分ぶん岐きもなく、真っ直ぐに延びている。

　ただ、奥に行くに従い、天井が高くなり、横幅も広がっていく。

　最奥部に達する頃には、かなりの広さの空間が現れた。

「これは……」

　その光景に、ロジオンは思わず息を呑んだ。

　古代の教会を思わせる場所だった。

　十じゆう字じ教きようがまだ迫害を受けていた時代の、山を削って密やかに造られた聖せい堂どうを。

　左右の壁を削り出して造られた台に蠟ろう燭そくが置かれ、静せい粛しゆくな空間を照らしている。

　正面の壁には、ヴァローナ聖教で見られるような十字架像や聖壁イコノスタスではなく、幾いくつもの古い壁へき画がが飾られていた。

　洞窟の壁に直接描かれたものではない。

　どこか別の場所で描かれたものを、壁を切り出してここへ運び、安置したのだ。

　大きさも、絵柄も、恐らくは年代も異なる、幾十もの絵。

　それが、壁一面に雑ざつ然ぜんと並べられているのだった。

「この集落にはね」

　テレーザが言ってくる。

　声は洞窟の中で反響して、まるでここではないどこかから聞こえるようだった。

「大陸のあちこちから連れてこられた龍血族ドラコンクローフイが住んでるのよ。帝国は、あたしたちに仕事を与えると言って、血の繋がりも、土地との結びつきも無視して移住を強制する。自分たちが必要な数の労働者を、必要な場所に供給することにしか興味がないのね。そうしてここには、大陸中の龍血族ドラコンクローフイが、無人になってしまう故こ郷きようの遺い跡せきから持ってきた絵が集まったというわけ」

　ふふ、とテレーザは皮ひ肉にくげな笑みを浮かべた。

「おかしいわよね。帝国のそんな事情がなければ、これらの絵はこうして集められることもなく、各地の遺跡で風化するのを待つだけだった……。千年前にヴァローナ帝国がバラバラにしたあたしたちの歴史の記憶を、また帝国がこの地に集めたのよ」

「…………」

　ロジオンは答える言葉を持たなかった。

　リーザも、何も言うことなく眼前の光景を眺めている。

「ま、いいわ。今はそんなことを言っても仕方ないわね」

　と、テレーザは、壁画の一つに向かっていく。

「……リーザがあなたに見せたいのなら、多分これが一番分かりやすいんじゃないかしら。ね、リーザ？」

（…………）

　テレーザの問いかけに彼女は無言で頷いた。

　ロジオンはリーザに視線で促うながされ、テレーザが示す壁画に目を向ける。

　胸元辺りの高さにある、周りに比べて少し大きめの絵だった。

　年代も比較的新しいようで、描かれた線が濃い。

　そこには、僅わずかに抽象化された絵だけが描かれている。

　龍血族ドラコンクローフイは文字を持たないという事実を、ロジオンは思い出していた。

「これは……」

　絵の中央には、大剣が描かれていた。

　天へと鋒きつさきを向ける刃には、緑色の刃が周りに配されている。

　明らかに、ロジオンが持つ聖王剣ゲーオルギィを表していた。

　豪ごう奢しやな衣装を身に纏まとった男が、剣を手にしている。

　男の周りでは、無数の人々が、その男を崇あがめるように見上げていた。

　男は聖王剣を掲げ、何かを宣言するように天に目を向けていた。

　彼の手の指の一つに、指輪が嵌はめ込まれている。

　それもまた、ロジオンが持つものと同じ――。

「――ダヴィドの指輪」

「そうよ」

　テレーザが告げる。

「そして、この方が頭に戴くのがカロリーナの宝ほう冠かん。首から提さげているのがマリヤの首飾り。それらが〈三聖具〉と呼ばれる、聖王剣と共に王が持つべき〈神具〉よ」

「〈三聖具〉……」

　ロジオンは、改めて男の装そう身しん具ぐを眺める。

　カロリーナの宝冠は、聖堂の豪奢な円屋根ドームのような形だ。

　正面に霊石らしき赤い石が埋め込まれている。

　マリヤの首飾りは、男の胸辺りを鎧よろいのように覆うほど大きい。

　中央に黄色い霊石があった。

　指輪と聖王剣のものも合わせ、力を帯びた四つの石は、光を放つように淡く自身の色を周りに滲にじませていた。

　テレーザが言う。

「この方は聖せい王おうリューリック。正統なる龍の末まつ裔えいにして、ヴァローナ帝国によって滅ぼされた王国の最後の王。そして、聖王剣と〈三聖具〉を生み出したとも言われている」

　そう言われれば、男には統とう治ち者しやらしい風格がある。

　額に輝く紋章も、背に広がる光翼も、勇ゆう壮そうとして威い厳げんを感じさせた。

「……これが希望、なのか」

　そう呟きながら、ロジオンは口を閉ざしたままのリーザへと顔を向ける。無表情で佇たたずむ彼女へと、問いをぶつける。

「もしかして、お前の言っていたのは、こういうことなのか？　この聖王剣と〈三聖具〉で龍血族ドラコンクローフイの王国を復活させたいっていう……」

（そんな大それたものではありません）

　そう答えるリーザは、しかし首を縦に振ることはしなかった。

　彼女はロジオンの横を擦すり抜け、壁画の前に立って言う。

（ただ、私は以前のような生き方を取り戻したいだけなのです。きっと、多くの人々がそう願っています。広こう大だいな領土も、目の眩くらむような繁はん栄えいも、欲しくなどない……ただ、私たちが私たちとして生きられる、龍血族ドラコンクローフイが龍血族ドラコンクローフイとして認められる、そんな当たり前の居場所が欲しい――私が願うのはそれだけなのです）

　あまりにもささやかな願いだとロジオンは思う。

　だが――それすらも、今の彼らは奪われているのだと、そうも思った。

（聖王剣と〈三聖具〉はそのための力であって欲しい。敵を斃たおすための武器ではなく、私たちの居場所を護るための盾たてとして、あってくれればいいと。そしてこれを旗印にして、龍血族ドラコンクローフイの皆が元のように生きていく世界を取り戻せたらと、そう願うのです）

　そして彼女は、身を振り向けてロジオンを見た。

（それが――私の『希望』です）

「…………」

（この希望のために、あなたは私に力を貸してくれますか？）

　緑色の両眼で真っ直ぐに彼を見つめ、リーザはそう問いかけてきた。

　ささやかな願い。

　にも拘らず、それはあまりにも困難な希望だった。

　相手は強大だ。数も、持てる力も、何もかもが圧倒的に上回るだろう。

　ヴァローナ帝国は今や、並み居る西側の列れつ強きよう諸しよ国こくすらも封ふう殺さつできる。

　その気になれば、龍血族ドラコンクローフイをこの世から消滅させることすら不可能ではないだろう。

　正直に言えば、絶望的だ。

　常識的に判断すれば、できるはずがないと答えるしかない。

　――だが。

「……面白い」

　何か、腹の底に湧わき上がるような熱を感じる。

　同時に、胸の奥で、何かが綺麗に当て塡はまるような静かな納得も抱いていた。

　やはり、ロジオンの考えは変わらなかった。

　聖王剣という力を得て。

　リーザという意味を抱えて。

　ようやく自分の、進むべき道を見つけることができた。

　自由を感じ、行ける所まで行こうと思った、その行き着く先が示された。

　リーザというこの龍血族ドラコンクローフイの少女が、示してくれたのだ。

（やってやろうじゃねえか）

　自分を焚たきつけるように、ロジオンは思う。

　道程は遼りよう遠えんだ。

　だが、それに相応ふさわしく、手にした力は巨おおきく重い。

　それ故ゆえに、挑む甲か斐いがあると感じた。

「その考え、気に入ったぜ、リーザ」

　ロジオンは、笑みを浮かべて彼女に告げる。

「いいぜ。俺はお前に力を貸す。この剣をもって、〈三聖具〉を集め、お前たちが生きるための居場所を手に入れる……いや、取り戻すんだ」

（ロジオン……）

　リーザは、哀しむように顔を歪めると、その表情を隠すように深々と頭を下げる。

（……ありがとうございます）

　それはきっと哀しみではないのだろう。

　彼女の声を聞けるロジオンは、そう思うことができた。

　そしてリーザは――。

（……っ）

　不意に、緊張の糸が途切れたかのように身を揺らし、

「リーザ!?」

　頽くずおれるようにその場に倒れた。ロジオンとテレーザは駆け寄るが、間に合わない。

　彼女は冷々とした洞窟の岩肌の上に、力なく身を投げ出してしまう。

　どこか苦しげに息を吐く彼女は、またいつもの無表情に戻っていた。

　白い肌が、赤く染まっている。

　それは、周りで揺らめく蠟ろう燭そくの炎のせいだけではないだろう。

　そのままリーザは、眠るように目を閉じた。




　　　＊




「随ずい分ぶん無理してたんでしょうね、きっと」

「……ああ」

　突然倒れたリーザを、ロジオンとテレーザは二人で抱え、小屋の一つに運び込んだ。

　テレーザが、先程の男たちと共に布をかき集めて寝ね床どこを作り、彼女を寝かせた。

　土が剝むき出しの床に作られた炉ろに火を入れ、男が一人見張り番についてくれた。

「何かあったら呼んでちょうだい」

　と男に告げて、テレーザはロジオンを外に連れ出した。

　雪は既すでに止んでいた。

　焚き火の所に戻ると、そこにも男が一人見張りに残っていた。

　テレーザは彼に声を掛ける。

「交代するわ、ユーリ。あなた、明日は早かったでしょ？」

「良いのか？　俺は有あり難がたいが……」

　言いながら、ユーリと呼ばれた男はロジオンの方を気にして盗み見る。

「大丈夫よ。こいつはリーザが信用して連れてきた奴だからね。それに――他の帝国民とはちょっと違うみたいだし」

　そう言うと、テレーザもロジオンの方を見てくる。

　ロジオンは思わず苦笑した。

　確かに、先程の発言を聞いた後では、誰でもそう感じることだろう。

　ユーリはその様子を見て頷いた。

「……分かった。何かあったら呼んでくれ」

　彼は農具を雪の上に突き刺して、焚き火の元を去っていった。

　テレーザは焚き火の横の木台に置かれた杯カツプを手に取る。

　酒さか瓶びんから蒸留酒ウオツカを注そそぎ込む彼女の慣れた手付きを眺めながら、ロジオンは言う。

「あんたにも、信用されたと思っていいのかな、これは」

「まあ、そうね」

　テレーザは、溜息と苦笑を同時に零こぼしながら言う。

「帝国貴族のお坊ちゃんが、龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻す！　……なんてね。裏があるならもっとそれっぽい言葉を並べ立てるでしょ。馬鹿馬鹿し過ぎて、疑う気にもならないわよ」

「褒ほめてんのか貶けなしてんのか……一応言っておくが、俺は貴族じゃねえからな」

「――そうなの？　そんな格好してるのに？」

「確かに帝国学院の生徒は貴族の子し女じよが多いけどな。そうじゃない奴もたまにはいるんだ。どっちかと言えば俺も、その貴族のお坊ちゃんに馬鹿にされてる側だぜ」

　表向き、貴族も平民も平等に学ぶべし、が学院の旨むねだ。

　しかし、階級の壁は目に見えないながら明確に引かれていた。

　ロジオンの場合は、グリンカ家の令れい嬢じようと親しくしていることと、実技の成績が群を抜いていることが、妬ねたみの対象になっていたせいもあるだろう。

「ふぅん……言われてみりゃ、あなた、貴族って顔ではないわよね」

「どういう意味だ……」

「そのまんまの意味よ。ほら」

　テレーザは杯カツプを寄よ越こしてきた。

　何か馬鹿にされている気もしたが、貴族扱いされるよりはいいか。

　そう思いつつ、ロジオンはそれを受け取る。

　一口含む――途と端たん、思いもよらない刺激が口内に広がって、ロジオンは咳せき込んだ。

「……っ、なんだこれっ。唐とう辛がら子しと胡こ椒しようが入ってるぞっ」

「はっはっは！　香辛料酒ペルツオフカは初めて？　どう、温まるでしょ？　あはははは！」

　苦しむロジオンを見て、テレーザは大笑いする。

　ヴァローナの人間なら、暖を取るための蒸留酒ウオツカは子供の頃から口にしている。

　が、ロジオンは必要以上に酒精アルコールを飲むことはなかった。

　当然、香辛料酒ペルツオフカなど初めてだ。

「こいつは見張りの人間用に特別に買った品なのよ。有難く飲むことね」

　そう言ってテレーザは、また一ひと頻しきり笑い出す。

　ロジオンは彼女を睨みながら二口目を飲む。今度は咳き込まなかった。

　酒精アルコールと香辛料スパイスとが相そう乗じよう効こう果かで身体を温めてくれる。

　その様子を見ながら、テレーザは、自分も杯カツプの中身を飲みつつ言ってくる。

「しかし……本気なの、リーザは？　龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻すなんて」

「そうなんだろうぜ。そのためにあいつは、一人で帝都に乗り込んできて、特務保安局から逃げ回りながら、指輪を探してた。俺が手伝うって言わなくたって、やるつもりだったんだ」

　初めはむしろ拒絶されていた、とは言わないでおいた。

　テレーザは派手な溜息を吐くと、

「まったく――アヴローラさんの遺ゆい言ごんで〈三聖具〉を集めようとしてるだけだと思ったら、そんなこと考えてたなんてね。意外だわ」

　アヴローラ、というのはリーザの母親の名だろう。

「……やっぱり、あんたたちも、あいつの意思は分からないのか」

「身振り手振りで伝えられる程度のことならなんとかなるけどね。それ以外は無理よ。あたしたちも、リーザも、ヴァローナ語の文字は殆ほとんど分からないし」

「…………」

「それでもアヴローラさんがいる間はまだマシだったんだけどね。リーザ一人になったら、本当に困った。こちらの言うことに、首を振ったりして答えることはできるんだけど、リーザ自身はあたしたちに何も伝えられない。それはきっと凄すごく辛くて――でも、本当に辛いのかどうかも……あたしたちはリーザの助けになれているのかどうかも、分からなかった。

　だから、リーザがあの剣を持っていなくなっちゃった時は、ちょっと落ち込んだわ。あたしたちは、何か間違ってたのかもしれないって。でも、それで良かったのかも。リーザはあなたを見つけられたんだから」

「いや……」

　ロジオンは緩ゆるく首を横に振る。

　きっと、ここに住む者たちは、間違ってなどいなかったと思う。

　きっとリーザは、ここで仲間たちに大切にされていたからこそ、自分の言葉や感情よりも、彼らの居場所を取り戻したいと、思うようになったのだろうから。

　そんな風に伝えると、テレーザはどこか恥ずかしそうに笑みを浮かべた。

「そうかな……そうだったらいいけどね」

　きっとそうだ、と思った言葉は、ロジオンは言わないでおいた。

　自分がここで言うよりも、リーザ本人の想いを、後で伝えたい。

　その方が彼らにとっては、ずっといいだろう。

「あら、ポーレチカ。どうしたの？」

　不意に、テレーザがそんな名を呼んで、ロジオンは視線を向ける。

　いつの間にか、焚き火の向こうに幼い少女が立っていた。

　まだ三歳か四歳といったところだろうか。

　身体を掛布プラトークで覆い、眠たげな目を擦こすっている。

「騒がしくて、目が醒さめちゃったのかしらね」

「……誰かがリーザって言ってた。リーザが帰ってきたの？」

　少女――ポーレチカは呟くようにそう言った。

　焚き火を迂う回かいしてテレーザの足にしがみつくように腕を回す。

　ロジオンの方を一瞬だけ見てきた。

「……この人、誰？」

「お客さんよ。怖い人じゃないから、大丈夫」

「……ふぅん」












　それきり、ポーレチカはロジオンに視線を向けない。

　興味がないというより、意図的に見ないようにしている雰囲気だった。

「ね、リーザは？」

「大丈夫。帰ってきたわよ。でも今は寝てるから、明日起きたら会いに行きましょう」

　さ、もう戻りなさい、とテレーザが背を押す。

　ポーレチカは小屋の一つへと戻っていった。

　ロジオンとは、最後まで目を合わせようとはしなかった。

「……色々と怖い目に遭っててね、龍血族ドラコンクローフイ以外の人間が苦手なのよ」

「そうか……あんたの子供なのか？」

　ロジオンが問うと、テレーザは小さく吹き出した。

「何言ってるのよ。全然似てなかったでしょ」

　確かに、テレーザは青みがかった黒髪で、ポーレチカは綺麗な金髪だった。

　それに顔立ちも違う。

「ここにはね、血の繋がった家族なんて殆どいないのよ。あの娘この両親は、帝都の工場で働いてたんだけど、工場の金を盗んだって疑いを掛けられて、逃げる途中に保安局に射しや殺さつされたわ」

「……っ」

「ポーレチカは、あたしが働いてる酒場トラクチールの裏手に捨てられてた。保安局から逃げる時に、知り合いのあたしに預けたかったんでしょうね。で、まあ、さっきのあいつ、ユーリと三人で家族ごっこみたいなことをしてるのよ。あたしは母親って柄がらじゃないけどね」

　いいとこ姉よね、と言いながらテレーザは杯カツプの酒を飲み干す。

　ポーレチカの両親が、本当に金を盗んだのかどうかなど分からない。

　しかし、無いかもしれない『罪』に対して『罰ばつ』は下されるのだ。

　そしてポーレチカのような子供が、その『罰』の巻き添えになる。

「くそっ……」

　ロジオンは思わず毒づく。

　きっと帝都には、そんな境きよう遇ぐうの者が幾らでもいるのだろう。

　その一つ一つの事実を、その時彼らが感じた思いを、ロジオンは知らない。

　テレーザが言った通りだ。

　帝国民の、龍血族ドラコンクローフイに対する歪んだ感情には気付いている。

　だが、歪みをその身に浴あびる恐怖を、絶望を、ロジオンは知らない。

「ねえ、あなた、なんて名前なの？」

　そう問われて、ロジオンは自分が名乗っていなかったことに今更のように気づいた。

「ロジオンだ。ロジオン・ロジオーノヴィチ・ロジオノフ」

「ふぅん……ごめん、姓せいの方は憶えられそうにないわ。ロジオンでいいかしら？」

「ああ」

　ロジオンは頷く。

　龍血族ドラコンクローフイは姓を持たない。

　それは、全員が等しく龍の末裔だという同族意識があるからだろうか。

「ロジオン……あたしはね、あの剣が希望だっていうリーザの言葉に、そこまで賛さん同どうはできない」

「そうなのか？」

「龍血族ドラコンクローフイの居場所を作るのに一体どれだけの時間がかかるの？　それに、たとえいつかそれが実現できても、帝国はきっとまた踏み躙にじってくる。そしたらそのたびにまた新しく作り直すの？　そんなことを続けていたら、リーザはいつかボロボロになっちゃう。そうでしょう？」

「……そうかもしれない。でも――」

「分かってるわ。きっとリーザも理解している。そして理解した上でやろうとしてる。そういう子だってことは、あたしだって分かってるわよ」

　テレーザは諦めるような口調で言った。

「それにね、聖王剣と〈三聖具〉を手に入れれば、リーザは言葉と感情を取り戻せるかもしれないって、アヴローラさんは言ってた。龍血族ドラコンクローフイの居場所はともかく、それは、取り戻して欲しいじゃない」

　だからね、と彼女は言う。

「だから、ロジオン。あたしはお願いするわ。あの子を護ってあげて。〈三聖具〉を探す旅はきっととても孤独なものになる。あの子が、心の支えになるほどに信用できるのは、その指輪で話すことができるあなただけだと思うから。リーザに何があっても、ずっと傍そばにいてあげて」

「……もちろんだ」

　ロジオンはそう答え、杯カツプに残っていた香辛料酒ペルツオフカを飲み干した。

　元よりそれだけの覚悟をしたつもりだ。

　龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻す――それは、帝国に喧けん嘩かを売ることに等しい。

　その理由が、あの少女を護ることなら、何の不満もないとロジオンは思った。

　テレーザは、そんなロジオンの顔を眺め、満足そうに小さく笑った。

　杯カツプの中身を飲み干すと、ロジオンの背中を勢い良く叩いてくる。

「いてっ！　……何すんだよ？」

「気分が良いからもっと飲みな、って言いたいところだけど、あなたはそろそろ寝なさい」

「あ？　けどあんたは？」

「あたしはいつもこうして見張りやってるからいいのよ。もうちょっとしたら交代だしね。あなたは、しっかり休んで旅に備そなえるの。分かった？」

「分かったよ」

　ロジオンは苦笑しながら答える。

　先程も思ったが、テレーザは妙に彼の幼おさな馴な染じみの少女に似たところがあった。

「そうだ」

　ふと思いついて、ロジオンは問う。

「〈三聖具〉を探すなんて言ってるが、どこにあるか全然知らないんだ。龍血族ドラコンクローフイの間にはそういうのに纏まつわる伝説みたいのはないのか？」

「伝説っていうのとは、ちょっと違うと思うけど……」

　テレーザは木台に肘ひじを突きながら答える。

「元々〈三聖具〉は聖王剣と一緒に東の方の遺跡にあったそうよ。宝冠と首飾りはどうなったか知らないけど、そこに行けば手がかりがあるかもしれないわね。リーザもその辺りの村から連れて来られたのよ」

「……東の方っていうと、どの辺りだ？」

「さあ。ただ、その村の近くに作られていた街を、帝国軍の兵士がヴォストックって呼んでいたそうよ。アヴローラさんが話していたわ」

「ヴォストック……」

　それは、帝都から約八千ヴェルスタの彼方かなたにある、帝国最東端の開かい拓たく都と市し。

〈領りよう土ど拡かく大だい戦せん争そう〉の最後の戦いが行われた果ての大地。

　そして――ロジオンの父親が戦死した地だった。

「……どうかした？　大丈夫？」

「あ、ああ。何でもない」

　怪け訝げんそうな顔で問われ、ロジオンは慌てて答えた。

　ロジオンの父親は確かに『英雄』と称されるほどの軍人だった。

　だが、リーザたちの苦く境きようが、彼一人の責任というわけでもない。

　ましてロジオン自身は全く無関係だ。

　しかし、そう割り切ることは簡単ではなさそうだった。

　ロジオンは、蜘く蛛もの巣のように頭に引っかかってしまったその事実を振り払うように頭を振ると、テレーザに手を振って焚き火の元を去った。
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　熱い……。

　まるで熱ねつ湯とうに浸つけられているかのような不快な微睡まどろみの中で。

　リーザは、自分の記憶の中にある、その光景を見ていた。

　まるで他人が演じる劇げきを見ているかのように。

　自分はただ観客のように、それを見ている……。




　リーザたちの村が焼かれた。

　炎と血の赤に満ちた故郷は、もはや彼女の知らない土地だった。

　濃こ緑みどり色の服を着た、帝国の軍人たちが、皆を大きな馬車に乗せていく。

　子と親が、夫ふう婦ふが、兄弟が、別々の馬車に乗せられ引き離されていく。

　そんな中、リーザは母と同じ馬車に乗ることができた。

　一人一つ物を持つことが許された。

　母は大切に仕舞っていた宝剣を布袋に包んで持ち込んだ。

　リーザは指輪を持たされた。

　長い旅が続いた。いつまで続くのか、馬車に押し込められた誰にも分からなかった。




　ある日、どこかの街で突然、リーザは母と共に別の馬車に移された。

　これまでとはまるで違う、見たこともない立派な馬車。

　屋や根ねには綺き麗れいな、翼を広げた鴉からすの飾りが載っている。

　椅子も柔らかく、小さな暖だん炉ろまで付いていた。

　これまで乗っていた馬車とは別の方向へ、その馬車は走り出した。

　何があったのか訊いても、母は答えてくれなかった。

　ただ、哀しそうな顔で、

「何があっても、誇ほこりだけは失わないで」

　とそう言っていた。

　語りたいことが沢山あるようだったけれど、母は何も教えてくれなかった。

　外で馬を操る兵士に聞かれたくない様子だった。




　程なくして馬車は、大きな街へとやってきた。

　見たこともない巨大な石の建物が立ち並ぶ、そこは帝国の中心地らしかった。

　その日は雪が降り続いていた。

　馬車が街へ入った夜には、道路も、建物も、景色は白く染め上げられていた。

　馬車は速度を落とした。もうすぐ目的地に着くのだろうと思った。

　御者が馬車の小窓を開けて、声を掛けてきた。

「コウテイヘイカは既に皇宮に居らっしゃるそうだ。挨あい拶さつの準備でもしておくんだな」

　どこか下げ卑びた口調で、彼はそう言った。

　コウテイヘイカとは誰なのだろう。

　なぜ私たちはその人物の所へ連れて行かれるのだろう。

　母は、なぜ哀しそうな、それにとても悔くやしそうな顔をしているのだろう。

　リーザには分からなかった。




　母は静かに話し始めた。

　皇帝陛下とは、ヴァローナ帝国で一番偉い人物であること。

　あの日、その人物がリーザと母を見かけ、皇宮へ連れてくるように命じたこと。

　その事が、どういう意味なのかを。

　リーザは呆ぼう然ぜんとして母の話を聞いた。

　この、帝国と呼ばれる土地が、自分たちの村とはまるで違う世界なのだと。

　その異常さを、その歪んだ姿を突きつけられた。

　そしてもう自分は、そこで生きるしかないのだと。

　村は焼かれた。父は殺された。皆は、互いに何処へかも分からずに連れて行かれた。

　もう、戻るべき場所は残っていないのだ。

　訳の分からない塊かたまりのようなものが、リーザの身体の中に満ちていく。

　それは彼女の思考を乱し、心を荒らし回る。

　これまで彼女が少しずつ積み上げてきた何かを、滅め茶ちや苦く茶ちやに壊していった。

　繋がりが、喪われていく。

「……あ、うぁ」

　母に、何かを言おうと口を開いた。

　けれど、声が出せなかった。

　これまで普通に発していた言葉を、口にすることができなかった。

　それでも彼女は、それを喪いたくないと必死になって――。

「リーザ……？」

「ぅう、あぁあ……っ」

　直後。

　激しい音が響き渡って、衝撃が二人を襲った。

　目を焼くような閃光。

　全身を振り回されるような感覚。

　そして――。




　その衝撃が、リーザが必死に繋ぎ止めようとしていたものを、完全に喪わせた。
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　騒がしさを感じて、ロジオンは目を醒ました。

　部屋の中央にある炉の火は消えていて、小屋はかなり寒い。

　身体が冷えていた。しかし、疲れは多少緩かん和わしたようだ。

　リーザが寝ている小屋の、隣にある建物だった。

　あちらは狭く、二人が横になれる余裕がなかったのだ。

　壁の上の方にある、木板が嵌め込まれた窓の隙間からは、薄く陽が射し込んでいる。

　どうやら夜が明けつつあるようだった。

　立ち上がり、ロジオンは壁に立てかけてあった聖王剣を手に取る。

　感じた騒がしさは、この集落の住民が活動を始めたためだろうか。

　郊外に住む龍血族ドラコンクローフイの多くは農業に従事させられている。

　その朝は、帝都市民に比べれば遙はるかに早い。

　軽く挨拶をして、それからリーザの様子を見に行こう。

　そんな風に考えながら、ロジオンは小屋を出る。

　戸を引き開け、まだ靄もやの立ち込める外に足を踏み出したのと、ほぼ同時。

　乾かわいた銃声が、高らかに彼の耳を打った。

「っ！」

　一気に全身が緊張した。

　ロジオンは即座に眠気を排除する。

　それから音の聞こえた方へ意識を向けつつ移動。

　昨夜、テレーザと話をしていた、焚き火のある広場の方だった。

　悲鳴、そしてそれを抑え込むように、再び幾発かの銃声。

　その間にロジオンは、広場を取り巻く小屋の一つに辿たどり着く。

　その手前に身を潜め、様子を窺うかがう。

「あいつら……っ！」

　黒こく衣いの死しに神がみたちがいた。

　地平線の朝あさ陽ひが、雪と、立ち込める靄に乱反射して無数の光点を生み出している。

　その、何処か幻げん想そう的てきな光景の中に彼らは、実体の無い霊れい魂こんのように佇たたずんでいた。

　否、それは確かに現実の風景だった。

　靄よりも明めい晰せきに、〈魔銃〉の銃口から立ち昇る硝しよう煙えんが見える。

　その臭いがロジオンの所まで漂ってきて鼻を突く。

　そして何より、その発砲の結果は明確に、華々しい程の鮮せん赤せきを伴って、雪の上に幾つも倒れ伏していた。

　屍し体たいだ。

　まるで打ち捨てられたように無む惨ざんに、雪の上に男たちの身体は投げ出されていた。

　中にはまだ四し肢しの何処かを震わせている者もいる。

　しかし、白い雪を溶かして広がる鮮血の量は、彼らがもはや死へと向かうしかないことを示していた。

　男たちの中には、あのユーリの姿もあった。

　風が吹き、靄を払う。

　そして、その場にいる人々の姿が顕あらわになった。

　倒れる男たち以外にも、集落の住人の多くが、広場に集められていた。

　朝の炊すい事じのために起き出していたのか、女性、それに子供が多い。

　龍血族ドラコンクローフイを取り囲むように、数人の特務保安局員が銃を構えて立っている。

　そして少し離れたところには、

（ドミートリィ……っ）

　嘲あざけるような笑みを浮かべた土色の顔の男を見て、ロジオンは憎むように歯は嚙がみした。

「全く余計な手間を掛けさせてくれる……」

　苛いら立だたしげな、しかし一方で愉たのしむような響きも混じった声。

　そして、ドミートリィは足元の人間に目を向けた。

　テレーザだった。

　二人の保安局員によって雪の上にうつ伏せに押さえつけられていた。

　しかし泥に汚れた顔だけは、敵意を失うことなく相手を睨にらんでいた。

「聖王剣はどこにある？　答えろ」

「…………」

「答えろと言っている！」

　沈ちん黙もくを守るテレーザに、ドミートリィは躊ちゆう躇ちよなく〈魔銃〉の銃じゆう床しようを振り抜く。

「ぐっ……」

　額を打ちつけられたテレーザは小さく声を上げる。

　青みがかった黒髪の隙間から、血が垂れるのが見えた。

（くそっ……）

　どうしてここが分かったのだろう。

　雪原に降り立つ所を誰かに目撃されていたのか。

　しかし、今その原因を追及している場合ではなかった。

（あいつらの目的はこの剣だ。だったら……）

　ロジオンは聖王剣を持ち替え、いつでも抜けるように構える。

　そして小屋の壁から身を出そうとした。

　しかし――。

「ぐっ……!?」

　突然、猛烈な眩め暈まいに襲われ、立っていられなくなる。彼はその場に膝を突いた。

　おかしい。何だこれは。身体が熱い。酩めい酊ていしたように意識が朦もう朧ろうとして、視界が歪んで酷く狭かった。

　広場では、ドミートリィが尋じん問もんを重ねている。

「もう一度だけ訊く。聖王剣はどこだ」

「……知らないわよ」

「そうか。だったらもう黙れ」

　ドミートリィの視線が、真っ直ぐにテレーザの頭に向けられた。

　銃口は外れているが、あれは魔銃――〈リップヴァーン〉。

　その銃弾は彼の意思に従って狙い撃たれる。

　そして彼は、引き金に掛けた指に力を込めようと――

「やめてよぉ！」

「っ！　何だ貴様、放せ！」

　――その腕に、小さな身体がしがみついていた。

　ポーレチカだ。

　いつの間に他の龍血族ドラコンクローフイの中から抜け出してきたのか。

　まだ小柄な少女は、全身で男の腕を押さえる。

　その上〈魔銃〉を持つ手に嚙みつこうとした。

「この、餓が鬼きが！」

　ドミートリィはそれを造ぞう作さもなく引き剝はがす。

　ポーレチカは捨てられるように地面に落ちた。

「龍血族ドラコンクローフイが触れるな、穢けがらわしい」

　吐き捨てるように言うドミートリィ。

　その視線が、今度はポーレチカに向いた。

「……や、めろ……」

　ロジオンは何とか足に力を入れようとする。

　しかし異様な酩酊感が収まらず、泥濘ぬかるんだ泥に滑り、立ち上がることも叶わない。

「ふん」

　ドミートリィが鼻を鳴らす。

　銃声の響きと、

「ポーレチカ！」

　そう叫んだ、テレーザの声とはどちらが早かっただろう。

　信じられない力で二人の保安局員を振り払って。

　彼女は〈魔銃〉の銃口と少女の間に割って入った。

〈魔銃〉から排出された薬やつ莢きようが地面に落ちて、熱で雪を溶かした。「がっ」というテレーザの声。その身体が再び地面に落ち、額から鮮血が流れ、一滴一滴が雪の上に落ちる様まで、ロジオンには視認できているような気がした。

　あの鮮しん紅くの滴しずく一つ一つが彼女の生命の欠片かけらであるかのように。

　あまりにも呆あつ気けなく。

　あまりにも速やかに。

　その小さな鉛なまりの一いつ射しやが彼女を骸むくろに変えた。

　ドミートリィは、自分が撃った相手にもはや一いち瞥べつもくれない。

　日課の射撃訓練を終えたかのような平常さで銃口をポーレチカに向けた。

　ポーレチカは、動くことのないテレーザを起こそうと、しがみついている。

「誰でもいい。在り処を知る者はいないのか」

　テレーザが庇かばったことで、少女が取引材料として有効だと悟さとったようだった。

　わざわざ銃口を向けたのは示じ威いのためだろう。

　しかし龍血族ドラコンクローフイたちは何も言わない。

　秘密を護り通そうとしている、という様子ではなかった。

　ドミートリィの近くの保安局員が言う。

「……どうやら、残った者はヴァローナ語が話せないようですね」

「ちっ……処分し過ぎたか」

　忌いま々いましそうに呟くドミートリィ。

「どうします？　この土地は帝国の所有なので、ここに住んでいる者は皆、不ふ法ほう占せん拠きよということになりますが」

　言いながら、局員は何かを期待するように笑みを浮かべた。

　ドミートリィは部下の問いに、いつもの彼の嘲あざけるような表情で、

「貴様は、狩猟中に野の狐ぎつねを撃つのに、いちいち上官の許可を求めるのか？」

　途端、笑い声が起こった。

　特務保安局員たちが一斉に声を上げたのだ。

　龍血族ドラコンクローフイたちは、何が起きたのか分からず、突然笑い出した軍服の男たちを見回す。

　口元に笑みを残したドミートリィは告げる。

「こいつらを処分した後、捜索を続けるぞ。とにかく、聖王剣を確保せねばならん」

　敬礼で了解の意を示すと、保安局員たちは銃を構える。

　まるで、魂を刈り取る大おお鎌がまを掲げる、死神の如く。

「や、めろ……っ」

　ロジオンは呻き声を上げる。

　乾いた音が幾筋も、雪原に尾を引く。

　龍血族ドラコンクローフイたちの中の幾人かが、声も上げずにその場に頽くずおれる。

　悲鳴が巻き起こる。

　一方的な殺さつ戮りく。

　血が、死が、痛みが、嘆なげきが、悲鳴が、狂乱が朝を彩っていく。

　謎なぞの混濁に苛さいなまれながら、それを見せつけられ、聞かされるロジオンの意識を、闇よりも濃い、何か黒々としたものが覆い尽くしていく。

　それでも、彼は何とか顔を上げた。

　そして、そこにいつの間にか立っていた者の姿を見て、ロジオンは驚きよう愕がくする。

　眼前に、龍が立っていた。

　否、それはロジオンもよく知る少女だ。

　銀色の髪を靄混じりの風に靡なびかせ、白い肌の顔に無表情を張りつかせ。

　深い泉のような緑色の双そう眸ぼうで、現在進行中の惨さん劇げきの様子を見つめている。

　リーザだった。

　ロジオンのように身を隠すことなく、広場へと向かう道を進んでいく。

　まるで夢遊病者のような覚おぼ束つかない足取りで。

「リ……ザ……っ！」

　荒くなる一方の呼吸の隙間から何とか彼女の名を呼ぶが、相手はそれに気づかない。

　ロジオンの横を素通りしていった。

　その身体の何箇所かを、龍の鱗うろこのような黒いものが覆っていた。

　右頰の下半分から鎖さ骨こつの下辺りにかけて。

　左腕の、肘から先。

　左足の踝くるぶしを中心に爪先と、脛すねの中央辺りまで。

　金属質の、無機物めいたそれは、しかし明らかに彼女の身体から生み出されたことを主張するように、白い肌から滑なめらかに変質していっていた。

　まさに龍だった。

　白い連服ワンピースを破り盛り上がる黒い身体は、岩のように無ぶ骨こつで、鎧よろいのように重層的だ。

　枯れ枝のように伸びた左手足の指の先には、刃物のような鋭利な爪が伸びていた。

　その姿は合成獣キメラの失敗作のようだった。

　あまりにも不完全で、人じん為い的てきな意図のない半獣半人像。

　彼女が自らその身体の変化を望んだのではないことは明らかだ。

　龍りゆう化か症しよう。

　ふと、そんな言葉がロジオンの頭に浮かぶ。

（馬鹿な……！　あんなもの、ただの噂話じゃなかったのか？　それに、あれは龍血族ドラコンクローフイと一緒にいた帝国民が罹かかる病気だったはず……）

　幾つもの反証を彼は内心で上げる。

　だが、目の前の厳げん然ぜんたる事実が、それで変わることはなかった。

「ぅ……」

　歪いびつな半龍と化したリーザが声を漏らした、直後。

「ぅぁぁああああああああああがああああアアアアっ!!」

　耳を塞ぎたくなるような絶叫が響き渡る。

　否、それは咆ほう哮こうと言うべきだった。

　金属同士を擦こすり合わせるような、荒々しく不快な咆声。

　ロジオンの頭に伝わったあの清せい澄ちようさに溢あふれた声とは似ても似つかない。

　それは、怒りや、憎しみや、哀しみや、痛みや、虞おそれ――あらゆる負の感情が詰め込まれたかのような、不快な響きをもって早朝の空気を震わせた。

　それを耳にして、ロジオンは不意に理解した。

　自分を襲っている奇妙な感覚。

　これは、霊石を通して流れこんでくる、リーザの霊力だ。

　どういう理屈かは分からない。

　しかし、今の彼女の姿を見れば、ロジオンには直感できた。

　自分は今、リーザの激げき情じようを共有してる。

　自分の身体すら破壊してしまいそうな、この不快な感情の漏ろう出しゆつを。

　リーザが駆け出した。

　それは酷ひどく不格好な突進だった。

　巨きよ獣じゆうの如き猛進と、少女の危うげな歩みとが、交互に行われる。

　しかしそれは、異様な迫力を伴って特務保安局員たちへ迫る。

「な、なんだっ？」

　彼女の姿に気づいた男の一人が、驚愕の声を上げる。

　保安局員たちは銃口を向け、躊躇することなく引き金を引いた。

　発砲音。

　幾発かがまるで見当違いの方向へ放たれ、手近の小屋に当たって爆発を起こす。

　爆ばく裂れつ系の〈魔銃〉だったのだろう。

　木造の小屋はあっという間に炎上し、白い地面と淡い朝空を紅くれないに染め上げる。

　だが、放たれた銃弾の多くはリーザへと向かい、彼女の身体を穿うがつ――はずだった。

　頰や脚の鱗が、掲げた左腕の龍の身が。

　まるで重じゆう武ぶ装そう兵へいの鎧の如く、総ての銃弾を硬質な金属音と共に弾き返した。

　彼女は進しん撃げきを止めない。

　どこか不安定な歩みで、保安局員の一人へと迫る。

「ひ、ば、ばけものっ！」

　悲鳴と同義の声を上げながら、保安局員が更に発砲する。

　それを龍の肌で受けながら、リーザは相手に飛びかかった。

　黒い手で銃を奪い、激情にまかせるようにその硬質の拳こぶしを振り下ろそうと――。

（助けて……


……殺してやる）



　振り上げた腕に、別の局員が至近から銃弾を撃ち込んだ。

　ほぼ零ぜろ距離からの一撃は、肌を傷つけることはできないが、衝撃を標的に与えた。

　リーザは保安局員の上から吹き飛ばされ、雪の上に転がる。

（助けて……っ。


殺してやる）



　ロジオンは、意味を成さない感情の奔ほん流りゆうの中に、言葉を聞きつけていた。

　それは龍と化し、意識を失いかけたリーザの――。

「……何なのだ、貴様は」

　ドミートリィが、暴れるリーザの硬質化した腕を軍ぐん靴かで踏みつける。

　リーザは身動きが取れなくなるが、それでも残りの四し肢しを振り回して藻も掻がく。

　そして射い殺ころすような視線を、相手に向ける。

　ドミートリィは不気味なものを見るように目を歪めた。

　暴れる相手を確実に仕留めるためにだろう、銃口をリーザの口に押し込んだ。

「――！　――！」

　声にならない苦く鳴めい。

　閉じることのできない彼女の口の端から、泡立った涎よだれが漏れ出る。

　口内は流石に硬質化していない。銃弾を放たれればひとたまりもない。

　だが――。

「なっ……」

　ドミートリィの顔が、驚愕と、恐怖とに彩られる。

　鈍い、押し潰しの音。

　鋭く尖とがった牙へと変形した歯の一部が〈魔銃〉の銃口を嚙み砕いていた。

　ドミートリィが慌てて引き抜いたその先端は、歪いびつに塞がれていた。

「くそっ！　おい、早く始末しろ！」

　ドミートリィに命じられた局員たちが一斉に銃口を向ける。

　リーザは――動かなかった。

　体力が尽きたのか、気力が失われたのか。

　鎧のような龍の鱗に覆われた身を震わせ、蹲うずくまっている。

　乱舞の時間は終わり、しかし激情は彼女の意思から溢れ出てきた。

（助けて……ロジオンっ。


こいつらを……敵を……殺して！）



　その言葉が、ロジオンに届いた。

「――――！」

　彼は喉のどを潰さんばかりに叫んでいた。

　しかしその音は耳に届かない。

　いつの間にか世界は無音になっていた。

　リーザの咆哮も、龍血族ドラコンクローフイたちの悲鳴も、保安局員たちの動揺の声も。

　何もかもがロジオンの聴ちよう覚かくから遮しや断だんされた。

　ただ、リーザの祈るようなその、

（ロジオン……っ！）

　名を呼ぶ声だけが、響いた。

　それは、古代の兵士の鎗やりのように、ロジオンを刺し貫いた。

　総てが反転する。

　視界が拓ひらけ、身体が自由を取り戻す。

　ロジオンは聖王剣を一気に引き抜いた。銀色の刀身が煌きらめく。

　緑光が幾何学模様を描きながらその周りを覆い、龍をも屠ほふり得る巨刃となる。

　総てが緩かん慢まんに見えた。

　ロジオンはリーザの元へと走る。

　ドミートリィが自分の身を護るように掲げた〈リップヴァーン〉の銃身を真っ二つに斬り裂いた。

　彼は逃げるようにその場から飛び退のく。

　保安局員たちが、一斉に銃口をリーザからロジオンの方へと振り向ける。

　ロジオンは聖王剣を掲げ、昂たかぶりのままに振るった。

　太た刀ち筋すじに迷いは一切ない。

　自分を狙う銃口、そこに集う霊力、その性質までもを読み取ることができた。

　躱かわしながら一気に距離を詰めて、武器ごと相手を薙なぐ。

　緩慢な世界の中で、自分だけが光のような速度で舞い、戦っているようだった。

　そうだ。

　戦え。

　剣がそう、ロジオンに命じているような気がした。

　敵を殺せ。

　力を揮ふるえ。

　罪ある者に罰を下せ。

　罰は死だ。

　殺せ。護るべき少女のために殺せ。殺せ殺せ殺せ――。

　思考が染まっていく。

　二度の抜刀の際に頭に響いた、歌のような言葉も今は浮かんでこない。

　ただ「殺せ」その一言だけが、荒ぶる精神の中で、聖せい歌かの一節のように響き続けた。

　あるいは、呪じゆ言ごんのように。




　　　＊




「ひ、ひぃ……」

　最初に耳にしたのは、男の情けない呻き声だった。

　ロジオンはドミートリィを地面に引き倒してその胸に片足を乗せていた。

　聖王剣が、今まさに顔面に振り下ろさんばかりに掲げられている。

　刀身の緑光はもはや消えていたが、この男を殺すのには何の不都合もないだろう。

　恐怖に両眼を見開き、元々土色の顔をさらに蒼あお白じろく変色させたドミートリィ。

　その手には、銃身を断ち切られた〈魔銃〉が握られていた。

　溺おぼれる者が摑んだ藁わらのように、それは滑こつ稽けいに見えた。

　精神が急速に荒ぶりを無くしていく。

　響き続けていた言葉は聞こえなくなり、思考が戻ってくる。

　世界が元の速さで動き出し、ロジオンの身体は普通の感覚を取り戻す。

「……何がしたいんだ」

　知らず、ロジオンの口からはそんな問いが漏れていた。

　その意味が理解できないらしく、ドミートリィは弱く首を横に振る。

「あんたたちは……こんなことをして、何が楽しいんだよっ！」

　この男は、銃を撃つ直前に笑っていた。

　笑いながら、大した理由もなしに、テレーザを殺したのだ。

「保安局は、何が目的なんだ……こんなことまでして、聖王剣を手に入れて、何をしようっていうんだよっ」

「しっ、知らない！　私は何も聞かされていないんだっ！」

　震え切った声で必死に否定するドミートリィ。

　そこに、普段の皮肉に満ちた余裕は感じられなかった。

「き、貴様らこそ、なんなんだ！　その剣、それに……あの、ば、化け物――ひっ」

　ドミートリィはロジオンの背後に目を向けると、引きつったような悲鳴を漏らした。

　ロジオンは、ドミートリィの視線を辿る。

「リーザっ！」

　そしてそこにいる彼女に意識を向けた瞬間。

「ひぃい！」

　悲鳴を上げながらドミートリィがロジオンの足を振り払うと、その場から逃げ出す。

　反撃するつもりはもうないようだった。

　生き残っていた数人の特務保安局員も、背を向けて彼に続いた。

　集落の入口に、三台の軍用車があることに、ロジオンは今更気がついた。

　その、黒色に塗ぬられた自走車アヴトモビルで、黒衣の男たちは集落を去っていった。

（ロジ、オン……っ）

　リーザが呼ぶ声がした。

　ロジオンは彼女の元へ駆け寄る。

「うぁ……ぁあっ」

「リーザ！」

　言葉にならない声を漏らしながら、リーザは身体の鱗を引き剝がそうとしていた。

　まるでそれが、自分の身を侵おかす毒物であるかのように。

　だが、龍の肌はまるで傷つかない。

　硬質の金属同士をぶつけあうような、凡おおよそ人間の身体が発するとは思えない音を立てるだけだ。

　それでもリーザの手は止まらない。

　何度も何度も何度も何度も、自らの身体に現れた異物に異物と化した爪をぶつける。

「リーザ！　止よせ。止やめろって！」

　ロジオンは聖王剣を放り出し、腕を押さえるように彼女を抱き留めた。

「あぁ……うぁ……」

「もう大丈夫だから。だから、落ち着け」

　気を鎮しずめさせるように、そう何度も繰り返す。

　ロジオンすら振り払おうと、リーザは身を捩よじる。

　が、やがて彼の腕の中で、抵抗の力は弱まっていった。

（これ、は……？）

　と、リーザが言葉を伝えてくる。

（これは……私が、やったのですか？）

「いや……」

　辺りを見回しながらの問いに、ロジオンは首を振る。

　朝陽が昇り、靄も完全に吹き払われた雪の広場には、骸が残っていた。

　ロジオンに斬られ殺された保安局員。銃で撃たれた龍血族ドラコンクローフイたち。

　死はそのどちらに優位を与えることもない。

　屍体は混ざり合うようにして折り重なっていた。

　ロジオンはテレーザの方を見た。

　目は見開かれ、口は歯を剝き出すように開かれていた。

　まるで、未だにポーレチカの名を叫んでいるように。

　しかしその両眼に光はなく、落ちた両腕は下手な彫ちよう刻こくのように動きを感じさせない。

　ポーレチカが走り回っている。

　倒れて動かないテレーザから、同じように地面に横たわったユーリの所へと。

　声をかけても彼が動かないと分かると、またテレーザの元へ戻り、彼女の名を呼ぶ。

　声にはやがて涙の色が混じり、発音すらも怪しくなってくる。

　あれ程幼い子供でも、分かっているのだ。

　もはや二人が動かないこと、そのことの意味を。

（ロジオン……）

　再び、名を呼ぶ声がして、リーザの方を見る。

　身体に、氷を押し当てられたように寒気が走った。

　リーザは、笑っていた。

　燃える家々を、積み重なる死を目の当たりにして。

　まるで誕生日の贈り物と御ご馳ち走そうを前にした子供のように。

　龍の鱗に覆われた顔に、無邪気なまでの笑みを浮かべているのだった。

（同じです）

　そうして笑いながら、リーザは言ってくる。

「え……？」

（私の故郷の村も……こんな風に無くなりました。家が燃やされて、多くの人が殺されて……ふふ）

　もう堪たまらない、というように、リーザは笑みを漏らした。

　この集落も、リーザにとっては住処すみかだったはずだ。

　二年という短い間とはいえ、母と共に、多くの仲間と一緒に暮らした、第二の故郷。

　その喪そう失しつを見て、彼女は笑うのだ。

（うふふふ……）

　笑いたくなどないはずなのに。

（ふふ……あはは……）

　涙を流し、哀しみに顔を歪めたいはずなのに。

（あはは……あははははは！）

　ただ彼女は、声にならない笑い声をひたすらに上げ続ける。

　どこか虚うつろな両眼で赤い光景を眺め続ける。

（あははははははははははははははははははははははははははははははははははは！）

　ロジオンは耳を塞ぎたい衝動に駆られる。

　何故ならその笑い声は、本当に愉しそうに聞こえるから。

　その笑顔は、本当に嬉しそうに見えるから。

　自分まで、つられて笑い出してしまいそうだった。

　もういい。もう止めろ。そんな言葉を掛けることはロジオンにはできなかった。

　今のリーザには、これが哀しみの表現なのだ。

　涙の代わりに、彼女は笑い声を発することしかできないのだ。

（あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！）

　龍の姿の少女が。

　あるいは、人の形に宿った龍が。

　龍が、笑う。

（あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは――）

　やがて唐突に、ロジオンの頭に響き続けた声が途切れた。

　リーザは力尽きたように身体を凭もたれさせてくる。

「リーザっ！」

　彼女の身体は、まるでロジオンを焼き焦がそうとするかのように、熱かった。
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　その冬の夜、グリューネは、ずっと彼が来るのを待っていた。




　グリンカ家の屋や敷しきで一番広い応おう接せつ間まは華やかに飾られていた。

　下品と紙かみ一ひと重えの派手な衣い裳しようで着飾った大人たちが、次々とグリューネの前に現れる。

　一言二言彼女と言葉を交わした後は、すぐにその隣に立つ母に顔を向ける。

　そしてグリューネとは何の関係もない社しや交こう界かいの話を始めるのだった。

　けれど名目上の主役である彼女は、我が慢まんして立っていなければならない。

　彼らが言ってくる「お誕たん生じよう日びおめでとうございます」には中身がない。

　それは「今後とも便べん宜ぎを図はかって下さい」くらいの意味だ。

　そんなことは、グリューネには分かっていた。

　せっかく呼んだ中等部の友人の所にも全然行けない。

　せっかく今日のために用意した赤い礼装ドレスを自じ慢まんしたいのに。

　しかし、これを一番見せたい相手は、未いまだに姿を見せない。

　それが彼女には何より不満だった。

　一カ月前、最初に祝宴パーテイのことを話した時、彼は厭いやな顔をした。

　自分は貴族の屋敷に招かれるような柄がらではないと、出席を頑かたくなに固こ辞じした。

　けれど、グリューネが何度も誘う内に、渋しぶ々しぶ首を縦に振った。

　なのに約束を破るとは、酷ひどいではないか。

　せっかくこの礼装ドレスを見せたかったのに。

　せっかく自分の屋敷を案内したかったのに。

　せっかく、伝えたいことがあったのに。












　祝宴パーテイの時間は瞬またたく間に過ぎ、来客は次々と屋敷を後にしていった。

　半分以上食べ残された料理が、使用人たちの手で下げられていく。

　母は既すでに床に就ついていて、父は仕事で不在だった。

　応接間の片かた隅すみに、山のように積まれた自分への贈り物。

　グリューネはそれを全部窓から庭へ投げ捨てたい衝動に駆られる。

　友人に貰ったものは、執しつ事じのアランに部屋に運んでもらっていた。

　残っているのは、グリューネではなく、グリンカ家への貢みつぎ物ものだけだ。

　グリューネは空箱と変わらないそれらの贈り物を放置して自室に戻った。

　髪かみ留どめを引き抜いて綺き麗れいに結った髪を解く。

　赤い礼装ドレスを脱ぎ捨てていつもの連服ワンピースに着替える。

　アランを呼んで馬車を用意させた。

　このまま落らく胆たんして寝ると思ったら大間違いだ。

　あいつの部屋に乗り込んで、眠り込んでいるだろうあいつに怒ど鳴なりつけてやる。

　一体どんな言い訳をするだろうか。

　そうだ、一つどんなことでも言うことを聞くように提案しよう。

　一つなら、とあいつは喜んで頷くだろう。

　そうしたら言ってやるのだ。今日伝えたかったことを。

　あいつはどんな顔をするだろう。

　しかし、そんなグリューネの目もく論ろ見みは達せられなかった。

　黒い軍服を着た父の部下が屋敷へと駆け込んできて、言ってくる。

　アレクサンドル大通りのパーヴェル橋付近で爆破事件テロルがあった。

　彼が、それに巻き込まれた、と。

　用意した馬車の行き先は、エカチェリーナ二世記き念ねん病びよう院いんに変更された。

　馬車の中でグリューネは泣き出したいのを必死で堪こらえる。

　事件を伝えた父の部下は、彼の命に別状はないと言っていた。

　だから、我が慢まんしているのは不安を抱えての涙ではなかった。

　彼がそんな目に遭っているのに、心の中で彼を罵ののしっていた自分が情けなかったのだ。

　何かあったのだろうかと、思い到らなかった自分が悔くやしかったのだ。

　彼を信じなかった自分が、許せなかった。

　なんてことだ。

　こんな状態で彼に会ったら、きっと自分は大泣きしてしまうに違いない。

　赤ん坊のように大声を上げて、みっともない顔を彼に晒さらしてしまう。

　グリューネは、それでも構わないと思った。

　泣けばいいんだ。彼に、自分の感情を見てもらおう。

　好きなだけ泣いて、彼にしがみついて、無事で良かったと言おう。

　気持ちを伝えるのが苦手な自分には、それくらいが丁度良い。

　――やがて馬車は病院の前に停まった。

　降りしきる雪の中、グリューネは前庭を走って玄げん関かんへ向かう。

　昼間なら散歩する入にゆう院いん患かん者じやで賑にぎわうだろう庭てい園えんは、今は童どう話わに出てくる雪の女王の領地のように静まり返っていた。

　受付で病室の場所を聞き、階段を駆け登る。

　後から、傘かさを手にしたアランが慌ててついてきたが、待っていられなかった。

　病室の前まで来ると、丁ちよう度ど部屋から女性が出てくるところだった。

　グリューネは、一瞬それが彼の母親かと思った。しかしそんなはずはない。

　元々病弱だった彼の母親は、数カ月前に夫の戦死の報しらせを受けて病床に臥ふせ、まもなく亡くなったのだ。

　しかし、その女性は何ど処ことなく彼に似ていた。

　特に、相手を吸い込んでしまいそうな黒い両眼が。

「あなたは……？」

　グリューネは問いかけた。

　呼びかけられた女性は振り向き、彼女に気づいて笑みを浮かべた。

　よく見ればその女性は、グリューネとそれ程年ねん齢れいに差はないように思えた。

　少なくとも成人はしていまい。

　しかし、穏おだやかな笑みの作り方といい、金色の見事な長髪に触れる手付きといい、その動作はとても子供と呼べるようなものではなかった。

　彼女は、自分は彼の親しん戚せきだと言った。

　たまたま帝都を訪れていて、彼の事故を知って駆けつけたのだと。

「けど……あの子はわたくしのことを憶えていなかったようです」

　そう、残念そうに言って、彼女は去っていった。

　話し方にも、歩き去る後ろ姿にも、どこか高貴な優ゆう雅がさが漂ただよっていた。

　日頃から上流階級の人間の中で暮らしている者の仕草だ、とグリューネは思った。

　何者なのだろう、と疑問を覚える。

　しかし、すぐに思い直して、グリューネは病室に飛び込んだ。

「ロジオン！」

　彼は寝台ベツドに座り点てん滴てきを受けていた。

　点滴の装置を操作していた看かん護ご師しが、突然飛び込んできたグリューネの方を見る。

　大声を咎とがめられるかと思ったが、看護師は哀かなしげな視線をすぐに戻してしまった。

　その態度に胸騒ぎを感じながら、グリューネは彼の横まで歩いていく。

　本当は駆け寄りたいくらいだ。けれど、走ると涙が零こぼれそうだった。

　彼を前にすると、やはり簡単に素直にはなれないようだった。

「ごめんな」

　と彼は、歩み寄るグリューネに言ってきた。

　グリューネは引きつったように震える喉のどから、頑張って答えを返す。

「何言ってるのよっ。いいのよ、事故に巻き込まれたんだから。私の、誕生日なんて、毎年あるんだからっ」

　もう限界だった。涙が両眼から溢あふれ出る。

　滲にじむ視界の向こうで、彼は申し訳なさそうな表情を浮かべていた。

「本当にごめん」

　そして彼は言うのだった。

「――きみが誰だか、思い出せない」

　グリューネは涙を拭ぬぐう手を落とし、彼を見た。

　彼はどこか虚うつろげな顔をしていた。




　その日、彼女が伝えたかった言葉は、未だ彼女の中に留まり続けている。




　　　＊




「なぜ駄だ目めなのですか!?」

　石造りの壁に、グリューネの声が響く。

　帝てい都と南部、ベルーガ川沿いにある特とく務む保ほ安あん局きよくの本部。その一室だった。

　夜が明け、窓の外は既すでに明るい。朝あさ靄もやが川岸の一帯に立ち込めていた。

　この建物は、元は龍血族ドラコンクローフイとの戦争のために造られた要よう塞さいだった。

　それを改築して利用しているため、石造りの壁が剝むき出しのままになっている。

　この部屋も、要塞らしい無ぶ骨こつさがよく出ている部屋だった。

　卓上に置かれた電話機から延びる線は、床と壁を剝き出しのまま這はっていた。

　前線の野や営えい地ちのような趣おもむきだった。

　グリューネは、正面の大机の、更に奥の椅子に座る相手に対面していた。

　彼女と同じ、漆しつ黒こくに赤の縁取りの軍服――ただし、階かい級きゆう章しようは准じゆん職しよくの彼女とは桁けたが違う元げん帥すいのものだ――を纏まとった、中年の男性。

　皇こう帝てい直属第三部局――特務保安局の局長にして帝国軍総そう司し令れい官かんイーゴル・グリンカ。

　つまりは、彼女の父親であった。

　だが、家族と会話をしているという気楽さや安心感をグリューネはまるで抱けない。

　眉み間けんに深く刻まれた皺しわ。

　右耳にある、昔受けたという銃じゆう弾だんの傷きず痕あと。

　やや色いろ褪あせた黒色の軍服。

　それら一つ一つが、皮ひ膚ふがひりつくような緊張感を生み出している。

　グリューネは、自分の足が僅わずかに震えていることに気づいた。

　せめてドミートリィがいれば、この空気を緩かん和わする役にはなってくれていただろう。

　二人きり、というのは想定外だった。

　昨夜――。

　旅館ホテルの一室でイゼルと話している内にグリューネは眠くなってしまった。

　一日にあれだけ〈魔ま銃じゆう〉を使用して、霊力を消費したのは初めてだ。

　まだ不慣れな実戦だったこともあり、知らず疲労が溜まっていたのだろう。

　対策を立てようにも頭が回らず、当然何か行動を起こすこともできない。

　仕方なくグリューネは、イゼルの寝台ベツドを占せん拠きよする形で一晩――と言っても三時間程度だが――休ませて貰もらったのである。

　その後、長椅子ソフアで毛布を被り眠っているイゼルを起こさないように部屋を出た。

　休んだことで漸ようやく方針を固めることができた。

　しかし……それにイゼルを巻き込むつもりは、彼女にはなかった。

（だってこれは、私の後始末なんだから……）

　そんなことを思いながら、グリューネは眼前の父親に言葉をぶつける。

「もう少し……もう少しだけ待って欲しいんです。私が説得します。あいつ――ロジオンだって、自分の行こう為いが正しいなんて思っていないはずです。だから、処しよ罰ばつはまだしないで欲しい……それだけです……！」

「駄目だ」

「お父様！」

　ほんの刹せつ那なでさえ迷う素そ振ぶりを見せない父に、グリューネは声を上げる。

　彼の言葉はいつでも簡かん潔けつで直ちよく裁さい的てきだった。

　軍服を脱ぎ、父と娘として接している時でさえも。

　そしてグリューネは、そんな父にこれまで逆らったことはなかった。

　しかし、今はここで引くわけにはいかない。

「――ロジオンが、あいつがああなったのは私のせいなんですっ」

「…………」

　自然と声が震えた。それを抑え込むかのように彼女は両手を強く握る。

「二年前、私が誕生日の祝宴パーテイにあいつを誘ったりしなければ、あいつは爆破事件テロルに巻き込まれたりしなかった。記憶を喪ったりなんてしなかった……っ。そしたら、今頃きっとロジオンも、私と同じようにお父様の元で働きたいと――特務保安局や、帝国軍の〈魔銃遣い〉になりたいって、そう思ってたはずなんです！　龍血族ドラコンクローフイの犯罪者の味方をするなんて馬鹿なこと、記憶がないせいで、だから……だから、その原因の私が…………」

「グリューネ」

　言葉を続けられなくなった彼女に、イーゴル元帥の声が刺さる。

　グリューネは、怯おびえるように身を震わせ、顔を上げた。

　自分が視線を逸らして床の電話線を目で追っていたことに、今更ながらに気づく。

「はい……」

「お前の意見は良く分かった。確かに彼は記憶を喪っている。帝国民として例外的な言動や、今回の行動はそれが原因だということは認める。お前が自分にその責せきを求め、それ故ゆえに彼を導くことに義務感を覚えているのも理解できる」

「で、でしたら――」

「しかし、今回は諦あきらめろ」

　叩たたきつけられたその言葉に、グリューネは後ろへ倒れ込みそうになる。

　平へい衡こう感かん覚かくを失いかけた身体を必死で立て直しながら、声を絞り出す。

「どうしてっ……ですか？　ロジオンはまだ何も……」

「彼が何を考えているのか、今から元のように帝国学院での生活に戻れるのか――今お前が問題にしているような事情は、もはや無関係だ。彼は聖せい王おう剣けんを手にした。しかも、使用者として選ばれた……それが問題なのだ」

「それは、どういう……龍りゆう化か症しようのことを、言っているのですか？」

「ほう……」

　イーゴル元帥は、珍めずらしく興味深げに表情を動かした。

「帝都の噂うわさ話では、感かん染せん症しようのように言われていると聞いたが……今の学院ではそんなことも学ぶのか？」

「いえ……古い書物を読んでいて偶然見かけたのです」

　グリューネは少しだけ噓うそを混ぜる。

「龍の末まつ裔えいたる龍血族ドラコンクローフイの霊力のために、聖王剣を使い続けるものは龍と化してしまう、と。本当なのですか？」

「――霊力は物質に熱量を与えたり、構造を組み換える作用を持つ。無論、普通の人間が持つ程度の霊力では何も起こらんが。〈魔銃遣い〉であっても、魔石と銃じゆう身しん内の機構や特殊な銃弾によって効率的に利用することで、その効果を発はつ揮きできるに過ぎん。

　だが、龍血族ドラコンクローフイの持つ膨ぼう大だいな霊力は、それのみで物質に干かん渉しようできる。殊ことに霊石や〈神しん具ぐ〉の性質によっては、肉体や精神にそのような影響を与えることは充分可能だろう。だが――。

　問題はそれではない。聖王剣には――あるいは、聖王剣と〈三さん聖せい具ぐ〉には、それ以上に危き惧ぐすべき点がある」

「…………」

　イーゴル元帥は、その先を言うべきか否か、逡しゆん巡じゆんしているようだった。

　父が言い淀よどむところなど初めて見たと、グリューネは驚きよう愕がくする。

　それ程に、問題は繊せん細さいで深しん刻こくなのか――。

「ご、ご報告をっ！」

　しかし、そこで室内に飛び込んでくる者があった。

　騒そう々ぞうしい足音を立て、転がるように現れたのはドミートリィだった。

「何があったの……？」

　その、まるで敗はい残ざん兵へいのような姿に、グリューネは目を丸くする。

　全身が泥まみれで、所々に血がこびりついている。

　黒色の軍服はそこかしこが裂けたように破れていた。

　手にした〈リップヴァーン〉は、銃身が断ち切られ、先端部分が無くなっている。

「何事かね、カルコフ中ちゆう尉い」

　冷れい然ぜんとした口調で問うイーゴル。

　そこに、先程の逡巡の名残なごりは、欠片かけらほども見られなかった。

「あの餓が鬼き、ロジオン・ロジオーノヴィチが……叛はん逆ぎやく行こう為いを……！　現在逃走中で……直ただちに追つい跡せき部隊を編成して追わねば！」

　荒い呼吸の隙すき間まから、漏れるように発される言葉。

　グリューネは厭な予感に襲われる。

　悪お寒かんと、足元の床が崩れるような不安定感。

「どういうこと……？　ロジオンが、何をしたの？」

　ドミートリィは、睨にらみつけるような視線でグリューネを見据える。

　しかし、彼の口にはまるで三日月のような嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。

「あいつは……ロジオン・ロジオーノヴィチ・ロジオノフは、龍血族ドラコンクローフイの剣で、保安局員を殺さつ戮りくしたんですよ！」

「っ！」

　世界が歪んだかのように視界が乱れて、グリューネは思わず大机に手をついた。

　先程の父親の逡巡の件など、グリューネの意識から弾き飛ばされてしまった。

　事実、あの剣にどのような秘密があるとしても、そんなことはもはや無関係だ。

　特務保安局員を殺す。

　それは、ヴァローナ帝国そのものに対する造ぞう叛はんである。

　この場でグリューネが幾ら父に懇こん願がんしても無む駄だだ。

　ロジオンに恩おん赦しやが下される可能性は失なくなった。

　――もはや彼は、完全に、帝国の敵なのだ。

　グリューネは拳こぶしを握り締める。

　震える唇くちびるを閉じて、砕けそうなほどに奥歯を嚙かみ合わせる。

　これは、何に対する怒りだろうか。

　自分が止めるのも聞かず、あの龍血族ドラコンクローフイの少女を助けたロジオン？

　もっと必死に彼を引き止めなかった自分？

　それとも――二年前の自分だろうか？

　ドミートリィとイーゴルが言葉を交わしている。

　ロジオンと龍血族ドラコンクローフイの少女を追う人員を選別しているようだった。

　ドミートリィが、ようやくいつもの調子を取り戻した声で言う。

「私も〈リップヴァーン〉の予備を持って出ます。何としても、あの叛逆者に銃弾を浴あびせてやらねば……」

　正職の保安局員は、この本部の建物に予備の〈魔銃〉を保管してある。

　彼がここに戻ってきたのは、それを用意するためでもあったのだろう。

「――待って下さい、カルコフ中尉」

　グリューネは、正式な場での呼び方でドミートリィを呼んだ。

　不ふ思し議ぎそうな表情でこちらを見てくる彼に、彼女は、

「私を、追跡部隊に加えてください」

　旧きゆう知ちの間柄ではなく、特務保安局員の部下としての態度をもって。

　ある決意を秘めて告げた。

「グリューネ、事態を把は握あくしろ。もうお前が彼に対してできることは無い――」

「分かっています、元帥閣下。ですから……」

　グリューネは、手を銃吊ホルスタの上から自らの愛あい器き――〈スタンダール〉に乗せる。

　その力をもって――。

「――ロジオンは、私が殺します」
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　傍かたわらの寝台ベツドで衣きぬ擦ずれの音がした。

　ロジオンは手に持っていた木き彫ぼり細工の鳥から、視線をそちらに向ける。

　身を起こしたリーザが、周りを眺めながら訊きいてくる。

（……ここは？）

「あの集落から少し歩いたところにある宿屋だ」

（……私、どうして……？）

　リーザは記憶が繋つながらない様子で、手で顔を押さえる。

　今の彼女に、あの龍の面おも影かげはなかった。

　肌は元のように白く、ヴァローナの冬のような少女の姿が戻っている。

　ロジオンは静かに、ここまでの経けい緯いを語る。

　――大勢の死と、炎の惨さん状じようを見て笑いながら気を失ったリーザを、集落の女性たちが介かい抱ほうしてくれた。

　しばらくして、外で待っていたロジオンに声が掛かった。

　小屋へ赴おもむくと、眠る彼女は既に元の姿に戻っていたのだった。

　アンドレイ――昨夜一晩、リーザを介抱してくれた男だ――が事情を教えてくれた。

「――その龍化症は、霊力の暴走が原因で起こるらしい。一度罹かかってしまったら治ち療りようする術すべはなくて、これで硬くなった部分を削ってやるしかないって」

　ロジオンは手にしていた木彫り細工を示す。

　それは底面に金属のやすりが付いていた。羽を閉じた木の鳥は握り手なのだ。

　アンドレイに貰ったものだった。

「――あいつは……故こ郷きようで、それで弟を亡くしたらしい。遺い跡せきで見つけた〈神具〉を不用意に触って、そのせいで霊力が暴走して――」

　初めは硬質化した肌をやすりで削ることで何とか対処できていたらしい。

　だが、やがて精神の均きん衡こうを崩し、突発的に暴れまわるようになった。

　最後は村から姿を消し、数日後、近くの森で半龍と化した屍し体たいが発見されたそうだ。

「……そういう事件が他にもあって、目撃した帝国軍の兵士がいたんだろうな。そいつらが語った話に尾ひれがついて、帝都に変な噂が広まったんだ」

　恐らく、帝国民で龍化症に罹った者など存在しないのだろう。

　原因となる霊力を龍血族ドラコンクローフイから分け与えられた者が、そもそもいないのだから。

　――ロジオンを除のぞけば、だが。

「……食事を貰ってくる。とりあえず、腹はら拵ごしらえをしよう」

　気まずくなった空気を崩すようにそう告げて、ロジオンは部屋を出た。

　調ちよう律りつが狂った弦げん楽がつ器きのような音を立てる階段を降りて、一階へ。

　民家の居間と見み紛まがうような小ぢんまりとした部屋。

　暖炉ペチカの前の安楽椅子に老ろう婆ばが座っている。

　彼女が宿の主人なのだった。

　この宿は、群れから逸はぐれた野の兎うさぎのように、雪原の中に一いつ軒けんだけ建っていた。

　風雪に晒さらされ崩れた煉れん瓦がの外壁は補修もされていなかった。

　道に面した部分は雪が除よけられていたが、それ以外は二階の窓下まで埋うもれている。

　入口の上の看かん板ばんは擦すり切れ、錆さびついて、宿の名前も分からない。

　馬車の時代に建てられ、鉄道の駅から外れている為に寂れた、典てん型けい的てきな古宿だった。

「食事を貰いに来たんだが」

「あっちにあるよ。好きに持って行きな」

　金属同士を擦り合わせるような高音で、老婆はそう答えた。

　枯れ枝のような指が、奥の薄暗い台所を示す。

　竈かまどの上で大鍋が湯気を立てていて、その横には食器が幾つか重ねられている。

　どうやら、自分でよそって持って行けということらしい。

　とにかく空腹だったので、その方が有難かった。

　考えてみれば、昨日から何も食べていない。

　具を山のように入れて煮込んだ緑菜汁シチーを二皿盛り、ロジオンは二階の部屋に戻った。

　部屋は、何処も彼処かしこもが古びていて、隙間風が抜けてくる。

　ただ、壁に掛かった生しよう神しん女じよの聖画イコンだけが、新品のように綺麗だった。

　あの老婆が、毎日磨いているのだろうか。

「お待たせ」

（…………）

　起き上がって寝台ベツドに座っていたリーザは、無言でロジオンから皿を受け取った。

　ロジオンも椅子に腰を下ろし、二人は緑菜汁シチーを食べる。

　野菜と鳥肉が溶け込むように混ざったそれは、空すいた腹に沁しみる。

　不意に、食事を口に運ぶ手を止めて、リーザは言ってきた。

（あの、ロジオン……この服は、どうしたのでしょう）

「ん？　ああ……それは、テレーザの服を貰ったんだ。前に着てたのはボロボロになっちゃったから」

　今リーザが着ているのは、やはり白色だが、少し形の違う連服ワンピースだった。

　これもかなり古びていたが、血で汚れ破れた元の服よりは良いだろう。

「……ポーレチカも、多分大きくなったらそれを着るつもりだったんだろうけどな。リーザに着て欲しいって、言ってたぞ」

（そうですか……）

　無表情でその服を見下ろす彼女。その内心はロジオンには分からない。

　もっとも、ポーレチカは怖がってロジオンに直接話しかけてくることはなかった。

　リーザに近づこうともしなかった。今のは又聞きだ。

　ポーレチカの態度も当然だろうとロジオンは思う。

　身体の半分を龍の身と化し、人ならざる者のような咆ほう哮こうを上げるリーザ。

　戦闘狂ベルセルクの如く理性を失い、巨剣で人を屠ほふるロジオン。

　どちらも、あの場においては〈魔銃遣い〉以上に恐怖の対象だったはずだ。

　龍化症。

　それが聖王剣で得た力の代だい償しようだとでもいうのだろうか。

「……くそっ」

（ロジオン？）

　思わず漏もれた呻うめき声に、リーザが首を傾かしげて名を呼んでくる。

　ロジオンは「何でもない」と首を振り、緑菜汁シチーをかき込んだ。

　残りの半分は冷めていて、しかもまるで味が無いように感じた。




　　　＊




（ところで……）

　お互い食事が終わったところで、リーザが言ってきた。

（まだ何箇所か、肌の硬こう質しつ化かした部分が残っているのですが、自分では削れないので、手伝っていただけないでしょうか）

「あ、ああ。もちろん、それくらいなら幾らでも。どこだ――」

　とロジオンの言葉が終わるより早く、リーザは何の躊ちゆう躇ちよもなく服を脱ぎ始めた。

　白い連服ワンピースを取り去れば早くも下着である。

「待て待てぇ！」

　ロジオンは慌てて目を逸らしながら叫ぶ。

　しかしリーザはその下着すら取り去って、一糸纏まとわぬ姿になった。

（え？）

　そしてあられもない格好で小さく首を傾げる。

（服を脱がないと削れないと思ったのですが……汚れてしまいますし）

「いや、そうなんだけどな……」

　ロジオンは頭を押さえながら呻く。

　肌を男に見せることに慣れている、わけではない。

　歳の近い男に裸はだかを見られるのが恥ずかしいという感覚自体が抜けているのだろう。

　そういえば、先日も彼女は、裸のままで躊躇なく風呂場の扉を全開にしていた。

　リーザ自身の性格なのか、龍血族ドラコンクローフイの文化的な感覚なのか分からないが……。

　相手がこれだけ無警戒で無反応なのに、自分だけが焦っていると馬鹿みたいだ。

　ロジオンは深呼吸をして気を落ち着ける。

「……で、どこなんだ、残ってるのは？」

（背中の、この辺りです）

　という言葉に、安あん堵どしながらロジオンはようやく視線を向ける。

　リーザは背を向けて椅子に座っていた。

　強く抱けば壊れてしまいそうな細い肩。

　見事な銀色の髪がかかる背中。

　優美な曲線を描いて腰と脚を結ぶ尻。

　その眩まぶしいほどの美しさは、ロジオンの心しん臓ぞうを高鳴らせずにはおかなかった。

　沐もく浴よく中の水と森の妖精ル　サ　ー　ル　カかと見紛うほどだ。

「――っと、その、髪を除よけてくれないか」

（はい）

　リーザは背に垂れた髪を左右に割って前に持っていった。

　そんな仕草も艶なまめかしく見えてしまう。

　ロジオンは、落ち着けと自分に言い聞かせながら、彼女の身体を確認する。












「確かに、少し残ってるな……」

　肩けん甲こう骨こつの辺りに黒い鋼板のような鱗が残っていた。

　顔の下半分から肩の辺りを覆っていた物の一部だろう。

「……触ってみて、いいか？」

（どうぞ）

　許可を得て、ロジオンは黒く変色した部分にそっと手を乗せる。

　指先に、人間の皮膚では有り得ない感かん触しよくを得た。

　見た目通り金属的な無機物を想そう起きさせる、それはまさに龍の鱗だった。

「…………」

（あの……）

「え？」

（そんなに何度も撫なでられると、くすぐったいのですが）

「わ、悪い！」

　ロジオンは慌てて手を離す。

「じゃ、じゃあ、早いとこ済ませちまおう。他の場所を傷つけるといけないから、動かないようにしてくれよ」

（はい。よろしくお願いします）

　ロジオンはやすりを持つと、作業に取り掛かる。

　しかし思った以上に大変だった。

　何しろ、削るべき部分以外は、柔らかい皮ひ膚ふなのである。

（……っ）

「わ、悪い。痛かったか？」

（いえ……大丈夫です――くっ）

「やっぱり痛いか!?」

（違います……その、身体を押さえる手が……くすぐったくて）

　気付かない内に脇わき腹ばら、というか、かなり胸に近い際どい場所に手が行っていた。

　ロジオンは慌てて手を離す。

　作業はなかなか進まなかった。

　しかし、それでも段々と要よう領りようを得てくる。

　ロジオンは何とか硬質化した肌を削り終えた。

　床に落ちた金属質の欠片や粉を集めながら、

「終わったぜ。お疲れさん」

（ありがとうございます――あ）

　リーザは立ち上がろうとして、短く、何かに気づいたような声を上げる。

「ん？　どうした？」

（……いえ。もう一箇所、残っている部分があるようです。さっきは気づかなかったのですが……）

「そうか。じゃあそれも削っちゃおう。どこだ？」

　時間がある時にできるだけ処置しておいたほうがいいだろう。

　そんな余裕などない状態にいつ陥おちいるのか分からないのだ。

（はい。ええと……）

　リーザは椅子に座ったまま身体をこちらに向け、思い切り右脚を持ち上げて……。

「ちょっと待ったぁ！」

　思い切り叫んでロジオンは顔を全力で背そむける。

　リーザは今服を着ていない。下着も取り去って、完全に裸の状態だ。

　それで片脚を持ち上げたらどうなる？　疑問するまでもない。丸見えだ。

（……どうしたのですか。驚くではないですか）

　リーザはまるで驚いていない口調で言ってくる。

「……びっくりするのはこっちだ。せめて下着を着てくれ」

（はぁ……）

　不可解そうな様子ながらも、リーザは下着を身につける。

　それから寝台ベツドに仰向けになって、改めて脚を持ち上げる。

　太ふと腿ももの付け根、ほぼ尻に近い位置に鱗ができていた。

「えっと……自分では削れないよな」

（見えない位置なので、ちょっと難しいです）

「だよな……じゃあ、脚を上げててくれ」

（はい。両脚を上げて、腕で支えてて良いですか？　その方が楽なので）

「ぐっ……ああ、好きにしてくれ……」

　というわけで、そういう事になった。

　確かにこの方が硬質化した部分が凸とつ面めんになるので、やすりを当てやすい。

　総すべて削れたかどうかの確認も容よう易いだ。

　しかし――あまりに挑発的というか、蠱こ惑わく的てきな姿し態たいだった。

　腰から、尻で大きく曲がって太腿へと到る身体の線が、見事に無駄なく綺き麗れいだ。

　引き締まりながらも豊かさを失わない双そう丘きゆうの間には、下着越しに銀色の茂みが薄っすらと透けて見える。

　完全に目を逸らしてしまうと鱗を削ることができないので、視界に入ってしまう。

「難しいな……」

　しかも、弾力のある場所なので、やすりを動かすと他の部分も一緒に揺れてしまう。

　止む無くロジオンは、反対の手で太腿を押さえる。

　すると、手が滑って尻の方に触れてしまう。

「す、すまんっ」

（……どうかしましたか？）

　淡々とした声で問われる。

　見れば、こんな体勢なのにリーザは全くの無表情である。

　ここまでくると、本当は恥ずかしいのではないかと疑いたくなってくる。

　何しろ彼女は感情を表に出せないのだから。

　しかし、それを本人に確かめるのも辛いものがある。

『何故恥ずかしいのですか』などと訊かれてしまったら、答えようがない。

「い、いや、なんでもねえよ」

　ロジオンは木製家具の仕上げをする職人にでもなったつもりで何とか無心を保つ。

「――よし、終わりだ」

　盛大に息を吐き出しながら告げるロジオン。

　水中に潜り続けてでもいたような気分だった。

（ありがとうございました）

　礼を言いながら、リーザは脚を戻し、連服ワンピースを着る。

　ロジオンはようやく彼女の方をまともに見ることができた。

「……熱の方は、もう大丈夫なのか？」

（はい……あれは、霊力が身体を上手く巡らなくなったせいで起こる初期症状みたいなもののようです。今は何ともないです）

「そうか……しかし、よく分からないな」

　ロジオンは椅子に座り直しながら言う。

「何で〈神具〉や聖王剣を使うことで龍化症が起こるんだ？」

（詳くわしいことは分かりません。……が、霊力が身体を護ろうとして過か剰じよう反はん応のうを起こしているのだと思います。霊石で力を引き出すというのは、やはり自然に反する行いですので）

「…………」

　ロジオンは以前学院で習ったことを思い出す。

　初期の〈魔銃〉の実験では、魔石に流し込んだ霊力の暴走で銃が暴発したそうだ。

　公おおやけにはされていないが、銃だけでなく人間にも犠ぎ牲せい者しやがいたのかもしれない。

〈魔銃〉は、使用者のために調整カスタマイズを施ほどこしたものでなければ発動しない。

　魔石が全く反応しなければ問題はない。銃の機き構こうが作動しないだけだ。

　だが、中途半端に相性が合ってしまうと、霊力の暴走という危険性がある。

　それは〈神具〉も同じなのだろう。

　聖王剣ゲーオルギィや〈三聖具〉はリーザのために造られたものではない。

　偶然、千年の時を経て元の使用者――聖せい王おうリューリック――と霊力の性質が似ている彼女が手にしただけだ。

　それを奇き蹟せきや運命と言うことは容易たやすい。

　だが、だとしたらそれをもたらした神は随ずい分ぶんと性格が悪い。

　余計な追加品まで彼女に押し付けてきたのだから。

「……今は、どうなんだ？　霊力は暴走しているのか？」

（いえ……私たちは霊力を操れますので……。勿もち論ろん、龍化を完全に抑えることはできませんが）

「もう後戻りはできないってわけか……聖王剣を使うと、やっぱり龍化症は悪化するんだよな？」

（恐らくは……ただ、先程の暴走は、ロジオンが剣を抜いてくれたから収まったのだとも思います）

「何だって？」

　ロジオンは思わず訊き返すが、彼女の言葉が意味するところは分かっていた。

　あの時ロジオンは、リーザから霊力と共に流れ込んできた感情に身を任せた。

　剣を抜き、霊力を注そそぎ込み、その刃を振るった。

　そして、爆発するような衝動の流出を経て、二人の感情の奔ほん流りゆうは共に収まったのだ。

「それはつまりこういうことか？　さっきみたいな霊力の暴走を抑えるのには、聖王剣の抜ばつ刀とうが必要。けれど、聖王剣を使えば使うほど霊力の暴走は強まって、龍化症は進行していく……」

（そうですね）

　何の気負いも躊躇ためらいも見せずに、リーザは頷いた。

　否、何か思うところはあるのかもしれない。

　けれどロジオンには、それを慮おもんぱかる余裕はなかった。

「冗談じゃねえ」

　声を荒らげながら、ロジオンは思わず立ち上がる。

　リーザは相変わらずの無表情で彼を見上げて言ってくる。

（どうしたのですか、ロジオン？）

「どうした？　お前は何とも思わないのかよ!?」

（私は……ただ、私たちの居場所が欲しいと、この剣が、そのための希望になればと思って――）

「何が希望だ！　こんなもの……っ」

　ただの呪のろいじゃないか。

　そんな言葉を、ロジオンは流石さすがに口にすることはできなかった。

　酷ひどすぎる『罰』だと思う。

　元より彼女に罪などないのだ。

　ただ、居場所を求めて踏み出した道が後戻りのできない道で、その先にあるのが処刑台だったというだけ。

　理り不ふ尽じんに、そして無慈悲に与えられる選択の余地のないそんな悲劇を、まさに呪いと呼ぶのではないか。

　しかしリーザは、自らの境きよう遇ぐうをまるで理解していないかのように落ち着いている。

（人の姿を失った者は、人間ではないのですか？）

「え……？」

（私たち龍血族ドラコンクローフイは龍の末まつ裔えいと言われます。古いにしえの時代には、皆霊力で作られた鱗で身体を覆った、龍の姿で生きていた――それが事実かどうかは分かりませんが、私たちはそういった者の血を引いているのです。それは憎むべき過去ではなく、誇ほこるべき伝でん承しようです。そこに戻ることを、私は哀しいとは思いません）

「け、けど……」

（それよりも、虐しいたげられながら生きて、何を選択することもできずに死ぬほうが、人間であることを失っていませんか？　私は、人の姿を失い、人の心を失うことよりも、龍血族ドラコンクローフイの総てがそうして、いつか人の形のまま人間でなくなってしまうことを畏おそれます。そうならないために――居場所が欲しいと、思います）

　淡々と頭へと流れ込んでくるリーザの言葉に、ロジオンは押し流されそうになる。

　彼女の主張は正しいのかもしれない。

　そして、語る彼女の想いに偽いつわりはないのだろうとも思う。

　突然故こ郷きようを失い、遠い異い郷きようの地へ連れて来られ、多くの同どう胞ほうの悲ひ劇げきを目まの当たりにして、彼女が到った決意――「龍血族ドラコンクローフイの居場所を作りたい」。

　それは何も間違ってなどいない。

　しかし、とロジオンは思う。

「……問題を擦すり替えるなよ」

　彼が発した声は震えていた。リーザは不思議に感じたように首を僅わずかに傾ける。

「お前は言ったじゃないか。聖王剣は、敵を斃たおすための武器じゃないって。お前たちの居場所を護るための盾たてだって。でもこいつは俺に殺さつ戮りくを強要した。暴走したお前の感情に応えて、敵を殺せと命じたんだぞ」

（それは……）

「この剣は兵器なんだよ、帝国の〈魔銃〉と同じような！　こいつの力は強大で、ただの旗はた印じるしなんかじゃ収まらない。きっとお前も、俺も、いずれそれに飲み込まれちまう。こいつは、俺たちの目的なんか知ったこっちゃねえんだ。これは、お前が思っているような『希望』なんかじゃない！」

（…………）

「……悪い」

　ロジオンは椅子に座り直した。

　急速に熱せられた気分が、一気に褪さめていった。

　問題を擦り替えているのは自分の方だ。

　特務保安局の人間を斬ったのはロジオン自身だ。

　それなのに、リーザの言葉を裁判での証しよう言げんみたいに取り上げて、話が違うと騒ぎ立てるなんて……。

　最初から分かっていたはずだ。

　手にした力は強大で、進むべき道は遼りよう遠えんだと。

　なのにロジオンは、自由を見つけて歓よろこぶばかりで、同時に与えられる代だい償しように目を向けなかった。

　それは、決して清せい廉れんな道ではないのだ。

　力をもって障しよう碍がいを斬り伏せ血に赤く染まり、呪じゆ縛ばくに身を蝕むしばまれながら歩む道なのだ。

　世界は、何もかもを説明した上で選択肢を与えてくれるわけではない。

　それを、今更話が違う聞いていないと騒ぎ立てるのは、もはや子供の駄だ々だだ。

　情けない、と思う。

　初めての、相手に死をもたらした戦闘のせいで気が立っているのだ――。

　そう無理矢理自分を納得させて、ロジオンは息を吐いた。

「……もう一眠りしたらここを出よう。帝都の隣町のイリヤノフカまで行って、そこから鉄道に乗るんだ。東方のヴォストックまで今なら一カ月もかからない……イリヤノフカまではちょっと歩くことになるけど……まあ、途中で馬車に乗せてもらったりして行けば、なんとかなるだろ。特務保安局に見つからないことを願うしかないな」

（でも、ロジオン……）

「いいから少し休めって。お前、まだ熱あるだろ。無理して倒れたらどうしようもねえじゃねえか」

　先程鱗を削っている時に気づいた。

　リーザの身体はまだ、平常とは言えない程度に熱かった。

　まだ完全に霊力の暴走が収まってはいないのだ。

（はい……）

　リーザはそう言うと、横になり布団に潜もぐっていった。

　やがて静かな寝ね息いきが聞こえてくる。

　霊力の消費は、同時に体力も消しよう耗もうさせる。ロジオンも少し身体が怠だるかった。

　背せ凭もたれの無い椅子を移動させ、壁に付ける。

　そこに身体を預けるようにしてリーザの方を見ている内に、ロジオンの瞼まぶたは段々と下りていった――。
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　同じ姿勢で、ロジオンは目を覚ました。

　背中が凝り固まったように痛い。ロジオンは大きく伸びをする。

　どのくらい寝てしまっただろうか。窓の外は明るく、まだ陽は高い。

　それほど時間は経たっていないようだ。

「……っ」

　そこで、ようやくロジオンは異常に気づいた。

　寝台ベツドの上にリーザの姿がない。

　毛布だけが、使用する前より綺麗に畳まれて置いてあった。

　壁際に立て掛けてあった聖王剣ゲーオルギィもない。

　ロジオンは恐る恐る自分の左手を見る。その薬指。

　最前までは確かにそこに嵌まっていた銀色の指輪も、姿を消していた。

「――リーザ！」

　無意味と分かっていながら声を上げて、ロジオンは部屋を飛び出した。

　残り少ないであろう階段の寿じゆ命みようを更に縮めるような勢いで階下へ降りる。

　民家の居間のようなそこは静まり返っていて、人の気配はない。

　否――変わらず赤々と火を熾おこす暖炉ペチカの前に、宿の主である老婆がいた。

　まるで時が止まっているかのように、先程と同じ姿勢で座っていた。

「リーザ――俺と一緒にいた女の子、見なかったか？」

　老婆はロジオンに目を向けることなく答える。

「出てったよ」

「いつ頃？　どこへだ？　何か言ってなかったか？」

「そんなに一いつ遍ぺんに答えられないよ」

「あ、悪い……」

　ふん、と鼻を蠢うごめかすと、老婆はそれでも律りち儀ぎに総ての質問に答えてくれる。

「出てったのは半時ほど前かね。何処へ行ったかは知らないよ。あたしに頭を下げてったけど、何も言わないから、あんたが金を払ってくれるもんだと思ったけど、ちゃんとあるんだろうね」

「あ、ああ、それは大丈夫だ」

　異様に鋭い視線で睨にらみつけてくる老婆に、ロジオンは衣嚢ポケツトから財さい布ふを取り出す。

　考えてみればリーザは、ロジオン以外の人間に言葉を伝えることはできない。

　自分は相当慌てているとロジオンは気づいた。

　それに――指輪を外された今、ロジオンも彼女の声を聞くことはできない。

　それだけではなかった。

　聖王剣が無ければ、あの力を発はつ揮きすることはできない。

　リーザが近くにいなければ、彼女の霊力を貰い受けることも不可能だ。

　今のロジオンは、リーザと全く繋がっていないのだ。

「…………」

　老婆に言われるままに千ルーブリ紙し幣へいを出しながら、ロジオンはあることに気づく。

　相場の何倍もの料金を吹っ掛けられていたが、そんなことはどうでも良かった。

　捨てるように、老婆の手元の小卓に金を置く。

「そうだ」

　やや気を良くしたような声で老婆が言う。

「あの嬢じようちゃん、あんたに手紙を置いていったよ」

「手紙？」

　確かリーザは、文字も書けなかったはずだが。

　疑問を感じながらロジオンは、枯れ枝のような指からその紙切れを受け取る。

「…………」

　文とも呼べない短い単語が、そこには書かれていた。

　それをロジオンは、すぐに畳んで衣嚢ポケツトに仕舞い込む。

　それはロジオンの心を抉えぐってくるものだった。

　けれど――一度自覚したそのことを疑うのはもはや不可能だった。

（無理だ……）

　ロジオンは老婆に短く礼を言うと、宿を出た。

　老婆が返事をしたかどうかは、扉の蝶ちよう番つがいが軋きしむ音のせいで、分からなかった。

　陽射しは強く春のものなのに、眼前に広がる景色は白一色だ。

　雪原に延びる道をロジオンは帝都に向かって歩き出した。

　そのこと――指輪を外され、聖王剣を失い、リーザと別れたことで、自分が明らかに安堵していることを意識しながら。
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　その馬車が自分の進路を塞ふさいで停まって初めて、ロジオンはその接近に気づいた。

　これまでにも何度か、自分の横を馬車が行き過ぎていった気がする。

　そのたびにロジオンは無意識に道の端へと身を寄せていたようだ。

　今度もそうしたのだが、馬車はロジオンの脇わきを通り抜けずに停止したのだった。

　サンクトブルクの方からやって来た一頭立ての馬車の御ぎよ者しや席せきには、見知った顔。

「……イゼル」

「何やロジオン、まだこんな所におったんか。ん、一人か？　龍血族ドラコンクローフイの嬢ちゃんってのはどうした？」

　怪け訝げんそうな顔で問いを重ねながら、イゼルは馬車から降りた。

　手た綱づなを手近の杭くいに引っ掛けてから、ロジオンの所へ歩いてくる。

　ロジオンは異国の友人を見て力なく笑った。

　昨日、彼と学院の中庭で再会したのが、随ずい分ぶんと昔のように感じる。

「お前、なんでそのことを……ああ、グリューネから聞いたのか」

「そうや。グリューネは何処行ったか分からんが、多分親父さんの所やろうな。お前のこと見逃してくれるように頼んでるんやないか？」

「ああ……あいつならやりそうだ」

　思わずロジオンは苦笑する。

「で、お前は何をしにきたんだ？」

「ご挨あい拶さつやなロジオン。お前を捜してたんや。最悪イリヤノフカ辺りまで行かなきゃならんかと思ったけど、早めに会えて良かったわ。伝えときたいことがあってな」

「俺に？」

「ああ……あんな、ロジオン。お前が使ったっていう剣、ありゃヤバい代しろ物ものや。これ以上使うな――」

「なんだ、そのことか」

　ロジオンは吹き出しそうになる。

　その様子を見て、イゼルは怪け訝げんな顔で、

「なんや、もう知っとったんか？」

「知ってたも何も……」

　イゼルがどうやって聖王剣のことを知ったのかは分からない。

　今いま更さらどうでもいいことだった。

　それを言うなら、グリューネの行動もそうだ。

　何もかもが今更で、手遅れだった。

「もう良いんだ。終わったんだよ、イゼル」

　ロジオンは力なく呟くと、彼の横を擦り抜けて、馬車へ足を向ける。

「丁度良いや。サンクトブルクまで乗せてってくれ」

「おいっ」

　イゼルに肩を摑まれる。

　そのまま無理矢理振り向かされ、ロジオンは身体を揺さぶられた。

「どうしたんやロジオン？　ついさっき墓場から甦よみがえった亡ぼう霊れいみたいな顔しやがって。何があった？」

「…………」

　何があった？

　一体何があったのだろうか。

　ただ、偶然現れた少女が示した道を、自分が進むべき道だと勘かん違ちがいした餓が鬼きが、手にした力を持て余して暴れ回っただけだ。

　その結果どうなった？

　少女と自分の間の覚悟の違いを見せつけられた。

　少女は自分の元から去り、そのことに自分は安心している。

　その程度のものだったのだ。

　自分が抱えていた閉へい塞そく感かんだの、帝国の歪んだ繁はん栄えいに対する反発心だの。

　そんなもの、帝国民という立場で安あん穏のんと生きていられる学生が、暇ひま潰つぶしに考えていただけの下らない妄もう想そうだったのだ。

　龍血族ドラコンクローフイの本当の現実。

　手にした力の代だい償しよう。

　その重さを知って、それでも抱き続けられるほど、その妄想は強固ではなかった。

　結局自分は、安全な帝都の中で、学院という護まもられた檻おりの中で、教官相手に危険思想の演えん説ぜつを打っているのがお似合いだったのだ。

　特務保安局員を殺した今、それももうできないのだろうが。

　帝都に戻ったら、自分はどうなるのだろう。

　殺されるのだろうか。

　あるいは、グリューネの頼みで恩おん赦しやが下されたりするのだろうか。

　それでも元のように学院の生徒には戻れまい。

　英えい雄ゆう基き金きんも停止され、日ひ雇やといの労働者にでもなるだろう。

　どちらにしても、構うものかとロジオンは思う。

「頼む」

　ロジオンは、視線を白い地面へと落としながら、友人に告げた。

「とにかく、帝都に帰りたいんだ」
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　自走車アヴトモビルには初めて乗ったが、快かい適てきな乗り心地ごこちとは言いがたかった。

　漆しつ黒こくに塗ぬられた軍用車両は、三台が縦に並んで走っていた。

　グリューネはその内の先頭車両の後こう部ぶ座ざ席せきに収まっていた。

　隣にはドミートリィがいて、前席の運転手に大声で指示を出している。

〈領りよう土ど拡かく大だい戦せん争そう〉の中で改良が進んだ自走車アヴトモビルは、速度は早駆けの馬車並だ。

　その上で、休きゆう憩けいや交代は必要ないのだから、かなり有用ではあるのだろう。

　乗り心地は酷ひどいものだったが。

　凄すさまじい揺れと、全身を叩くような原動機エンジン音。

　屋や根ねのない車内には、車両自身が地面から吹き上げた雪が風と共に舞い込んでくる。

「もっと速度は出せないのか！」

　ドミートリィの怒ど鳴なり声が、それらよりもうるさく響き渡る。

　前の運転席からは悲鳴のような返答。

「駄だ目めですよ！　これ以上無理したら故こ障しようしてしまいます！　広野のど真ん中で立ち往おう生じようなんて厭でしょう!?」

「くそっ……」

　苛立たしげに吐き捨てると、ドミートリィは浮かせていた腰を下ろした。

　気まずそうな表情で、口元に笑みを浮かべながらグリューネを見ると、

「申し訳ありません、グリューネさん。お見苦しい所を……」

「いいえ……」

　首を横に振るものの、グリューネは密かに警戒心を抱いていた。

　激げき情じようしやすい男だとは思っていたが、今は少し焦あせりすぎているように見えた。

　そもそもイーゴル元げん帥すいの命令は、第一に聖せい王おう剣けんの確保、第二にあの少女の捕ほ縛ばくだ。

　ロジオンの逮たい捕ほあるいは処しよ罰ばつは主要の任務ではない。

　しかしドミートリィは彼への報ほう復ふくを第一義に考えているように見えた。

　彼以外の保ほ安あん局きよく員いんたちも同様だ。

　同どう胞ほうを殺されたのだから気持ちは分かるが、グリューネは少し心配になる。

「ねえドミートリィ。お願いだから、ロジオンは私に撃たせて。そうじゃないと、気が済まないわ」

　念を押すようにグリューネが告げると、ドミートリィは笑みを深めて頷いた。

「分かってますとも。再三のグリューネさんの説得にも耳を貸さず、龍血族ドラコンクローフイに加か担たんした裏切り者です。さぞ無念でしょう」

「…………」

　無念？　そんな簡単な言葉で言い表せるものか、とグリューネは思う。

　どんな感情が渦うず巻まいているか、自分でも分からなくなりそうだった。

「カルコフ中ちゆう尉い！」

　前の助手席に座る局員が、ドミートリィに呼びかけてきた。

「どうした!?　発見したか？」

「はぁ……しかし、どうやら一人しかいないようですが」

「なに？」

　ドミートリィに倣ならうように、グリューネは道の先へと視線を向けた。

　大きく蛇だ行こうしながら、小高い丘を登っていく街道の先。

　白一色の景色の中に、点のように蠢うごめく姿があった。

　銀色の長い髪の毛が、陽よう光こうに照らされ光っているのが、ここからでも分かる。

　両腕で巨大な剣を抱えていた。

　確かに、ロジオンの姿は見当たらない。

「小娘だけか……まあ、いいだろう」

　隣でドミートリィが、どこか不ふ快かい感かんを覚える声で呟いた。
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「おーい、大丈夫か？」

　イゼルの呼びかけを背に受けながら、ロジオンは答えられない。

　雪せつ原げんに延びる裏街道の脇わきで、彼は蹲うずくまり、胃の中身を吐き出していた。

　馬車の揺れに酔ったわけではない。

　御ぎよ者しや席せきのイゼルに昨日からの出来事を語っている内に、具合が悪くなったのだ。

　それは今朝方の、龍血族ドラコンクローフイの集落でのあのことに及び、限界に達してしまった。

　ロジオンは馬車が完全に停まるのも待たずに飛び降りた。

　そして、せっかく食べた緑菜汁シチーをほぼ全部、白い雪の上にぶち撒まけたのだった。

「くそっ……」

　両りよう膝ひざと両手に雪の冷たさを感じる。

　胃と胸の引き攣つりと、喉のど奥おくの焼けるような痛みに耐えながらロジオンは呻うめく。

　時間が経てば経つほどに、あの時の光景が鮮せん明めいになってくる。

　鉄の表面に錆さびが増えるように記憶が詳細になり、思い出せる範囲が拡がっていく。

　剣で人の肉に触れた時の感覚。

　一気に斬り払った時の重み。

　真っ二つに断ち切られた身体から、血が跳ね、内臓の一部が垂れて地面に落ちる様さま。

　断だん末まつ魔まの悲鳴、呻き声、やがて漂い出す猛もう烈れつな悪臭。

　そしてそのどれもに、どこか高こう揚ようを覚えていたあの時の自分。

「――かはっ」

　再び腹が勝手に収縮する。

　熱いような刺激をもたらす胃液だけが口の端から零こぼれて、雪の上に垂れた。

「おい、マジで大丈夫か？」

「……ああ、今戻る」

　再び呼びかけてくるイゼルになんとか答えながら、ロジオンは身を起こす。

　手で雪を一握り摑つかむと、それで口元を拭ぬぐう。多少は不快感が消えた。

　御者席に座ったままのイゼルに向かって、ロジオンは苦笑してみせる。

「……みっともねえよな。こんなんで、記憶を喪う前の俺は、父親みたいな英えい雄ゆうになるって騒いでたんだぜ？」

　幾いくら学院で実技の成績が良かろうと、〈魔ま銃じゆう〉の才能があると言われようと、これでは兵士としては役に立たないだろう。

　足をかけ、屋根のない馬車に乗り込もうとしたロジオンに、イゼルは言ってくる。

「――俺も、最初はそうだったんやけどな」

「あ？」

「帝国学院に留学してくる前、まだ親父おやじにくっついて旅をしてた時や。積つみ荷にを狙う盗とう賊ぞくに馬車を襲われてな。もちろん護ご衛えいはついとったけど、相手は大勢や。俺らだけ馬車ん中でぬくぬくしとるわけにはいかん。親父と俺も銃で戦った。お前の剣みたいに感かん触しよくはないけどな。でも、自分が撃った弾で人が血ぃ流して、呻き声上げて死んでくんや。ありゃ厭な気分だった。

　銃の音はいつまで経っても耳に残っとるし、仲間にも死人が出て、その死体とは次の街まで一緒やった。夏やから臭いが酷ひどくてな。そのせいで、いつまで経っても人殺したのを忘れらんなくて、何回吐いたか分からん。なのに、体力がなくなるからって飯は無理矢理喰くわされるしな。ありゃ辛かったわ」

　旅をする商人は、街に店を構え物を売る商人とは違う。

　彼らの生活は争いと、そして死と近いところにあるのだ。

「……でも、今はもう平気なんだろ？」

「ああ、そうやな。けどそりゃあ、俺が強いとか、人殺しに向いとるとか、そういうことやない」

「…………？」

　ロジオンは、馬車にかけていた足を降ろし、イゼルの方を見る。

　友人は、手た綱づなを握ったまま、視線は正面に向けたまま言ってくる。

「覚悟を決めたからや。いや……そんな格かつ好こう良いもんやないな。開き直った、って言うのが正しいかな」

　へっ、とイゼルは鼻から漏らすような笑みを零こぼす。

「商人として生きてくんなら、それが必要なことなんやってな。あの時俺は、夢中で銃を撃った。それが自分の命と積荷を護るために必要なことやったって思えるようになったのは大分後になってからや。それから、もしまた同じ事があったら俺はまた銃を撃てるだろうかって考えた。できると思ったから、俺は商人を続けとる」

　お前はどうや、とイゼルは言ってくる。

「ロジオンが人を斬ったのは必要なことか？　それとも意味のない行こう為いやったんか？　そしてそれより重要なことはや、お前がこのまま帝都に戻ったら、永えい久きゆうにそれは無む駄だな行為だったってことになっちまわないか？」

「っ……！」

　その言葉に、ロジオンは痙けい攣れんするように身を震わせる。

「他のことなら、グリューネに任せとけばなんとかなるんやろうけどな。こればっかりはとっとと決めとかんと手遅れになるやろ。

　だからここで、もう一度訊くで、ロジオン。お前、このまま戻って、自分がやったことを肯こう定ていできるか？　それとも、一生否定し続けることを覚悟で戻るか？　どっちにしろとは俺は言わん。でも、ちゃんとそれを考えた上で、自分で選べや」

　――選べるのは多分、今、ここでだけやで。

　そう、イゼルは言う。

「…………」

　ロジオンはその場で動けなくなる。まるで雪に靴くつの裏が張りついたようだった。

　言いたいことは分かる。

　ロジオンも、あれが無意味な殺人だったとは思っていない。

　ああしなければ、リーザが、ポーレチカが、集落の人全員が殺されていただろう。

　それを止められたことを、ロジオンは後悔してはいない。

　しかし――もしこのまま帝都に戻ったら。

　ロジオンはもう二度と、リーザや龍血族ドラコンクローフイのために戦うことはないだろう。

　それは、あの時の殺人だけが、ロジオンの人生の中の異物として残るということだ。

　そうなればロジオンはいつまでも、死ぬ間ま際ぎわまで、あの時のことを思い出して不快感に苛さいなまれ続けるだろう。

　あるいは――戦いを続けるか。

　あの行為を肯定するにはそれしかない。

　聖王剣を握り、リーザと共に、彼女が願う「龍血族ドラコンクローフイの居場所」を手に入れるまで戦う――その決意をもって初めてロジオンは、あの行為を認められるだろう。

　自分の中に、受け入れられるだろう。

　その覚悟が――あるいは、開き直りが――できるのならば。

「……俺は」

　ロジオンは、先程衣嚢ポケツトに押し込んだ紙し片へんを取り出した。

　僅わずかに折れ曲がってしまったそれを伸ばして、そこに書かれた文字を見る。

　そこには、酷く不慣れさを感じさせる、震える線で、
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　とただ一言。

　間違いだらけの綴つづりで、そう書かれていた。

　老ろう婆ばから渡された時はすぐに仕舞ったそれを、今度は目を逸らすことなく眺める。

　リーザは、あの時自分の『希望』を否定したロジオンに、この言葉を残していった。

　僅かな間だけ共にいて、もう二度と自分を助けてくれないだろう相手を。

　責めるでもなく、罵ののしるでもなく、ただ感謝の言葉を置いていったのだ

　それは彼女の優しさなのだろう。

　もう、無理して戦うことはないと。

　けれど、あの行為を自分は肯こう定ていしていると。

　そう示して、ロジオンの心を軽くするための優しさだ。

　そして彼女は姿を消した。

　唯ゆい一いつ、自分の声を聴くことができるロジオンの元から。

　リーザは言葉を伝えられない。感情を表すこともできない。

　感謝の言葉を示すために、こんな間違いだらけの文字を書くのがやっとだ。

　そんな身で、彼女はまた一人で行ってしまったのだ。

　ロジオンは、一度手を差し出しておきながら、その手を振り払うように、彼女を放り出した。

　誰にも、何も伝えられない、孤独の世界へ。

「認められるわけ、ねえよ。そんなの……」

　ロジオンは拳こぶしを握り締める。

　溶よう接せつされたように地面に張りついていた足を、無理矢理持ち上げる。

　奥歯を砕けよとばかりに固く嚙かみ締める。

　自分が選んだ道は間違いだったか？

　手にした力の代だい償しようは、捨てなければならないほど重かったか？

　その重みを背負ってでも、向かうべき意味があると信じたから自分は――彼女に頷いたのではなかったのか？

　共に行こうと。

　居場所を取り戻そうと。

　それならば――。

「おいロジオン、あれ！」

　イゼルが声を上げた

　彼は遠く、空を見上げている。

　差し向ける指に導かれるように視線を向ければ、青き天に舞う緑りよく光こうの翼があった。

「……リーザっ」

　ロジオンは息が詰まりそうになる。

　移動距離を稼かせぐために飛行している訳ではないだろう。

　あれ程の高空を飛ぶのは、恐らく何者かから逃れるため……。

（くそっ……）

　足が震えた。

　あの時の感触を思い出す。

　剣を伝い、手へと響く殺さつ戮りくの手応え。

　それを得ることを歓喜するような自分の高こう揚よう。

　怖い。あの熱狂の中に戻ることには恐怖しか感じない。

（……逃げるな）

　だが――ロジオンは思い出す。

　人の姿や心を失うよりも、人のまま人間でなくなることを畏おそれると言った、彼女の言葉を。

　だから彼女は目指すのだ。龍血族ドラコンクローフイの居場所を。

　自分が、自分でいるための地を。

（逃げるなよ……！）

　逃げれば、それは得られない。

　退しりぞけば、それは永久に喪われる。

　だから進むのだ。

　力に侵おかされ。

　心を喰くわれ。

　それでも前へ。

　勢いや思いつき、何かから逃れるためではなく。

　ただ自分の意思を持って、前へ。

　進め。

　願え。

　摑め。

　本当に求めるものを。

（俺の居場所は――）

　自分が自分でいるための場所は、そこにある。

「――イゼル！」

　ロジオンはもはや迷わない。

　馬車に飛び乗ると、声を張り上げる。

「あの光を追ってくれ！」

「――よっしゃ」

　どこか満足そうな笑みを浮かべて、イゼルは手綱を振るった。
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　そこは、なだらかに延々と続く上り坂の先にあった。

　坂を大きく迂う回かいして登る旧街道と、何度も蛇だ行こうしながら登る新街道。

　二つの道が登り切った丘の向こう側で合流する。

　それは鉄てつ路ろと並走して、帝都の隣町イリヤノフカへと向かっている。

　ロジオンとイゼルの乗った馬車は、空を飛ぶ緑光の翼を追う。

　漆黒の軍用車両が馬車に先行し、翼に迫ろうとしていた。

「おいイゼル、もっと飛ばせねえのかよ！」

「無茶言うな。馬車で自走車アヴトモビルに追いつけるわけないやろ。しかも相手は軍用の最新式やぞ！」

　ロジオンは歯嚙みする。

　姿を捉とらえたはいいが、相手からは少しずつ離されていっていた。

　空を飛ぶリーザは、急に高度を落としたり、左右に揺れたりと、動きが危うげだ。

　長時間の飛行はできないのだろう。

　乾いた銃じゆう声せいが、時折雪原を震わせる。

　今はまだ射程外だろうが、いずれ命中するのは明らかだった。

「くそっ……」

　その時、背後から不意に響いた汽き笛てきの音に、ロジオンは振り向く。

　鉄路を走る機関車が迫っていた。

　黒こく煙えんを吐き出す巨体は、幾十もの車両を引き連れ、悠ゆう然ぜんと馬車を追い抜いていく。

　貨か物もつ列れつ車しやのようで、人を乗せる客車は引いていない。

「イゼル！」

　ロジオンは叫ぶ。

「なんや？」

「線路に寄せてくれ！　早く！」

「線路に……？　お前、まさか……」

　意図を悟さとったらしく呻き声を上げるイゼルに、ロジオンは再度「早く」と叫ぶ。

　この機を逃せば、恐らくもう次はない。

「……どうなっても知らんからな！」

　自や棄けになったように叫ぶと、イゼルは鞭むちをくれて馬の進路を変える。

　街道から、土が盛られた斜面を馬車は登っていく。

　斜めに傾かしいだ馬車の端に立ち、ロジオンは並走する列車を見据える。

　相手の方が速度がある。あと五両ほどで、列車は通過してしまう。

　挑いどめるのは一度だけ。失敗すれば地面に転がり落ち、リーザを追う術すべはなくなる。

　貨物車の後部、手て摺すりのある足場が正面に並んだところで、一気に跳んだ。

「くっ……」

　勢いがつきすぎて、危うく反対側へ転落しそうになる。

　手摺りを摑んで何とか身体を支える。上手く行った。ロジオンは安あん堵どの息を吐く。

「ふぅ――うわ！」

　と、いきなり背後からぶつかられて、思わず声を上げる。

　振り向けば、友人の飄ひよう々ひようとした笑みがすぐ目の前にあった。

「お前……なんで」

「阿あ呆ほう。列車の後ろでドンパチ始めたら、機き関かん士しが列車止めちまうかも知れんやろ。俺はそうさせないように説得してくるから、お前はちゃんと龍血族ドラコンクローフイの嬢じようちゃんを保護してきいや」

「…………イゼル」

　彼の背後で、先程まで二人が乗っていた馬車が後方へ置き去りにされていく。

　御者を失った馬は、自分で元の宿場へ帰っていくだろう。

「すまん、助かる」

「なぁに。いずれちゃんと請求書渡すからよろしく頼むで」

「なんだ、金取るのかよ！」

「当たり前や。旅行の案内ガイドは歴れつきとした商売やで」

「くそ、この拝はい金きん主義者め」

　二人は苦笑を交わし合うと、互いの手を叩き合ってから別れる。

　イゼルは貨物車の中を通って先頭の機関車へ。

　そしてロジオンは手摺りに摑まり、車両の屋根の上へ登る。
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　貨物車の平屋根の上にロジオンは登った。

　周りに目を向ける。

　鉄路の左手を走る漆黒の軍用車両は三台。そのどれもに特務保安局員が乗っている。

　先頭の自走車アヴトモビルにはドミートリィと、そしてグリューネがいた。

（あいつ……どうして？）

　その意図が分からず、ロジオンは眉を顰ひそめる。

　彼らは皆、まだロジオンに気づいていない。

　空を飛ぶ龍血族ドラコンクローフイの少女に意識を奪われていた。

　ロジオンも空へ目を向ける。緑色の光翼が、先程よりも間近にあった。

　少女の姿が見て取れる。彼女が巨大な刀とう剣けんを抱えていることも分かった。

　その高度も落ちてきていた。やはり長時間の飛行は無理なのだ。このままでは――。

　乾いた銃声が響く。

　ドミートリィが〈リップヴァーン〉を構え、天へと視線を向けていた。

（あいつ、予備を持ってやがったのか……）

　空では、リーザが一気に体勢を崩していた。

　左右へ揺れながら地面へと近づいてくる。

　赤い雫しずくが青い空へと跳ねたように、ロジオンには思えた。

「くそっ……リーザ！」

　ロジオンは列車の屋根を前方へと移動する。

　保安局員たちは流石に気づいた。グリューネが自分を呼んだように思う。

（ん？　なんだ……？）

　何故か局員たちはロジオンへ銃口を向けてこない。

　理由は分からないが、機会を逃すわけにはいかない。

　ロジオンは何両か貨物車を飛び越え、リーザへと近づく。

「リーザ！」

　声を張り上げる。

　空を舞う彼女は、その呼びかけに気づき、危うげな蛇行で彼の真上へ来ると、

「っ！」

　翼を消して落ちてきた。

　ロジオンは慌てて一両後ろへ移動する。

　思い出したように響く銃声。

　しかし加速度を伴って落ちる標的にそれは命中することなく、少女は一気に墜つい落らくし。

「ぐ、おぉ……！」

　ロジオンはそれを、何とか腕で受けとめることができた。

　思わず膝を突くロジオンの腕の中で、リーザは苦しげに荒い呼吸をしている。

「何処を撃たれた？」

　問いかけて、直後今は彼女の言葉を聴けないのだと思い出す。

　彼女の身体を見回す。左の二の腕の布が裂け、血が滲にじんでいた。

　見れば、掠かすったように傷ができていたが、直撃はしなかったらしい。

　弾が身体に残っている様子もなかった。

「応急処置くらいはしたいところだが、今は時間がない。我が慢まんしてくれ」

　ロジオンは早口で告げる。

「それと……色々言いたいこともあるんだが、それも後回しだ。とりあえず、その……済まなかった」

「？」

　無表情で首を傾げるリーザ。

　どうやら彼女には、ロジオンに何かをされたという意識もないようだ。

　その辺のことも、後で話そうと思いつつ、ロジオンは軍用車両の方に目を向ける。

　保安局員たちはやはりこちらを攻撃してこようとはしない。

　その沈ちん黙もくは不気味にすら思えた。

　しかし。

　その中に一人、不安定に揺れる自走車アヴトモビルの座席の上に立つ姿があった。

　構えた赤色の〈魔銃〉の銃口をこちらに向ける少女。

「グリューネ……」

　ロジオンは、炎えん髪ぱつを風に揺らす幼おさな馴な染じみを見つめる。

　灰色の両眼には怒りが宿り、向けられた銃口は逸そらされない。

　ロジオンは、リーザが抱えていた剣の柄つかを、静かに手に取った。

「グリューネ……どうしてだ？　どうしてお前が……？」

「どうして？　それはこっちの台詞せりふよ！」

　疾しつ走そうする自走車アヴトモビルの原動機エンジン音より遙はるかに大きく強い声を、彼女はぶつけてくる。

「あんたはいつも……後先考えないで、自分から損するようなことばかりやって……人に心配かけて……馬ば鹿かよ、馬鹿！　大馬鹿！」

「…………」












　まるでいつもロジオンに言ってくるように、グリューネは罵ば声せいを浴びせてくる。

　しかし、そこに宿る怒りは、何処か普段と違っているように感じた。

　それは何故か、彼女自身に向けているようにも思えて――。

「一つ、教えて」

　唐とう突とつに、グリューネは静かに声を抑えて言った。

「ロジオン、あんた、何故あんなことをしたの？　龍血族ドラコンクローフイの手助けをして、保安局の皆を殺したりして……そんなに学院や保安局や、帝国のやり方が気に入らなかったの？」

「違う」

　ロジオンは首を振った。

　そして静かに立ち上がる。

「いや……最初はそうだったかもしれねえ。俺は帝国の繁栄が偽にせ物ものにしか思えなかったし、そんな中で暮らしてる自分も気に入らなかった。それを何とかしたくて、でもどうすればいいのか分からなかった」

　そこにリーザが現れた。

　彼女は「龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻す」という道を、ロジオンの前に示した。

　ロジオンは、それこそが自分の進むべき道だと思った。

　思い描いたのとは違う道の険けわしさに一度は引き返そうとしたが。

　だが――。

「――今はそうじゃない。俺は、自分が行きたいと思える道を、ようやく選べた」

　ロジオンは告げる。

　幼馴染の少女に向けて、訣けつ別べつとなるかもしれない、その言葉を。

　傍かたわらの龍血族ドラコンクローフイの少女に向けて、告白とも取れる、その決断を。

　それは、叛はん逆ぎやくの狼煙のろしだ。

　もはや退くことはできなくなる。

　剣を抜き放てば、それを納めることは叶わない。

　しかしそれでも、ただ一人の少女の祈りに応えるために、ロジオンは宣言する。

「リーザを護って、願いを叶える。

　龍血族ドラコンクローフイの居場所を取り戻す。

　そのために、俺は帝国に刃を向ける」

　そしてロジオンは、勇ゆう壮そうなる刀剣を正眼に構えた。

「……そう」

　グリューネは、射い貫ぬくように彼を見据えていた視線を、初めて逸らした。

　向いていた銃口を僅かに下ろした。

　そして彼女は、

「……あんたが、そこまで決意を固めてるなら、仕方ないわね。残念だけど……」

　そして彼女は引き金を引き――。
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「灼劫シヤクゴウ！」

　そして爆発音は、グリューネが乗る自走車アヴトモビルの背後から鳴り響いた。

「なっ……」

　ドミートリィが驚愕の表情で顔を向けてくる。

　グリューネが撃った一射は、後方の地面を捲めくれ上がらせた。

　一台が泥と雪と爆風に煽あおられて横転し、もう一台がそこに突っ込んで停止した。

　グリューネは〈スタンダール〉赤クラースヌイを振り抜くのと同時に黒チヨールヌイを銃吊ホルスタから引き出す。

　そして、その銃口を、隣に座るドミートリィに向けていた。

「……どういうおつもりです、グリューネシカお嬢様」

「お嬢様は止めてって、いつも言ってるでしょ」

「……冗談にしては笑えませんね。あなたが、彼を自分の手で始末したいと仰るから、手出しせずにいたのですよ。まさか、初めからこうしようと思っていたのですか？」

　言いながら、ドミートリィは〈リップヴァーン〉を構えようとする。

「動かないで！」

　グリューネは声を叩きつけた。

「そのまま銃を手から離してちょうだい」

「…………」

　ドミートリィは銃を床に置き、両手を上げた。

　グリューネは、並走する列車の屋根に立つ幼馴染の少年へ向けて声を上げる。

「ロジオン！　あんたがそう決めたのならそれでもいいわ！　けど、このまま勝手にいなくなるなんて、そんなのは許さないんだから！」

　力の限り叫ぶ。

　こちらを見て、未だ馬鹿みたいに唖あ然ぜんとした表情を浮かべている相手に、二年前から心の中に、溜まり続けていた想いをぶつけるように。

「私も――」

　――連れて行きなさいよ！

　と、その想いは。

　しかし、彼女の口から発されることはなく。

　轟ごう音おんが耳に響き渡る。

　一瞬遅れて、左腕に焼けるような痛みが走った。

　グリューネは、手にした〈スタンダール〉黒チヨールヌイを、なんとか銃吊ホルスタに差し込む。

　一瞬の油断を突かれた。

　痛みに狭まる視界で、何とか隣に目を向ける。

〈魔銃〉を手にしたドミートリィが、憤ふん怒どと嘲ちよう弄ろうが絡からみ合う表情でこちらを見ていた。

「……全く理解に苦しみますね。龍血族ドラコンクローフイの娘と、それに加担する叛逆者。そんな奴らに何を肩入れするのです。あなたはヴァローナ帝国の貴族だ。将来は帝国軍や特務保安局を率いるべき才さい媛えんですよ。下らぬ同情などで、道を踏み外してはいけません」

「…………」

「今ならまだ間に合います。その〈スタンダール〉赤クラースヌイであの二人を撃ちなさい。そうすればまだ、あなたに罪はない――」

「いい加減にして、ドミートリィ」

　彼の説得を遮さえぎり、グリューネは言う。

　片腕からは血が流れ続けている。

　痛みに意識が吹き飛びそうだった。

　しかし、それでも彼女は膝を屈さない。銃を構える腕を降ろさない。

　そして、笑みを浮かべて彼女は言い放つ。

「――私は、いつまでも幼い頃の『グリューネシカお嬢様』ではないのよ」

「この――」

　大爆発を引き起こす〈魔銃〉の引き金に、グリューネは指を伸ばす。

　この至近距離、それに原動機エンジンを積んだ自走車アヴトモビルだ。炎上は避けられない。

　だが――そうすれば、ロジオンたちは追手から逃れられる。

　共に行くことが叶わないなら、せめて灼しやく熱ねつの劫ごう火かで行く手を照らしてあげたい――。

「――小娘がっ！」

　しかし、そんな願いを載せた銃弾も、放たれることはなかった。

　ドミートリィは〈魔銃〉を振り抜き、銃じゆう床しようをグリューネの負傷した腕に叩きつけた。

「ぐっ……！」

　鈍い痛みが全身へと響くように走り、グリューネは猛もう烈れつな吐き気に襲われる。

　脳が直接揺さぶられるような眩め暈まいに耐えられず、後部座席に倒れ込んだ。

　ドミートリィがのしかかって来る。

　軍ぐん靴かがグリューネの左腕を踏みつけてきた。

　再び痛みがグリューネを襲う。

「うぐ……あああああぁあぁああっ！」

　喉のどから絞り出すような悲鳴を上げながら、それでも彼女は〈魔銃〉を手放さない。

　右手を、ドミートリィへ差し向けようとして――しかしそちらの腕も押さえられる。

　ドミートリィのもう片方の手が、グリューネの首に迫る。

「く……ぅぁあっ」

　痛みと悔しさに、涙が溢あふれ視界が滲む。

　ドミートリィの土色の顔が間近にある。

　何か叫び声を発しているようだった。

　しかし意味を聞き取るほどの余裕は、グリューネには残っていなかった。

　その、酷く歪んだ笑みを浮かべた顔を、グリューネは初めて怖いと感じた。

「…………」

　限界だった。全身から力が抜ける。

　心しん臓ぞうのように痛みの脈打つ左腕が、彼女の意識の糸を一本ずつ断ち切っていく。

　だが、その最後の一本が切れる直前に、グリューネは見た。

「あ……」

　緑光を放ち、天を舞う翼と剣を。
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　グリューネの言葉がロジオンに届く前にドミートリィの〈魔銃〉が轟ごう音おんを響かせた。

　銃弾は〈スタンダール〉黒チヨールヌイを握るグリューネの左腕を掠めたようだった。

　並走する自走車アヴトモビルからは、グリューネの絞り出すような悲鳴が聞こえてくる。

　続いて、ドミートリィの荒ぶった声。

「龍血族ドラコンクローフイなど人間ではない！　奴らに味方する者も同罪だ！　総ての罪人に死を、それが我らの理念だ！」

「あの野郎……好き勝手な事言いやがって」

　ロジオンは歯嚙みする。

　座席ではドミートリィがグリューネを押さえつけている。

　このままでは危険だ。放っておくわけにはいかなかった。

　一方で、これは好機でもあった。

　ドミートリィは、完全にロジオンたちから意識を逸らしている。

　あの自走車アヴトモビルを撃退するなら今しかない。

（まったく……あいつには助けてもらってばかりだな）

　そんなことを思いながら、ロジオンはリーザに言う。

「すまない、リーザ。あの時みたいに俺を抱えて――ぐっ!?」

　その途中で、思わず膝を突く。

　再び、あの感覚が襲ってきた。

　強烈な眩め暈まい。

　身体が熱を帯び、意識が朦もう朧ろうとして、視界が酷く狭くなる。

　何か、黒々としたものが自分の中へ流れ込んでくる。

　殺意が満ちていく。

「リーザ……っ」

　ロジオンは何とか彼女を見み遣やる。

　彼女の緑色の両眼は虚こ空くうを彷徨さまよい、その縁には涙が溜まっていた。

　哀しみを表すように。

　リーザは連服ワンピースの衣嚢ポケツトから指輪を取り出し、ロジオンに差し出してきた。

　震える手からそれを受け取ると、ロジオンは自分の指に嵌はめる。

　声が、聞こえてくる。

（ロジ……オン……）

　彼女の眉根はきつく歪められ、細かく震えていた。

　怒りを表すように。

（あの言葉……父が、殺される時も、誰かが同じ事を……あんなふうに……私たちは人間ではないと、殺されるべき存在なのだと、そう言われながら父は……！）

「まさか……お前の父さんを殺したのが、ドミートリィだったのか……？」

　有り得ない話ではない。

　ドミートリィは、グリンカ元帥と共に、リーザの故郷であるヴォストックでの戦いへ赴おもむいている。

　しかしリーザは首を横に振った。

（分かりません……私は父を撃った人の顔を見ていません……けれど、あの人も同じ考えで……それに、同じようにポーレチカを撃とうとして！　テレーザを殺した！　あの人が！　あの人が殺したのです！）

　そしてリーザの口元には。

　歓かん喜きを表すような笑みが、見事に咲き誇っていた。

「待てリーザ！」

　ロジオンは叫ぶ。

　駄目だ。このままでは、また彼女は暴走してしまう。

　激情に支配され、身も、心も、龍と化してしまう。

「あぁあ――あっあ――あああぁぁあ！」

　リーザは喉から逬ほとばしる声を上げる。

　掠れ、弱々しい声はしかし、ロジオンの心に鋭く爪を立て、抉えぐる。

「うぐ……ぐああああぁっ！」

　まるで混声合唱のように、ロジオンの喉からも絶叫が生まれる。

　そしてロジオンは、聖王剣を掲げ、鞘から引き抜いていた。

　緑光が弾け、僅かに列車の後方へと流れ去る。

　しかしその殆ほとんどは瞬時に幾き何か学がく模も様ようの巨大な刃となって、銀色の刀身を取り巻く。

　リーザの額の紋もん章しようが輝く。

　彼女の背後で左右へと広がった光翼が、怒いかるように打ち震え。

　憎しみを解き放つように羽ばたいた。

　リーザの腕が怒りのままに剣を握るように、ロジオンの身体を捕らえる。

　次の瞬間、二人は空へと飛んだ。
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　幾何学的な緑光の翼は、リーザとロジオンを鳥のように舞わせる。

　高みから雪原を見下ろす。

　その中を貫く鉄路と街道。並走する列車と自走車アヴトモビルの姿があった。

「あ――あぁ――ああああぁっ！」

　弱々しく掠れた、しかし強い感情を含んだ叫びを、リーザは上げ続ける。

　感情は、吹き荒れる嵐のように、ロジオンの中へと流れ込んでくる。

　殺せ、と何かが囁ささやく。

　満ち溢れる霊力が、ロジオンの身体を突き動かそうとする。

　それに押し流されそうになりながら、ロジオンは理解しつつあった。

　聞こえるのは剣の声だ。

　剣が、自らを振るって、罪ある者に罰を下せと告げてくるのだ。

　剣に意思があるのか。

　信じ難い話だった。

　あるいは、この声は遣い手の想いを反映しているだけなのかもしれない。

　つまり、ロジオンと、そして霊力を与えるリーザの想いだ。

　殺せ。声は響き続ける。ロジオンの意思を埋め尽くそうとするかのように。殺せ。敵を殺せ。父を殺した、テレーザを殺したあいつを、殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ――。

「がああああぁぁあぁぁあっ！」

　絶叫が、ロジオンの喉から溢れ出る。

　衝動が全身を駆け巡る。

　突き動かされるままに剣を振り回し、総てを殺し尽くそうとするかのように。

（く……そっ）

　駄目だ。

　これでは、何もかもを壊してしまう。

　怒りのままに暴れれば、いずれ何もかもを喪ってしまうだろう。

　救い出すべき幼馴染の少女も、リーザの希望も、総てを。

　あらゆるものを壊し、喪わせようとする、この殺意こそが呪いだ。

（流されるな……）

　ロジオンは、今自分がいる場所を感じる。

　空。

　リーザと共にいなければ、来ることのできない特別な場所。

　そこは、こんな悪意に塗まみれた場所ではなかったはずだ。

　自由で、清せい澄ちようで、地上の何もかもから解き放たれた世界だったはずだ。

「ああぁ――ああぁあああ――あああっ！」

　彼女の感情が、共鳴した聖王剣が、殺せと叫んでくる。

「リィ……ザ！」

　ロジオンは叫び返す。彼女の名を呼ぶ。

「そうじゃねえだろ！　お前の願いは！　希望は！　どこに行ったんだよ！」

　居場所を取り戻す。

　それがリーザの願いだ。

　その願いを叶えるために、自分はここに来た。

　共に歩むために、この剣を取ったのだ。

　だから――。

（そのための言葉を、力を、俺に寄よ越こせよ――ゲーオルギィ！）

　光が、生まれた。

　緑光が空に満ちる。

　雲うん塊かいすら押しのけ、巨大な刀剣が一条の光を天へと放っていた。

（ロジ……オン……）

　リーザが呼びかけてくる。ロジオンは彼女の方を見た。

　彼女は笑みを浮かべながら、涙を流している。

　深い森の奥の泉のように、濃い緑の両眼。

　そこから雪原の白さの頰ほおを伝って落ちる雫しずくが、風に舞い、ロジオンの掌てのひらに触れた。












「行こう、リーザ」

（はい……っ！）

　緑光の翼が羽ばたく。

　音が消える。

　疾走する列車の轟音も、自走車アヴトモビルの原動機エンジン音も。

　一切が聴ちよう覚かくから遮しや断だんされ、静せい寂じやくの世界を二人は飛ぶ。

　総てが明めい瞭りように知覚できていた。

　近づいてくる自走車アヴトモビルとの距離、角度、剣を振るうべき瞬間、何もかもが明白だった。

「――往おう者しや、現げん今こん、嚮きよう後ご、従いて来よ」

　ただ、無音の世界に響く詩しい歌かのような言葉を、ロジオンは口にする。

「――運命さだめと運命の交わりの起点。始し原げんにして終しゆう焉えんの地にて、光こう輝き、闇に哭なき、道を祓はらえ――」

　それは、この剣に託された想いなのだろう。

　想いは幾いく重えにも降り積もって願いとなる。

　願いは幾度も繰り返されて、そして――叫びとなるのだ。

「――閃刃裂衝センジンレツシヨウ！」

　ロジオンは剣を振り抜く。

　緑光の刃が自走車アヴトモビルの正中を捉えた。

　そしてそのまま番号標ナンバープレートを、車頭部ボンネツトを、風防窓を、容易たやすく両断していく。

　驚愕に目を見開くドミートリィと、一瞬視線が合ったような気がした。

　彼は慌てて遊底ボルトを引き〈リップヴァーン〉の次弾を装そう塡てんする。

　だが、間に合うはずもない。

　ロジオンは剣を片手で振り抜きながら、グリューネの身体を摑む。

　今にも気を失いそうな彼女は、しかしそれでもロジオンの身体に腕を回した。

　接敵は一瞬だった。

　緑光の刃が雪原を割る。

　自走車アヴトモビルは包丁を入れられた聖菓子パスハのように、左右に分かたれる。

　酔っぱらいのように右へ左へと蛇行して、街道の端で横転して止まった。

　三人は、空へ戻る。

　急激に感覚が回復する。

　世界は元の速さで動き始め、あらゆる音が一斉に耳に押し寄せてくる。

　眼下では、二つに断ち割られた自走車アヴトモビルが、炎を上げて周囲の雪を溶かしていた。

　列車が、大きく弧こを描いて走っていく。

　イゼルが、大声でロジオンたちを呼んでいるようだった。

　聖王剣は光を失い、普通の剣に戻っていた。

「リーザ……大丈夫か？」

（はい。霊力の翼は、重さを失わせますので）

「いや、そうじゃなくて……」

　いつも通りの静かな口調に戻ったリーザに、ロジオンは苦笑する。

　しかし、この様子なら問題はないだろう。

　荒れ狂うような感情は、どうにか鎮しずめることができたらしい。

「ロジオン……」

　グリューネが名を呼んでくる。

　ロジオンは返事をしようとしたが、彼女は力なく彼の腕の中で意識を失っていた。

「……有難う」

　それなのに彼女は、そんな言葉を口にするのだった。

「普段は意地でも言ってこないくせに」

　ロジオンは軽口を叩く。

（ロジオン……ごめんなさい、私は――）

「謝らないでくれ、リーザ」

　聞こえた声を、ロジオンは遮さえぎった。

（けれど……私はあなたを置いていこうと……）

「それは俺のことを思ってくれたからなんだろ」

（…………）

　リーザは黙ってしまう。小さく頷いたようだった。

「けど、俺はもう迷わないから。お前と一緒に旅をして〈三聖具〉を集める。お前の感情や言葉も、お前たちの居場所も取り戻す。それまで、お前を独りになんかさせねえ」

（しかし……ロジオン。聖王剣を使い続ければあなたの心は……）

「龍と化してしまう、か？」

（……はい）

　霊力の暴走。

　荒れ狂う殺意は確かに、呪いのようにロジオンを蝕むしばむ。

　だが、今彼は、暴れる殺意を抑え込んだ。

　衝動のままにではなく、自分の意思で剣を振るったのだ。

「そんなもんに負けるかよ。剣で人を斬ったなら、それは俺の決断の結果だ。責任は俺にある。龍化症だの霊力の暴走だの、そんなもんに背負わせて逃げてたまるかよ」

　それに、とロジオンは続ける。

「龍化症を放っとく必要だってねえ。ついでに、それを治す方法も見つけようぜ。それくらいの多くを求めたって、罰は当たらねえだろ」

　その前ぜん途とは険しいだろう。

　だが、進むと決めたなら、必ず辿たどり着けるはずだ。

　何しろ自分たちが目指せる世界は、こんなにも広いのだから。

　空を駆ける翼と、壁を斬り拓く剣があれば、この大地の果てまでも、行くことができるのだから。

（…………はいっ）

　リーザの声が聞こえる。

　背中に、彼女の頭が押しつけられるのを、ロジオンは感じた。

　今、彼女がどんな顔をしているのかは分からないが、その感情はきっと――。




　緑光の翼が翻ひるがえり、空を静かに降りていった。
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「ぐっ……うぐ…………」

　鞭むちで打ち据えられたような全身の痛みに耐えながら、ドミートリィは起き上がる。

　痛みよりも、激しい怒りが彼の身を震わせていた。

　魔銃〈リップヴァーン〉は離すことなく手の中にあった。

　しかし、漆黒の軍用車両は今や二つに斬り裂かれ、街道の外れで赤々と燃えている。

　もはやあの列車を追うことは叶わず、奴らの逃亡を防ぐことはできない。

　身体中が痛みに軋きしむ。

　髪や服が雪で濡れ、更には泥が張り付いて、酷く不快だった。

　ドミートリィは脚を引き摺りながら、立ち往生している残りの軍用車の方へ戻る。

「くそ……くそっ！」

　幾度も罵ば声せいを口から吐き出す。

　許し難かった。

　特務保安局のこの身が、栄えい光こうある装しよう束ぞくが、穢けがらわしい龍血族ドラコンクローフイと逆ぎやく賊ぞくによって汚けがされるなど、到底許きよ容ようできない。

　立場が逆だ。

　奴らこそが帝国の権力と武力に屈しなければならない。

　豚のように悲鳴を上げ、溝どぶ鼠ねずみのように泥に塗まみれ、塵ゴ芥ミのように死ぬべきなのだ。

　自らの卑いやしい生まれを嘆なげきながら。

　自らの愚かな選択を悔やみながら。

「憶えていろ……ロジオン・ロジオーノヴィチ・ロジオノフ！　貴様は必ず私の前に這はい蹲つくばらせ、汚お辱じよくの中に骸むくろを投げ込んでやる！」

　怨えん嗟さの声は、白の大地と蒼そう天てんに響き渡る。
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「ご報告いたしますっ」

　再び、部下が慌ただしく駆け込んできた。

「ヴァロータ湾わんの水位は更に上昇、沿えん岸がん部ぶは完全に水没しました。レニンスカヤ区の辺りまで水浸しです！」

「住民の避ひ難なんは？」

　イーゴル・グリンカは、部下を落ち着かせるように、静かに問う。

　執しつ務む机づくえの奥の椅い子すに座り、卓上に広がる地図から視線を逸そらすことはない。

　漆しつ黒こくの軍服を纏まとった特とく務む保ほ安あん局きよく員いんは、舌をもつれさせながら答える。

「はっ。既に完了しております。現在、更にノヴォカナール区とリノフスキー区に避難勧かん告こくを行っております」

「そうか」

　グリンカ元げん帥すいはその言葉に合わせて、地図上にペンを走らせる。

　それから顔を上げ、部下へと言葉を投げた。

「特務保安局の人員は総て住民の避難に回せ。被害を抑えることが最優先だ」

「はっ。失礼いたします！」

　再び敬礼し、部下は退室していった。

「…………」

　部下の足音が廊下を遠ざかり、聞こえなくなってから、イーゴルは小さく息を吐く。

　こめかみに指を押し当てる。軽く頭痛がしていた。

　先日の夜から彼はこの特務保安局本部に詰めていた。

　ドミートリィとグリューネを送り出した後は少し仮眠していたが、部下の慌ただしい報告に叩き起こされた。

　帝てい都との北東で、天へと昇る巨大な緑光の柱が発生した、と。

　そしてその直後から、異常現象の報告が相あい次ついだ。

　地震の多発。それに伴ともなう鉄路や街道の寸断。

　帝都南西部に広がるヴァロータ湾からの洪こう水ずい。

　帝都の北側では激しい落らく雷らいが起こり、ミハイル大だい聖せい堂どうの屋根が炎上した。

　どれもが、この土地では時折起こる自然災害だ。

　しかし、この短時間での頻ひん発ぱつ具合はやはり異常だった。

　イーゴルは席を立つと、背後の窓へと向き直る。

　東向きの窓の外を流れるベルーガ川は、西陽をこの建物に遮さえぎられ薄暗い。

「何やら、大変なことになっておりますわね」

　不意に声がして、彼は振り向いた。

　扉のない執務室の入口に、一人の女性が立っていた。

　黒を基調とした上品な服に身を包んでいる。

　荒々しい軍人ばかりが歩き回る建物の中で、その姿は酷ひどく異物めいて見えた。

　絹きぬ糸いとのように繊細そうな金色の髪は乱れも傷いたみもない。

　それを持ち上げて耳にかける指は、透き通るように白い。

　相手を吸い込んでしまいそうな黒い両眼でグリンカを見つめ、微笑ほほえんでいた。

　もしグリューネがこの場にいたなら、驚きに声を上げていただろう。

　二年前の、夜の病院での邂かい逅こうを思い出して。

「これは珍めずらしい」

　イーゴルは淡々とした声で言いながら、席へと座り直す。

「このような場所へわざわざお越しになられるとは。どういった気き紛まぐれかな」

「隠すおつもりですの？」

　女性は、計算し尽くしたような足取りで部屋に入ってくる。

　脇に置かれた長椅子ソフアに腰を下ろした。

　イーゴルは卓上の電話を取ると、内線で紅こう茶ちやを用意するように命じた。

「お昼からの騒ぎ。只ただ事ごとではありませんわね。あれは聖せい王おう剣けんゲーオルギィが引き起こしているのではなくて？」

「流石さすが、勘かんが鋭くていらっしゃる」

　イーゴルは僅わずかに苦笑すると、先日からの出来事を簡単に語る。












　龍血族ドラコンクローフイの少女――リザヴェータという名前らしい――が聖王剣を持って現れたこと。

　少女と帝国民の少年が出逢い、その少年が聖王剣の力を発はつ揮きしたこと。

　彼らが〈三聖具〉の一つ、ダヴィドの指輪も所持しているらしいこと――接敵した局員の一人が、少年の指に嵌はまっているのを目撃していた。

「先程カルコフ中ちゆう尉いが追つい跡せきに向かったが――聖王剣を使われたのなら、恐らく確保はできなかっただろう」

「それでは？」

「彼らは恐らく、イリヤノフカから長距離の鉄道に乗るだろう。何処へ向かうつもりかは分からないが……残りの〈三さん聖せい具ぐ〉、カロリーナの宝ほう冠かんとマリヤの首飾りを求めて」

「当然、追うのですね？」

「無論だ」

　イーゴルの声は、悲ひ壮そうなまでの重々しさに満ちていた。

「引き続きカルコフ中尉とグリンカ准じゆん尉いに追跡させる。増員も必要となるだろう……」

「相変わらず、お嬢じよう様さままでそうやって他た人にん行ぎよう儀ぎに呼ぶのですね」

　対する女は、どこか楽しげですらある。

　まるで今の会話が、遊戯ゲームの話ででもあるかのように。

「――それにしても、その剣を抜いたというのはどういう子なのでしょう。帝国民でありながら龍血族ドラコンクローフイに味方するなんて……」

　そう言って笑う彼女の目には、一瞬だけ激しい憎悪が現れる。

「何、あなたも良く知る人物だよ、アンナ・バラバノフ」

「……というと？」

「ロジオン・ロジオーノヴィチ・ロジオノフ――あなたの弟だ」

　その一言に、女――アンナの顔から、楽しげな表情が消え去った。

　元々白い肌が、一層白味を増し、青白い血管が浮いて見えそうなほどになる。

「……もう、弟ではありません」

　何らかの感情を抑え込んだ声で、彼女はそう答えた。

　イーゴルは表情を変えずにそれを見たまま言う。

「そうかね？　龍血族ドラコンクローフイの伝説では、聖王剣と〈三聖具〉が揃そろえば、喪った総てを取り戻すことができるという。彼の喪った記憶、そこにはあなたとの思い出もあるのでは？」

「あなたはそれを――聖王剣と〈三聖具〉の覚かく醒せいを、阻止するために動いているのでしょう？　であれば、そんなことは無意味な仮定の話ですわ。それに、私はロジオノフの名を捨てたのです」

「そうだな。失礼、今のあなたは、大商家バラバノフ家の当主で、皇こう太たい子しアレクセイ様のご婚約者であらせられる」

　イーゴルの言葉に、アンナは不ふ機き嫌げんそうに眉を顰ひそめる。

　そこへ、特務保安局員が盆に二人分の紅茶を載せて現れた。

　漂う上品な香りに、アンナの機嫌はやや立ち直ったようだった。

　局員が二人の前にそれぞれ杯カツプを置いて去ってから、彼女は口を開く。

「しかし……まさか、総ての〈三聖具〉が揃わない状態で、これほどの力を示すとは思いませんでしたわ。今回の被害は、一体どれくらいになるのでしょう」

「…………」

　イーゴルは、増した痛みに、更にこめかみを強く押す。

「……戦時に比べれば、この程度は大したことではない。問題は口やかましい貴族や評ひよう議ぎ会かい議ぎ員いんの方々だが」

「そちらも、上手く利用されるおつもりでしょう？　治ち安あん維い持じの強化を説くには絶好の機会ですものね」

「――まあ、そうだな」

　イーゴルは頷きつつ、卓上の地図を見下ろす。

　地図は帝都サンクトブルクの全域図だった。

　そこに、今日起こった災害による被害があった箇所が書き込まれている。

　被害の範囲は帝都全域に及んでいた。

　未いまだ、その規模は普通に起こり得る程度の自然災害に留まっている。だが――。

　そもそもは、軍事転用を目的とした研究だった。

〈魔ま銃じゆう〉自体が龍血族ドラコンクローフイの〈神具〉を応用して開発されたものである。

　より強大な力を持つと思われる聖王剣と〈三聖具〉の研究は、更なる繁はん栄えいをヴァローナ帝国にもたらすだろうと考えられた。

　しかし、話は帝国軍の研究者、そしてイーゴルの思おも惑わくを軽々と超えていった。

「……あれは、人が持つべき力ではない」

　イーゴルは呻うめくように呟く。

　アンナは、紅茶の香りを楽しむように杯カツプを揺らしながら、黙だまってそれを聞く。

「聖王剣、〈三聖具〉、そして龍の聖王の末まつ裔えいたる〈喪われた姫〉……総てが揃えば、こんなものでは済まない。力は反転し、増ぞう殖しよく、連れん鎖さを繰り返し、この国、否――」

　イーゴルは静かに、その事実を告げた。

「世界が滅びることになる」

「…………」

　一方でアンナは、そのような話には興味がないというように、立ち上がった。

　彼女は淑しゆく女じよらしくイーゴルに一礼し、部屋の出口へ向かおうとする。

　が、ふと大机の上に置かれた一冊の本に目を留める。

「……あなたのような軍人が、このような本をお読みになられるのですね」

　言いながらアンナはその本を手に取った。

　フョードル・ミハイロヴィチ・ドストエフスキィ著ちよ『罪と罰』。

　百年近く前に出版された古典作品である。

　誰もが著者名と作品名を知り、しかしほとんどの人間が中身を知らない『名作』。

　掌てのひらに収まる文庫版ペイパーバツクのそれは思いの外綺き麗れいで、紙質も新しかった。

　最近出版された復ふつ刻こく版ばんなのだろう。

「私は軍人だが、政治家でもある。過去の名著は基本的な教きよう養ようだよ……その作品を読まれたことは？」

「いえ――ヴァローナの文学は大抵長いし重苦しいし、好きではありませんわ」

「なるほど。しかし、この作品にはあなたも興味を抱くかもしれない」

「あら、なぜですの」

「この作品の主人公もロジオンという名前だ」

「…………」

　口を閉ざすアンナに、グリンカ元帥は口元を歪めた。

　その歪みは笑みのようにも見えた。

「さらにこの本には、リザヴェータという女性が登場する。そして我らが主人公たるロジオンくんは、成り行きからそのリザヴェータを殺害してしまう。どうだね？　なんとも示し唆さ的てきではないか」

「…………」

　くだらないと言うように頭を振り、アンナはその本を机の上に戻した。

　そして相手に背を向けて出口へ向かい、再び思い直したように足を止めた。

　相手の方を見ることなく言う。

「……しかし、たとえその本が予よ言げん書しよとなって、現実にロジオンがリザヴェータを殺したとしても、驚くには値しませんね」

「…………」

　今度はグリンカ元帥の方が、口を閉ざして相手の言葉を待つ。

　彼の手は右耳の、銃じゆう弾だんの傷きず痕あとに触れていた。

「だって」アンナが言う。「私たちの……いえ、ロジオンの父親は、そのリザヴェータという龍血族ドラコンクローフイの少女のために、殺されたのですから。もし彼が記憶を取り戻すのだとしたら、それは私との再会を歓よろこぶためではなく」

　彼女は、僅かに言葉を切って、告げた。

「復ふく讐しゆうのためでしょう」

　そして彼女は今度こそ退室した。

　グリンカ元帥は静かに彼女が去っていった出口を暫しばらく眺めていた。

　やがて机の上の本を手に取る。

　その表紙の端が、激しい力で握られたように、大きく歪んでいた。
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　帝都サンクトブルクの隣町であるイリヤノフカの駅えき舎しやはごく小さなものだった。

　吹き曝さらし、木造の簡素な乗降場プラツトフオームは、帝都の大駅舎ターミナルとは雲うん泥でいの差だ。

　雪に足跡を残しながら歩く者が三人。

　その一人が大きく欠伸あくびをした。

　細長い布袋を持ったロジオンだ。布袋には聖王剣が入っている。

　褐かつ色しよく肌の青年――イゼルが苦笑しながら言う。

「眠そうやな。あんまお楽しみが過ぎると旅に差し支えるぜ」

「うるせえよ」

　昨日、特務保安局の自走車アヴトモビルを破壊し、グリューネを救い出した後。

　四人は貨物車に乗ったまま一夜を過ごした。

　先頭の機き関かん士しはなんと、後方での騒ぎにまるで気付いていなかった。

　イゼルが機関士に金を払い、そのままここ――イリヤノフカまで乗せてもらった。

　その間、ロジオンは、再び現れたリーザの鱗うろこを削っていたのだ。

　霊力の暴走によって、龍化の進行は早まってしまうらしい。

　流石にイゼルに隠し通すことはできず、そのことは話してあった。

　それを分かっていて言ってくるのだから始末に負えない。

　ロジオンは傍かたわらを歩くリーザを見る。

「……なんだか愉たのしそうだな？」

（そうですか？　そんなことはありませんが）

　確かに彼女はいつも通り無表情で、顔からは感情が読み取れない。

　しかし、額の紋もん章しようを隠すために被った掛布プラトークを少しだけ持ち上げて、目の前の車体を見上げるその姿は、初めて間近で見る巨大な鉄の塊かたまりに強く興味を惹ひかれていることが明白だ。

（なんだ……はっきり分かることもあるんだな）

　そんな彼女の様子を眺めながら、ロジオンはそう思う。

　乗降場プラツトフオームには既に、ロジオンたちが乗り込む列車が待っていた。

　速さを感じさせる凹おう凸とつの少ない機関車だ。

　連結された十二両の客車も含めて、総て濃い青色に塗と装そうされている。

　水と石炭の補給を受ける巨体を見上げながら、イゼルが言う。

「ヴァローナでは最新の車両やな。西のサンクトブルクから、商業都市ウラジユークを経由して、東の果てヴォストックまで一万ヴェルスタを走そう破はする長距離特急〈流星メテオール〉や――」

「お、ここだな」

　ロジオンはイゼルの薀うん蓄ちくを無視して、乗車券に書かれた車両へ向かう。

　イゼルは苦笑しながらついてくるが、不意に表情を改めて、

「……なあ、ロジオン」

「何だよ、急に真ま面じ目めな顔しやがって。似合わねえぞ」

「グリューネは、本当に置いてきて良かったんか？」

「…………」

　その問いに、ロジオンは即答できなかった。

　グリューネはあの後、一晩熱にうなされた。

　イリヤノフカに到着してすぐ医者に診みせた所、弾は残っておらず、感かん染せん症しようの心配もないとのことだったが、それでも暫くは安静にしなければいけないとのことだった。

　できれば熱が引いて目を覚ますまで見届けたかったが、そういう訳にもいかない。

　医者に治療と、グリンカ家への連絡を託して、ロジオンたちは病院を出たのだった。

「……あいつは特務保安局員で、帝国貴族の娘だ。一緒にいるわけにはいかねえだろ」

　彼女は、自走車アヴトモビルを足止めしてロジオンたちを後押ししてくれた。

　それだけで充分だ。

「これ以上あいつに迷惑は掛けられない」

「……迷惑、ね」

「何だよ。何か言いたげだな？」

「いんや。何でもない」

　――こうなったら、伝わらんほうが幸せかもしれんしな。

　というイゼルの言葉は、小声過ぎてロジオンには届かなかった。

　イゼルは、ロジオンを追い越して客車の扉に駆け寄る。

　ロジオンは彼に続いて乗り込もうとして、

「……リーザ？」

　ついてきていると思った彼女がいなかった。

　彼女は乗降場プラツトフオームの中央に立って空を見上げていた。

　ロジオンは駆け寄る。

「どうかしたか？」

（見て下さい、ロジオン）

　そう言われ、彼はリーザが見ている方に目を向けた。

　その時、風が吹いた。

　風は乗降場プラツトフオームに積もった雪を舞い上がらせて、辺りを白く霞かすませる。

　そんな冬の名残なごりに混じって、白い鳥たちが空を、列車の向こう側へ飛んでいった。

　まるで、春の訪れを知らせるように、小さな町の中心へと向かっていく。

　白が舞う光景はロジオンに、二年前の冬の夜を思い出させる。

　彼と、リーザが出で逢あった始まりの時。そして二人がそれぞれに何かを喪った時。

　ロジオンは彼女を見る。

　羽ばたく鳥たちを見る彼女の感情は、またロジオンには分からなくなっていた。

（……テレーザが前に教えてくれました。あの鳥は東方の龍血族ドラコンクローフイが連れてきたもので、元々この辺りにはいなかった種類だそうです。彼らは、見知らぬ土地に連れてこられてどう思っているのでしょうか）

「…………」

（私も、あの鳥たちと同じでした。どう思っていても、誰にも伝えることができなかったのです。言葉も、感情も、世界と切り離されて）

　彼女の声は淡々と響く。

　ロジオンと再会する前の彼女は、この静かな声すら誰に伝えることもできなかった。

　その喪そう失しつはどれほどの恐怖だったろうか。ロジオンには想像もつかない。

（けれど……今はあなたがいます）

　と、リーザは彼の方を向いた。

　その顔に、感情を表す動きはないが。

（私の世界には、ロジオンがいる。私の声を聞いて、真剣に悩んで、応えてくれる人がいる。それがどんなに安らぐことなのか忘れていました。今は、ロジオンが私の居場所です）

「……おう」

　ロジオンは頷く。

　それは自分も同じだと、彼は思う。

　狭い帝都の中で、蟠わだかまりを抱きながら過ごしていた自分に道を示してくれた、この少女の傍らに、今の自分の居場所がある。

　だが、そのことを率直に伝えるのは恥ずかしくて、ロジオンは代わりに告げる。

「行こうぜ、リーザ。〈三聖具〉残り二つを集めて、お前の言葉も、記憶も、皆の居場所も、総てを取り戻すんだ」

（……はい！）

　そうして差し出した彼の手に。

　リーザは自らの手を重ねた。

　そして――。

　茫ぼう漠ばくたる白きヴァローナの大地を舞台に悲ひ劇げきは続く。

　想いは届かず。

　願いは叶わず。

　祈りは報われず。

　生命いのちは救われない。

　残ざん酷こくで無む慈じ悲ひな世界を、それでも彼らは進むだろう。

　その道みち程のり、記憶の果てにあるものが。

　破滅と崩壊と、復讐の業ごう火かであることを、未だ知らずに。







　あとがき




　公こう平へい世せ界かい観かん念ねん、という考え方があるそうで、言葉自体は聞き慣れないのですが、つまり「この世界というのは基本的に平等で、良い行おこないには良い結果が、悪い行いには悪い結果がついてくる」というものです。「因いん果が応おう報ほう」とか「努力は報むくわれる」とか「悪人には天てん罰ばつが下る」みたいな感じで、成せい句くというか、慣かん用よう表ひよう現げん的になんとなく使ったりすることもあったりして、事件やなんかの感想として使うのに便利ではあるかもしれません。

　しかし当然ですがこの考え方は事実であるはずはなくて、世界は基本的に平等ではありません。努力は報われるとは限りませんし、悪人が必ずしも罰せられるかというとそんなこともありません。いつだって世界は不平等で不公平で、ちょっとした偶然からそれまで積み上げてきたものが一瞬で崩れ去ってしまったりします。

　そんなことは明らかなのに、でもなぜか、思ってしまうこともあるのですね。「これだけ努力したんだから、きっとそれは無む駄だにならないはずだ」とか「あいつはいつもロクでもないことをしているんだから、きっといつかひどい目に遭あうはずだ」とか。でもそれはただの願望であり、事実ではない。世界の法ほう則そくはそんなふうにできてはいないのです。

　だったらせめて物語の中では……そう思うことがあるかもしれません。物語の中だけでは努力が報われて欲しい。悪人は罰せられて欲しい。主人公が頑張り続けたなら、ハッピーエンドを迎えて欲しい、と。そして物語なら、世界の法則をそうしてしまうことが可能です。主人公の苦労は実みのり、窮きゆう地ちに陥ったヒロインは救われ、敵対していた悪人は酷ひどい目に遭う……あたかもそんな法則に支配されたような、フィクションの世界を構築することはできるのです。

　でも、どうなのでしょう。

　三み門かどは以前ある担当さん（この文庫のではないです。念のため）に言われたことがあります。「この巻で主人公は努力したんだから、ラストではヒロインからご褒ほう美びを上げて欲しい」なんて。ご褒美！　なんだそれ！　主人公は犬かなんかなのか!?

　そう。犬です。たとえ物語世界の住人であっても、努力は必ず報われ、悪行は必ず罰せられるなんて、そんなの、作者に飼い殺されている犬みたいなものではないでしょうか。

　この作品、『聖せい王おう剣けんと喪われた龍りゆう姫ひめ』の登場人物たちの努力は報われるとは限りません。悪人は最後に酷い目に遭わないかもしれません。この物語の行き着く先がハッピーエンドかバッドエンドかは、まだ分かりません。

　けれど、それでも立ち向かう姿が、生きていく意志が、素敵だと思うのです。

　絶対に報われると分かっている努力をするよりも、報われるかどうかも分からない世界で、それでも進むのだと剣を手にする方が、何百倍も気け高だかく貴とうといと思うのです。

　旅の果ては惨みじめな死かもしれない。それでも歩き始めた主人公たちに、どうかお付き合いいただければ幸いです。




　ファミ通文庫様と縁えんを繋いで下さった舞まい阪さか洸こう様、最高に美しくて繊細なイラストで登場人物たちに命を吹き込んで下さった萩はぎ原はら凜りん様、作品のレベルをここまで引き上げて下さった担当様に尽きぬお礼を。

　そしてこの本を手に取り、時間を割くことを決めてくれた読者の皆様に惜おしみない感謝を。

　もし、絶望と希望が交こう錯さくするヴァローナの舞台がお気に召しましたら、またお会いできることを楽しみにしております。

　ではでは。
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３月30日生まれ、広島県在住。

某ミュージカルが生きがいで、公演の時だけ引きこもることをやめて東へ西へ飛び回ります。

ですが来年でそれも終わりなので、何か新しい生きがいを見つけなければと焦る今日このごろです……。
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